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   プロローグ　部屋での秘め事

  

  「嗚あ呼あ。見れば見るほど、本当にいやらしいパンティーだわ。ぽん」

  　そう呟つぶやくのは、完璧とも言える美少女である。

  　透き通る白い肌によく映える黒髪。小さな顔の中に、紺こん碧ぺきの夜空を彷ほう彿ふつとさせる瞳ひとみ。

  　桜の花びらのように可か憐れんな唇くちびるは、知性溢あふれる微笑をうっすらと浮かべている。

  　この、神に愛されているとしか思えない恵まれたルックスの美少女に、ぽんと呼ばれた少女はスカートの中をじっと覗のぞき込まれていた。

  「あのぉ……そんなにじっくり……見ないでください」

  　生まれて十五年とひと月ちょっと。

  　こんな体勢をとらされて、どう考えても、今までの人生で一番恥ずかしい。

  　どれくらい恥ずかしいかといったら、今にも泣き出してしまいたいほど。

  　なのに、なぜだか胸が少し高鳴って、もどかしくもやるせない疼うずきが身体からだを支配しているのは、どうしたことだろう。

  （うううのう。誰だれか助けてください。このままじゃ、なんだかおかしな気分になってしまいそうです）

  　今にも爆発しそうな胸の鼓動を宥なだめながら、ぽんは少しでも冷静さを取り戻すべく、深呼吸して室内を見回す。

  　日当たりのいい窓辺から吹き込む春風に、薄うす桃もも色いろの地に白い花の織られたロココ調のドレープカーテンのレースがゆらゆらと揺れている。

  　毛足の長い薔ば薇ら色いろのカーペットが隙すき間まなく敷きつめられた部屋の中央には、白しら木きで造られた猫ねこ足あしのテーブルセット。その上に置かれた陶とう器きのティーポットとカップからは、温かい湯気と芳かんばしい香りが立ちのぼっている。

  　よく言えばゴージャス、悪く言えば少女趣味で固められたこの乙女おとめ乙女しい聖せい・九くの宮みや学園高校・理念研究部の部室は『秘密の花園』と呼ばれるにふさわしい優美さを備えている。

  　極めつきは、椅い子すに腰掛けて昼下がりのティータイムを楽しんでいる三人の美少女たち。まるで一枚の美しい絵画のようなこの優雅な光景は、女の子であれば誰もが憧あこがれ、その中に身を置いてみたいと願うものであろう。

  　ぽんにだって、そういう気持ちはある。できることならば一緒に椅子に座ってお茶をいただきたい。

  　なのに、なぜにこんなポージング?

  　床に座らされているのは、百歩譲ゆずって諦あきらめよう。けれども、パンティー丸出し、というのはあまりに酷ひどい仕打ち。

  　ぽんはスカートをヘソの辺りまでたくし上げた状態で、床にぺたりと座り込み、必死に勇気を振り絞る。

  「あの、恥ずかしいんですけれども……スカートをもとに戻してもよろしいでしょうか」

  　場の雰囲気に釣られて、いつもよりも丁てい寧ねいなお嬢様言葉になってしまった。

  　シチュエーションでさえ違ったならば、こんな言葉遣いが勝手に出てきてしまう辺り、憧あこがれの聖せい・九くの宮みや学園の一員になったのだなぁと、ちょっとした感慨を覚えそうでもあるが、今はそれどころではない。

  「まだダメよ。もっとじっくりとお見せなさい。そう、もう少し脚を開いて」

  　高圧的な口調で、ぽんに命じている美少女の名は国こく分ぶ藍あい斗と。ぽんがこの春合格した聖・九宮学園高校、略して聖九高校セクコーの一年上級生だ。

  　背丈はおそらく１６０センチとちょっと。手足の長いすらりとしたモデル体型で近隣中学の女生徒たち羨せん望ぼうの聖九高校の制服を、見事に品よく着こなしている。

  　聡明そうな額ひたいにかかるつややかな黒髪。その下の白く小さな顔には、知的な輝きを帯びた大きな瞳ひとみと、つんと尖とがった鼻、桃色の唇くちびるが完かん璧ぺきなバランスで配置されている。おそらくのところ、１００人いたら１００人が認めるであろう美少女だ。

  　耳の下でふたつに結ゆわいた漆しつ黒こくのロングヘアがさらりと揺れると、ペパーミントに似た匂においがふわりと鼻をくすぐる。

  　あ、いい匂い……いやいやいや。うっとりしてる場合ではなく!

  　麗うるわしくも爽さわやかな芳香にうっかり癒いやされそうになりながら、慌あわてて素すに戻る。

  「あのぉ……もうじゅうぶんにじっくり見られたのではないかと」

  　恥ち丘きゆうの膨ふくらみに沿って張り付いた薄い三角の布は、ぴったりとくっつけた太もものおかげでＶ字の付け根がなんとか隠れている。

  　それでも、ねっとりと絡みつくような視線は、ぽんの羞しゆう恥ち心しんをちりちりとくすぐる。

  　恥ずかしさに耐えきれずに、無意識に太ももをもじもじとこすり合わせながら、再度懇願してみる。しかし藍斗は長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた目を伏せ、無慈悲にも首を横に振った。

  「まだまだ見たりないわ。ああ、本当に見れば見るほど、邪よこしまなパンティー」

  「横よこ縞しまではないと思うんですけど」

  「ふふ。私が今問題にしているのは、色柄のことではなくて、精神性。視覚では捉とらえられないその存在のあり方なの。このパンティーは、存在が邪よ。視覚的に言えば布地は漆黒、それでいて前部は透け透けのシースルー。切れ込みのカットは70度くらいかしら?　あら、この脇わきのリボンはどうなっているの?」

  　藍斗は、華きや奢しやなチェアからおもむろに立ち上がると、ぽんの傍かたわらへとしゃがみ込み、ほっそりとした手を伸ばす。

  「そ、それはだめぇ。ほ、解ほどかないでくださいっ」

  　なんせ、腰骨辺りでチョウチョ結びにしたリボンだけでパンティーの形を成しているのだ。ここを解かれては、はらりと前部と後部が分離してしまう。

  （はうっ、この状態はもしかして『新入生のくせに、こんな下着なんてナマイキですわっ』的な先輩のいびりなのではっ）

  「ふぅん……飾りじゃなくって、解くと脱げちゃうってわけね。ねぇ、貴女あなたのような女としての経験も、性的アピールも乏とぼしい女のコがなぜこのような下着を?」

  　なぜと言われても。ああ、なんで今日に限ってこの勝負下着パンテイーを穿はいてきちゃったんだろう。

  　目の前の少女の、美しくも剣けん呑のんな表情を見るにつれ、憧あこがれの聖九高校セクコーに入学できた晴れ晴れしい気持ちに、暗雲が垂れ込めていく。

  　きっと、この次の展開は当然『パンツ狩りだよコラ。さっさと脱がんかい』みたいな修しゆ羅らの掟おきてが……。

  　けれども、穿き替えるパンツがない以上、脱ぐわけにもいかないし、そうなるとできることはひたすら謝るだけ。そう、謝ろう。この状況を打破するには、ひたすら謝るしかあるまい。

  　勝手にスカートを戻すと、さらに刺激しかねないので、そのままの体勢で背せ筋すじだけ伸ばして訴える。
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  「あの、先輩っ、すみませんでしたっ。もう、こんなパンティーは穿はいてきません。むしろ白コットンのみで通すことを、ここに誓います。だから許しておくんなせいまし」

  　最後のほう、ちょっと卑屈すぎた（?）気もするが、これくらい言えば、きっと先輩だってわかってくれるはず。ですよね?　ねねね、パンツ仕舞わせてくれますよね!?

  「まだ許すわけにはいかないわ……バックスタイルがどうなっているのか、確かめさせていただくわ。四つん這ばいになりなさい?」

  「よ、四つん這いですか」

  「そうよ、ほら、さっさと」

  　藍あい斗とが苛いら立だったように口調を荒らげる。

  （言うことを聞かないと、もっとひどい目に合わされるかもしれません。ノーパンにさせられてあられもない姿を撮影されてネットでお祭りにしちゃうぞとか、エンコーで稼かせいで上納金持ってこいコラとか、クスリ漬けにされてとかの展開が……）

  　背に腹は替えられないとばかりに後ろを向くと、おとなしく四つん這いになってお尻しりを突き上げる。

  （ああ、この格好は屈くつ辱じよくです。……自分からは見えない分だけ、余計に視線を意識してしまうというか……）

  　羞しゆう恥ちに堪たえながらぷるぷると背中を震ふるわせていると、背中越しに藍斗の声が聞こえた。

  「ねぇ、那な美み香か、貴女あなたは、あのパンティーについてどう思う?」

  「そうですわね。これはきっと、勝負パンティーなのですわ」

  「勝負パンティー……それはなに?」

  　藍斗が眉み間けんに皴しわを寄せる。

  「おせっくすをするためのパンティーですわ」

  　おおおおせっくす?　思わず条件反射的に首だけで振り返ると、絵に描かいたようなお嬢様ふうの女生徒と目が合った。

  「おせっくす用ですわよね」

  　女生徒は、ぽんににこりと笑いかけると繰り返した。

  　やっぱり……この人……今、おせっくす?　って言った?　お節句、とかお説教、とかじゃなくって?

  　でも今の会話の流れからすると……やっぱりセックス?

  　耳を疑っているぽんをよそに、発言した張本人はなにも気にしていない様子で優雅に紅茶を口へと運んでいる。

  　この発言と見た目が著いちじるしく食い違っている少女は実じつ相そう寺じ那美香。同じく聖九高校セクコーの二年生だ。

  　ぽってりとした唇くちびるに淡い栗くり色いろの瞳ひとみ、陶とう器きのような肌に端たん正せいな目鼻立ち。まるでフランス人形のようなルックス。藍あい斗とを涼やかな知的美人と評するならば、那な美み香かはグラマラスかつゴージャスな美女。

  　高校二年生にしては発育過か剰じようの身体からだを動かすたびに、お椀わん型がたの胸がゆっさゆっさと揺れる。それだけでは飽きたらず、あまりのボリュームにシャツのボタンとボタンとの間が開いてしまい、ちらりちらりと、白い素肌が覗のぞいている。

  　過剰なのは色気だけではない。彼女は元華族出身の家柄にして、日本有数のコンツェルンの総裁の孫娘。ドバイの富豪に誕生日に油田をプレゼントされたとか、街中で見かけた那美香をうっかりナンパした近隣の不良高校の生徒が消息不明になったとか、ペットとして犬猫鳥はもちろん虎とらとライオンと象を飼っているだとか、それどころかオスとメスのつがいで人間を飼育しているだとか、そのオスのほうは、行方不明になった不良生徒にそっくりだとか、事実とも都市伝説ともつかない逸いつ話わの持ち主である。ちなみに、不良高男子生徒失しつ踪そう事件を知る一部の間では、『誘ゆう蛾が灯とうの那美香』という通り名をつけられている。

  

  　その超絶お嬢様の那美香の右手では、黄色く熟したバナナがいかにも美お味いしそうな甘い匂においを放っている。

  　バナナとは、これまたずいぶんと庶民的な食べ物。

  　この優雅なティータイムのお茶菓子としては、いささかそのまんますぎるというかダイナミックというか……。

  　ぽんの違和感など気にする様子もなく、那美香は手にしたバナナに、その艶つややかな唇くちびるでぱくりとかぶりついた。

  　小さな唇にはバナナは大きすぎたらしく、一度頬ほお張ばった後、食べきれずに口を離すと、ぬらりと濡ぬれた果肉が現れた。

  「あぐんっ。ふぐうっ、このバナナ、大きいですわ」

  　それでも、果敢に再度小さな口で咥くわえ込むことに挑戦する。

  　ぱくり。若じやつ干かん苦しそうな表情を浮かべながら、先端を咥え込んだかと思うと、むちゃむちゃと咀そ嚼しやく。その後、ピンク色の舌を伸ばして唇についたバナナを拭ぬぐい取る。

  「美味しいですか」

  　そのスリリングと言ってもいい食べざまに、なんとなく目が離せないままぽんが問うと、

  「ええ。とっても美味ですわ。ちゅぱっ、もぐもぐ。さっき、知らないおじさまがくれたんですの。世の中は親切な方が多いですわ」

  　と那美香は邪気度０パーセントでおっとりと答える。

  　……知らない人にモノをもらってはいけません、と小さい頃ころに習わなかったのだろうか。容よう姿し端たん麗れい・パーフェクトボディのお嬢様の欠点、それはあんまり賢くないことかも……と、状況を忘れて呆あきれるぽんだったが、股こ間かんのほうから聞こえる幼い声の呟つぶやきで急に現実に戻された。

  「クンクン、なんだか発情した匂においがする」

  　ぽんを取り囲む三人の美少女の最後のひとりである呟つぶやきの主は、ぽんのクラスメイトでもある宮みや家けるり。

  　ぱつんと眉まゆが隠れる長さで切りそろえられた前髪の下、月光が映る湖のように潤うるんでキラキラと光る大きな瞳ひとみ。薄い唇くちびるからはちらりと、小さな八や重え歯ばが覗のぞいている。

  　他ほかの二人に比べ、幼さの残るあどけない表情に、ロングヘアを飾る可愛かわいらしいクマのヘアアクセがとても似合っている。

  「ひっ」

  　いつの間に近づいてきたのか、パンティーで包まれた中心部のかすかな膨ふくらみに顔を寄せ、愛くるしい笑えみを浮かべている。

  　そんなところ嗅かいじゃダメぇええ。

  　じりじりと腰を引いて後ずさる。必死に逃のがれようとするが、るりは躊ちゆう躇ちよなく鼻先を突き出して鼻を鳴らす。

  「やっぱりそうだ。したくてしたくてたまらないメスの匂い。お姉様たち、この娘ここそ、私たちの探す実験素材に適材かもしれない」

  　な、なに?　実験?　なにかもっと恐ろしいことをされようとしている?

  　洋館で実験といえば首にボルトを刺され、平べったい額ひたいにでっかい傷のある大男の風ふう貌ぼうが思い浮かぶ。ひょっとしてそんなふうに?

  「いやあああっ。せっかく高校生になったばっかりなのに、ツギハギはいやぁっ」

  「……残念だけど、るりはフランケンシュタインではなく、ドラキュラ派」

  　ツギハギしか言ってないのに、こんなツーカーもいやあっ。

  　それになんだか、このコ怖い。

  　変な行動はもちろん、それでいて愛らしく整った容姿が余計、不気味さに拍車をかけている。よく見れば、右手に持っているクマのぬいぐるみも、だいぶ煤すすけている上にあちこちが破れ、中身の綿わたが飛び出している。そこを包帯を巻いて誤ご魔ま化かしているものだから、なんともいえなく気味が悪い。

  「ええ、るりの言う通り……やっぱり朝のバスで目をつけて正解だったわね、この娘。こんなにフェロモンを撒まき散らしているだなんて、やっぱり、貴女あなた、生殖行為に臨のぞむつもりね」

  「せいしょくこうい?」

  　聖職行為?　きっと、クリスチャン系のこの聖九高校セクコーのこと、たぶんそっちの意味であって欲しいけど……。

  「つまり、おせっくすですわ」

  　那な美み香かが穏やかな笑えみを浮かべたまま口を挟んだ。

  　もういいですから、それ。

  　この人、さっきからそういうズバリワードを連発しているけれども、成熟した見た目通り、経験値も高いのだろうか。

  「そう、そのおせっ……じゃなくて、生殖行為について、貴女あなた、どれくらい知識を持っているのかしら?」

  　一方、藍あい斗とのほうは、そういった言葉を口にすることさえキビシーらしい。

  　口ごもるだけではなく、顔を真っ赤にして、いかにも言いにくそうな様子。

  　それなら無理して言おうとしなければいいと思うのだけど。

  　ぽんは居住まいを正して、再びぺたりと床に座り込み首を傾かしげた。

  　藍斗が顎あごをしゃくったので、しぶしぶ頷うなずいてスカートを自みずからめくり上げる。うう。さりげなく隠してたつもりだったんですが、やっぱりだめなのですね。

  「知識……まぁ、人並みには一応はあるかと思いますが」

  「ほう。では、どういうことか具体的に述べてみなさい?」

  「だから、あの、愛し合う男性と女性が行う大人の行為というか」

  「ふん、曖あい昧まい模も糊こね」

  「粘ねん膜まくと粘膜の接触。体液と体液の交こう歓かん。ぐちょぐょですね、お姉様。はぁはぁ」

  　険けわしい表情で眉まゆをひそめる藍斗の隣で、るりが鼻息荒くぶつぶつと呟つぶやいている。

  「いや、あの、でも……そういうのって、基本的に、男の人に任せていればいいのでは」

  　そう告げると、はぁ、と藍斗は大げさにため息をついた。

  「……やっぱり。本当の乙女おとめの喜びを追求するには、あまりに間違った常識を植え付けられているわね」

  　また怒らせてしまった。パンツはいつになったら仕し舞まえるのだろうかと落胆していると、るりがまたもや口を挟んだ。

  「そう。だからるりたちとぐちょぐちょの世界に。うふふふふ」

  　な、なんか怖いですってば。コワカワイイという言葉が頭をかすめる。

  「怖くない。ぬるぬる気持ちいい」

  　るりが右手に持ったクマのぬいぐるみをぎゅっと抱きしめて唇くちびるを尖とがらせる。

  　なんでこの人、心の中が読めているみたいな発言連発するんですか。

  　やっぱりエスパー能力持っていませんか。

  「あの……とにかくですね。金こん輪りん際ざいこんな派手なパンティー、穿はいてきませんので。今日のところはこの辺りでご勘弁くださいまし」

  　とにかくこの場から逃げなければ。謝罪を口にしつつも逃げの体勢で立ち上がろうとするぽんに向かい、藍斗がおもむろに手を伸ばした。

  　ひっ!　な、殴なぐられる?　お父さんにも殴られたことないのに?　この人って知的に見えて意外と武闘派?

  　衝撃に堪えるべく、ぎゅっと目をつぶって歯を食いしばる。拳こぶしを握り締めて身体からだを強こわ張ばらせたのもつかの間、藍あい斗とはぽんの胸を揉もみしだき始めた。

  「あふううっ?」

  　い、いつの間に、背後に?

  　驚きで目を白黒させているぽんの耳元に、藍斗が唇くちびるを寄せて小声で囁ささやく。

  「これが私たち乙女おとめのたしなみよ。ねぇ、どう?　いいでしょう?」

  　生暖かい吐息に耳じ朶だをくすぐられ、ぞわりと背筋が震ふるえる。二の腕に鳥肌が立った。背中に当たる藍斗の柔らかな胸に、クッションのように身体が沈み込む。

  「な、なにするんですか」

  「強がっても無駄。自分から入れて欲しくさせてあげるわ」

  　藍斗の指が、ピンポイントすぎるほどピンポイントに、ぽんの胸の先端を擦こすり上げた。

  「あはうっ」

  　あ。やばい。これ、さっきまでの生ぬるい感覚とはまったく違う。

  　背せ筋すじがぞくぞくとして、身体が火ほ照てってくる……気持ちいい。

  　背筋を震ふるわせる電流の正体は、もはや誤ご魔ま化かしようはない。ぽんは、快感に打ち震えながら、必死にこの状況を把は握あくしようと努める。

  （呼び出されて、スカートをめくられて、パンツの匂においを嗅かがれて、胸を揉まれて……この状況は……ひょっとして、この人たちってそっち系?　お姉様とか言ってたし。ああっ。すみません。女子校なめてました。初日から勝負パンツなんて穿はいてきたから、きっとわたしもそれ系の人だと誤解されちゃったんだ）

  「あ、藍斗先輩ぃ。あの、わたし、そういうんじゃないので……あひっ」

  　藍斗が軽く、ぽんの乳輪に爪つめを立てる。かすかな痛みがスパイスとなり、甘美な快感をさらに引き立てる。

  「ひいんっ」

  　この人、おっぱいを触るの、超上手かも。

  　今までに経験したことのない快感に抗あらがえないでいるぽん。藍斗は薄ら笑いを浮かべながら、丁てい寧ねいにぽんの微かすかな膨ふくらみを撫なで続ける。

  　ブラジャーがだんだんとずれ、ぽんの小さな乳房と藍斗の指との間にあるのは薄いブラウスの生き地じのみとなった。

  　細く柔らかな指先から温かさがじんじんと伝わってくる。

  　いつの間にか、ハの字の形に、床にぺたりとつけていたはずの膝ひざが浮いてしまっていた。くっついていたはずの体育座りの膝を離すというだらしのない格好だ。

  　正面にいる那な美み香かとるりには、ステッチの部分が丸見えに違いない。その、ステッチに包まれた中心部は、じんじんと痺しびれてむず痒がゆく疼うずいている。

  　今の気持ちを言い表わすなら『もどかしい』の一言につきる。

  （おかしい。もどかしいってなにを焦じれてるわけ、わたし。ダメ、これ以上は……）

  　そんなぽんの胸中を悟ったのか、藍あい斗とは、うっすらと汗の滲にじんだ太ももに手を這はわせると、じりじりと撫なで上げていく。

  「ひああっ、お願いですぅ。許してくださいぃ」

  「ダメよ、ほら、入れてくださいって言いなさい?」

  　ああ、そこは……なんだか太ももの奥がジュンと熱くなり、うっすら汗のようなものが湧わいて……。

  「ほおら、ね、本当は入れて欲しいんでしょ?」

  「だ、だめええぇ」

  「これでもかっ」

  「はあんっ」

  （ああっ。なんだか、わたし……どうでもよくなってしまってます）

  「ほら、言えばラクになるんだから」

  　藍斗の声が鼓こ膜まくを震ふるわせて脳を蕩とろかす。

  　滑らかな指先がちりちりと末まつ梢しよう神経を刺激して、

  　ああ、なにも考えられない。

  　もういいかな……うん、いいよね。もうどうなっても……。

  　よくわからないけど、言えばいいのですね……。

  「んああぁあっ、い、いれてくださいぃぃぃぃ」

  「今、なんて言ったの?」

  「い、いれてくださいぃ。お願いします、藍斗先輩、わたし、いれて欲しいんです。でも、初めてなんです、だから、あの、優しくお願いしますっ」

  　ああ、言っちゃった。もう戻れない。ぽん、こと中なか山やま素もと、高校入学と同時にＬの世界へドボンです。Ｊ女子Ｋ高生デビューと同時にレズビアンデビューもしちゃいました。

  　これはきっと、身の程知らずにも、お嬢様学校にこんな庶民の身で入ってしまった罰なのです。お父さんお母さんごめんなさい。孫の顔、見せてあげたかったです。

  「あぁ、藍斗先輩、焦らさないで……。覚悟はできました。身も心も好きにしてください」

  　胸と太ももとをさらに優しく愛あい撫ぶされ、感かん極きわまったぽんは、女のコが言ってはいけない言葉を口にしてしまっていた。

  「いい心がけね……では、ここにサインをして」

  　藍斗はテーブルの上から一枚の紙切れを拾い上げると、ぽんに向かい差し出した。

  （ああ、これでわたしはこのお姉様たちの玩おも具ちやに。来る日も来る日も、学校の勉強などそっちのけ。めくるめく果て無き欲望に身を任せ……）

  　混乱の中、ぽんは虚うつろな思いで書類を受け取ると、そこにはこう書かれていた。

  「入部届……?」

  「ええ、そうよ。我が、セク研へようこそ」

  　藍あい斗とが黒髪を揺らしながらにこりと微笑ほほえんだ。

  

  　ああ、どうしてこんなことになったんでしょうか。

  　ぽんは、ほんの数時間前、まだなにも知らなかったあの入学式の朝のことを思い出していた……。



  [image: ]


  


   第一話　乙女の花園



  


   １　通学バスでの大胆すぎる行為

  

  　自分で言うのもアレだけど、なかなか、似合っているではないですか。

  　フリルの施ほどこされた立て襟えりブラウスの胸元のリボンタイを、きゅっと締めると、ぽんは自分の制服姿に見とれながら、自室の鏡の前でくるりと一回転した。

  　肩につくかつかないかの猫ねこッ毛けのストレートヘアがさらりと揺れて、自分自身への入学祝いにと買った、可愛かわいいブルーのリボンがひらひらとはためく。

  　袖そでがふわりと膨ふくらんだプラム色のボレロに、裾すそに白いラインの入ったワインレッドのプリーツスカートがひらりと翻ひるがえり、ニーハイソックスに包まれた小さな膝ひざ小僧がちらりと覗のぞいた。

  　ああ、まさか、この制服を着て聖せい・九くの宮みや学園に通う日が来ようとは。

  　まるで夢のようだと思いながら、頬ほっぺたを抓つねって引っ張ってみる。

  （うううぅ。痛い、痛いよぅ……痛くてこんなに嬉うれしいだなんて。わたし……本当にわたし、聖セ九ク高コ校ー生になったんだ）

  　頬ほおの痛みに顔を歪ゆがめながらも、ぽんは自分の姿に見とれている。

  　中なか山やま素もと、十五歳と一か月。小さな頃ころからポップコーンが好きで、しょっちゅう買ってくれとねだっていたことから、ついたあだ名はぽん。身長１４８センチ、体重は38キロ。痩やせっぽちでたまに小学生に間違えられることもある。

  　成績は中の中クラス。それなのに、この春、なんの間違いか、伝統あるミッション系お嬢様学校の聖・九宮学園高校、通称聖九高校の入学試験に合格。晴れて花の女子高生になった。

  　事前の模試では、合格率10パーセント未満で、進路相談では担任の先生に「受験料がもったいないから考え直せ」と不合格のお墨つきをいただくほどの無謀な試みだった、はず。だけれども。

  　ぽんを変えたのは『恋』だった。

  　一年と少し前のこと。ひそかに思いを寄せていた家庭教師の大学生・町まち田だ拓たく先生に、もしも九宮学園に合格したら、デートしてくれないかとダメ元で告白をしたところ、なんとこくりと頷うなずいてくれたのだ。

  　それならばなんとしてでもと、一いち念ねん発ほつ起きして猛勉強の日々。

  　恋の力というものは超偉大。

  　基本睡眠時間四時間。大好きなドラマも、休日に友達と遊ぶのもお預け。携帯電話も気が散るからと解約し、今までの人生の中で、もうないというほど勉学に励んでやっと手に入れた補欠合格。

  　補欠だろうとまぐれだろうと奇跡だろうと、たとえなにかの間違いであっても合格は合格。これはきっと勉学の神様の思おぼし召めしだと思い、合格発表の日以来、ありがたやと、毎朝起きてすぐに九くの宮みや学園の方角を向いて感謝のお祈りをすることを日課にしている。

  　しかもミラクルはこれだけではない。

  　先生に合格の報告をした際のこと、ご褒ほう美びに遊園地に連れていってもらえることになったのだ。

  　遊園地で初デート。ロマンスの神様ありがとう!　こちらは毎日寝る前に、先生のご自宅の方角を向いて感謝のお祈りをすることと決めた。

  　憧あこがれの聖九高校セクコー生。憧れの恋愛。

  　ううう。幸せすぎてどうしよう……これから始まる新生活を想像すると、自然と顔がにやけてしまう。

  　夢と希望に溢あふれた高校。部活はなににしようかしら。真っ白いスコートが可愛かわいいテニス部?　それとも、おしとやかに文芸部?　昼休みはクラスメイトたちと中庭の芝しば生ふでランチして、放課後は制服を着たまま街をぶらぶら歩いたり!

  　そして、休みの日は、先生とデート……公園で手作りのお弁当を食べたりショッピングしてお揃そろいの携帯ストラップなんか買っちゃって。そしてひょっとしてキスとかも、近い将来しちゃうことになるんでしょうか。それでもって、いつかは初めての……。

  　きゃーっ♡

  （初めては、海の見えるプチホテルがいいなぁ。お姫様抱っこでベッドまで運んでもらって……ってダメダメっ。朝からなにを想像しているんですか、わたしは。処女おとめなのにはしたないってば。そういうことはこの新生活が落ち着いてから考えればいいことです）

  　とにもかくにも。

  「新生活バンザイ!」

  　ぽんは、うっとりと呟つぶやきながら、さっきより勢いをつけて、くるりと回転する。

  　スカートがひらりと舞い、ブルーのギンガムチェックのパンティーがちらりと覗のぞいた。

  「ん?」

  　スカートをめくり上げると、鏡に映った自分の姿をしげしげと見つめる。

  　少しサイズが大きめではあるがぴかぴかに新しい制服に比べて、ちょっぴりパンティーが古びて見える。

  　ウエストのゴムが少し伸びているのも気になるし、度たび重かさなる洗濯によって、プリントも薄くなってしまっている。おヘソの下、ちょこんとついたリボンの裾すそは解ほつれて糸がちょろりとはみ出している始末。

  　誰だれに見せるわけでもないけれど、やっぱり入学式。

  　下着も真新しいもので望みたい気分。

  （なにごとも始めが肝かん心じん。一生に一度の高校入学式、ここはぜひともぴかぴかで行きたいですよね）

  　クロゼットの扉とびらを開けると、下着入れの引き出しを開いて中を物色し始める。

  　白地に水色の英字プリント、淡いオレンジ色の花柄、ピンク地に白い水玉。どれもこれも、今日という素晴らしき日に身に着けるには、だいぶくたびれてしまっている。

  　いや、実はひとつだけまだ一度も穿はいたことないパンティーがあるにはある、のだけれども、これはちょっと……。

  　ぽんは一番奥に仕舞い込んであったソレをそっと取り出すと目の前に広げた。

  　視界に広がるのは、黒いベールがかかった向こう側の景色。

  　親友の綾あやが、三月三日のぽんの誕生日に、悪ふざけでプレゼントしてくれた黒いレースの透すけ透けなパンティーだ。

  　大切な部分こそ、透けない布が使われているものの、上部の半分以上がシースルー。それでもって、サイドは紐ひもで結ぶようになっていて、三角の全体面積も、ぽんが持っているどのパンティーよりも小さい。

  （さすがにこれはちょっとオトナっぽすぎるよね。でも綾にはいつも、「ぽんは見た目も中身も子供っぽすぎる」って言われていたし……うん、せっかく高校生になったんだから、ちょこっとオトナっぽく行かせていただきます）

  　ぽんは決心すると、古びたパンティーを脱ぎ捨てる。

  　穿き替えるべくおニューのパンティーに足を通そうとしたものの。

  「ってあれれ、これ、どうやって穿くんだろう」

  　サイドの紐を結んでから足を通すのか、それとも、股こ間かん部分に布地を当ててから結ぶのか。

  　ぴったりとフィットするのは後者の気がしたので、一度リボンを解ほどくと太もも同士をぎゅっと押し付け、なんとかずり落ちないようにキープして程よい位置で紐を結ぼうと試みたが、なかなかどうしてうまくいかない。

  　諦あきらめて脱ぐと、パンティーをベッドの上に置いて、だいたいの位置を見積もって紐を結んでから足を通した。しかし、今度はキツすぎたのか太ももの途中までしか上がらない。

  「さすがオトナパンティー。一筋縄ではいかないブツでありますな」

  　しばし悩んだ末、一度緩めに紐を結んで腰まで上げ、左右をさらに結び直してずり落ちてこないように穿くことに成功した。

  「よし、これで完成……うわぁ」

  　超アダルト。

  　鏡に映る自分の姿に、ちょっと赤面してしまう。

  　痩やせっぽちの幼児体型に、このランジェリーは、似合っているとは言いがたいが、逆に幼女が身に着けているようで、これはこれでなんだかえっちぃ。

  （いつか、これを着たわたしを、先生に見てもらう日が来たりとか。なんて言ってくれるかな。キレイだよ、とかカワイイね、とかそれともひょっとして、セクシーだ、とか。きゃあああああっ♡）

  　興奮のあまり、ベッドに向かって頭からダイブすると、リビドーを抑えきれずにバタバタと両足を動かす。

  　ああ、どうしよう、付き合うってことは、いつかはそういうことになるわけでっ!

  　先生だったらいいと思う。怖い……けどちょっぴり興味もある。

  　ふあぁぁっ。心臓がばっくばく。

  　ベッドの上で身み悶もだえていると、がちゃりというドアノブを回す音とともに、黒ぶち眼鏡めがねをかけた童顔の少年が顔を出した。

  　まるで双子のように瓜うり二ふたつだと評される年子の弟、義よし経つねだ。

  　背丈こそ義経が３センチほど高いものの、丸顔の輪郭といい、くりくりとした黒目がちの瞳ひとみといい、ぽんがボーイッシュな格好をしていると、両親でさえもたまに見間違えるほどに似通っている。

  　たまにならばいいが、あまりに取り違えられるのが煩わずらわしく、義経が中学へと進学した際、ふたりで相談して、外見にわかりやすい差異を作ろうということになり、じゃんけん三回勝負の結果、負けた義経が伊だ達て眼鏡を着用することになった。

  　最初はなんで自分が眼鏡をかけねばならぬのだとごねていた義経だったが、クラスメイトの憧あこがれの女の子が『眼鏡男子萌もえ』を公言していることを知って以来、むしろ嬉き々きとして伊達眼鏡男子として日々エンジョイしているようである。

  「なにバタバタ暴れてんだよ」

  「いいでしょ、入学式の日くらい浮かれたって」

  「そうは言っても、ねーちゃん合格発表からこの方、ずっと浮かれっぱなしじゃん」

  　ベッドの上のぽんを見て、義経は呆あきれたように肩をすくめた。

  「うるさいなー」

  　むくりと身体からだを起こして膨ふくれっ面をしていると、開いたままのドアの隙すき間まから、今度は飼い犬のゴンタが飛び込んできた。

  　短毛短足で顔はパグのようなぺちゃ顔という、気の毒な雑種犬だ。

  　三年ほど前に、中学校の校門のところに捨てられていた時はまだ子犬だったが、あれよあれよという間に立派な成犬となり、今では体重はぽんとさほど変わらぬ30キロオーバー。かろうじて『お手』と『待て』、『伏せ』はできるものの、食べ物を目の前にすると興奮して言うことを聞かなくなってしまう駄犬だが、ぽんにとっては大切な家族のひとりだ。

  「うきゃっ!」

  　ゴンタに勢いよく飛びつかれたぽんは、そのまま後頭部からベッドに倒れ込んだ。

  「こ、こらぁっ、せっかく顔洗ったのに、あんたの唾つば臭くさいんだからぁああっ。もおうっ。あっ、ダメっ、暴れると制服に抜け毛がぁああ」

  　べろべろと舌ぜつ撃げきを繰り返すゴンタから、逃れようと必死に抵抗を試みていると、義よし経つねの含み笑い混じりの声が耳へと届いた。

  「うわっ、なにそのパンツ……ぷぷぷっ」

  「ちょっと、見ないでよっ」

  　ゴンタを必死に引き剥はがすと、慌あわててめくれ上がったスカートを下げる。

  「ひゅーひゅー。高校デビュー、エロデビュー」

  　義経は黒ぶち眼鏡めがねの奥の目を三日月のように細めて、ひゅうと口笛を吹きながら冷やかす。

  「うるさいっ、このチビ中坊がぁっ」

  「そのチビよりもチビなくせに色気づいちゃってるのは、どこのどなたさんでしょうねー」

  「うるさいっ」

  　脇わきにあった枕まくらを投げつけると、義経はぺろっと舌を出して部屋から出て行った。

  　本当に腹立たしい。せっかくの初日だというのに水を差された気分だ。

  「はふぅ……あ、ヤバっ。もうこんな時間!」

  　ぽんは時計を見やると、慌てて鞄かばんを拾い上げて自室から走り出る。

  　今日は、入学式。初日から遅刻なんて失態は免まぬがれたい。

  

  　バスの中は、聖せい・九くの宮みや学園中等部・高等部の生徒たちの他ほかにも近隣の企業に勤めるサラリーマンやＯＬたちで混こみあっている。

  　丘の上にある九宮学園への主な通学手段、それはバスだ。

  　政財界を始め芸術家にスポーツ選手や芸能人のご令嬢という、富裕層のお嬢様が多く通う学校であるため、数年前まではほとんどの生徒が自家用車で通学していたらしい。

  　しかし、国内外の高級車が丘の上までの一本道で起こす大渋滞が年々悪化し、地域住民の間からクレームが殺到。

  　当時の理事長の『庶民との共生を目指す』というものすごく上から目線のジャッジメントにより、自家用車での通学は禁止、生徒たちは社会勉強も兼ねて路線バスを利用して九宮学園へと通うことになったという。

  　中学校へは徒歩で通っていたぽんにとっては、このバス通学でさえも、高校生っぽくて心が弾む。

  「あそこが今日から通う〝学まなび舎や〟……」

  　つづら折りの坂の天てつ辺ぺん、八角形の尖せん塔とうを目にして、ぽんは感慨深く呟つぶやいた。

  　目に眩まぶしい新緑を背景に、尖塔を備えた煉れん瓦が造りの高等部本校舎は、古びてはいるものの、歴史の重さを感じさせるゴシック様式の洋館である。

  　本校舎の隣には、教会を模した白亜の建物。礼拝堂兼講堂のこちらの尖せん塔とうは、本校舎よりも塔身が細く、頂上に取りつけられた十字架が日の光を浴びて、神こう々ごうしい輝きを放っている。

  　講堂を挟んで反対側に位置するのは、中学部の本校舎。こちらも煉れん瓦が造りで重厚な雰囲気。

  　ぽんは高校入学のお祝いに買ってもらったばかりの携帯電話を取り出すと、バスの内から窓の外に携帯のカメラを向けてシャッターボタンを押した。

  　荘そう厳ごんながらも美しい九くの宮みや学園の画像をフォルダに保存をすると、メールを立ち上げて文字を打ち込む。送信相手はもちろん先生だ。

  『おはようございます。今日はいよいよ待ちに待った入学式。憧あこがれの制服を着て九宮学園行きのバスに乗っているけど、まだ夢を見ているみたい。先生、本当にありがとう』

  　大好きな先生へのメールと言っても、そのほとんどがなにを食べただとか、今なにをしているだとかの近況報告的なもので、よく考えれば、教え子と家庭教師の枠から未いまだにはみ出していない。

  　本当のことを言えば、付き合いたての恋人同士のように、もっと甘いやりとりをしてみたい気もするけれど、ぽんから『好き』だとか『会いたい』だとか言うのは、少し積極的すぎる気がして、どうしてもできないでいる。

  　しかも先生は、忙しいのか、それともメールが苦手なのか、最後に会った合格発表の日以来、一度もメールを返してくれず、電話をしてもただ呼び出し音が響くだけだ。

  　結局、遊園地デートも、まだ果たされないでいる。

  　恋人同士ってそんなものなのかな。

  　寂しく思ったところで、目の前のカップルを見る。

  　女のコのほうは九宮学園の制服を身に着けていて、男子のほうは近隣にあるお坊ちゃま男子高の制服を身に着けている。女生徒が甘えるようにもたれ掛かると、男子生徒が手を伸ばして彼女の髪の毛を撫なで始めた。

  （うわ、すごい。バスの中なのに、あんなことしちゃうの!?）

  　中学校ではあまり見かけなかったいちゃつきっぷりに、高校生ってやっぱり違うなぁと、感心しつつ、どきどきして目を逸そらす。

  （みんなひょっとしてエッチとか済ませてるのかな）

  　ぽんは背伸びすると、バスの中に視線を渡らせて順繰りに見回す。

  　後部座席を一列陣取っている、髪が少し茶色い女生徒たちはもう済ませてそうだ。その前にいるテニスラケットを抱かかえた二人組はどうだろうか、などと考えながら、ぽんの隣に並んだ少女に目を遣やった。

  　少女は、ゲームでもしているのか、はたまた彼氏とメールのやりとりか、真剣な顔つきで携帯をカチカチと弄いじっている。

  （うわ。可愛かわいいコ。アイドルみたい）

  　ほんのりとピンク色に染まった頬ほおといい、くりんとしたまん丸の瞳ひとみといい、子リスのように愛くるしい童顔の美少女だ。

  　ぽんとたいして変わらない短たん躯くでありながらも、胸もお尻しりもぺたんこで、ただひょろりと細いだけのぽんとは違い、肉感的とまではいかないが、バランスの取れた体型をしている。

  　背丈的に中等部の生徒かと思ったが、胸元のリボンがモスグリーンではなくダークレッドなので、ぽんと同じ高等部らしい。

  （高校生になると、あんな可愛かわいいらしい友達ができたりするのでしょうかね）

  　ぱつりと眉まゆ毛げの上で切りそろえられた前髪に、腰まで届きそうなロングヘアは、耳の辺りだけが顎あごのラインで切りそろえられた姫カット。おでこの脇わきにクマのマスコットをあしらったリボンが飾られている。指定の茶革の鞄かばんからはみ出しているのはこちらもクマのぬいぐるみ。

  （なぜ学校にぬいぐるみを……可愛いけど、なんていうか、こう……原宿とかビジュアル系バンドとか、そういうのが好きそうなタイプ?）

  　ぽんの中学校にも何人かいた、目の下を黒く塗ぬって『バンギャ』と自称する人たちを思い浮かべながらふと少女の携帯の液晶画面に目をやる。

  　そこに映っていた画像に、ぽんは脳天を殴なぐられたかのような衝撃を受けた。

  「え、え、えええええええ?」

  　思わず驚きの声をあげると、周りの乗客たちが驚いて振り返る。

  「す、すみません、なんでもないです」

  （み、見間違いだよね、きっと。うん、そんなはずはない。だってアレは……）

  　慌あわてて口を噤つぐみ、左手を胸の上の心臓の辺りに当てた。ドキドキと脈打つ動どう悸きを鎮しずめていると、少女が顔をあげる。

  「どうかした?」

  　薄い唇くちびるから八や重え歯ばが覗のぞく。

  「い、いえ。なんでもないです」

  　しかし、見てはいけないと思いながらも、視線はついつい少女の右手に握られた携帯電話に向いてしまう。

  　ぽんの視線に気がついた少女は、愛くるしい笑えみを浮かべて液晶画面を突き出した。

  「こういうの、興味ある?」

  　本能が見てはいけないと告げている。でも、気持ち悪い虫がうごうごと蠢うごめいているとわかっていながらつい大きな石を裏返してしまうとか、薬局の店頭に張られた水虫でぐじゅぐじゅになった足のポスターを見てしまうとかと同じ気分で、ぽんはついつい画面を凝視してしまう。

  　やっぱり見間違いじゃなかった。

  　そこに映っているのは、年の頃ころは二十代半ばから三十歳くらいの男性の姿だった。

  　遠くから撮とられたものらしく、淡いブルーのシーツの敷かれたベッドの上らしき場所で、乱雑に置かれた雑誌やＤＶＤやティッシュのケースなどに囲まれ、男性が胡坐あぐらをかいた状態で座り込んでいる。

  　問題なのは男性の格かつ好こうだ。上半身こそ、Ｔシャツを着ているものの、下半身にはなにも身に着けていない。

  　遠景から撮影されている上に、男性自身が股こ間かんの中心部を右手で掴つかんでいるため、はっきりと細部や造形までは確認できない。しかし、毛深い腿ももや脛すねや前にせり出した腹などは、しっかりと映っている。

  「な、なにそれ!?」

  「これ?　るりのお兄ちゃん」

  「お兄……ちゃん?」

  「そう。兄、兄さま、兄貴、兄上。兄者」

  　映っているのは、このるりというコのお兄ちゃん。なるほどそれはわかった。

  　しかしわからないのはなぜにこう、煽せん情じよう的てきというか。

  　いや別に情を煽あおられることはないのだが、これをなんと評せばいいのか。まぁ、ずばり言うと気持ち悪いってことなんだけど。

  　そして、なによりも気になるのは、こんな画像をなぜにこの少女が持っているのかということで。

  「盗撮」

  　まるでぽんの心を読んだかのようにるりが言った。

  （盗撮って、それ、犯罪じゃ……。いえ、犯罪か犯罪ではないか以前に、なんできょうだいで?　ひょっとしてこのコってヘンタイとかそういう）

  　朝から超絶刺激的な画像を見せられて少し混乱をきたしていると、

  「あ、終わった」

  　とるりがぼそりと呟つぶやいた。

  「今朝のお勤めは終了」

  　るりが差し出した液晶を再度見ると、先ほどの男の人はすでにトランクスを身に着けて、ちょうどベッドから立ち上がったところだった。

  「これっていったい……?」

  「お兄ちゃんの部屋監視カメラ。備え付けられたカメラから、十五秒に一回、写真が送られてくるように設定してある。今日もお兄ちゃんは、るりのパジャマを嗅かぎながらはぁはぁしてた。お兄ちゃんに愛されて、今日もるりは幸せぇ……ところで、貴女あなた、なんだか匂におう。なんだろう、この匂い……」

  　るりがくん、と鼻を鳴らす。

  「ええっ。に、匂い?」

  　慌あわてて袖そで口ぐちや肩先に鼻先を持っていくと、匂においを嗅かいでみる。

  　ゴンタのヤツが、たまに餌えさをあげる時間が遅れた時や、散歩をねだっても連れていってもらえなかった時やなんかに、わざと嫌がらせのように大切なものにおしっこをかけたりするのだ。心当たりはないが、なにかの腹いせに新しい制服にマーキングしないとも限らない。

  「そう。なんだか甘酸っぱい匂い」

  「甘酸っぱい匂い?」

  　ならばひとまず、ゴンタの尿によう臭くさいわけではなかったようで安心する。

  　それにしても甘い匂いとは。まったく心当たりがない。

  　朝食もパンケーキやパンにジャムを塗ぬったものとかならともかく、白米に大根と油揚げのお味み噌そ汁しる、鯵あじの干物というザ・和食であったし。

  「これは、内ない分ぶん泌ぴつ液えきの匂いだ。だだもれの、体液の」

  「ないぶんぴつ?　たいえき?」

  「そう。るりのお兄ちゃんの画像ではぁはぁしちゃった?　ならもっとすごいコレクションを見せてあげる」

  「いえ、遠慮します。あっ、あの、あら?　携帯に着信が……」

  　やっぱりこのコ、ヘン。

  　あまり関かかわらないほうが身のためだと思い、愛あい想そ笑いを浮かべると携帯電話をチェックするふりをして、くるりと踵きびすを返してるりに背中を向ける。

  　自分の背中越しにこっそりるりの動向をうかがうと、にやりと笑えみを浮かべたまま、じっとぽんを見ている。怖い!

  　少しでも遠ざかろうと、バスの揺れに足並みが乱れているふりをして、じりじりと移動する。なんとか反対側の出入り口付近までたどり着いて、再び振り返ると、るりはまだ先ほどの位置にいた。嗜し虐ぎやく的てきとも見える薄ら笑いを浮かべ、クマのぬいぐるみの裂さけ目を指先でぐりぐりとほじくり返しては、バスの床へと中の綿わたを落としている。

  （はぁ。お嬢様ばかりの九くの宮みや学園にも、おかしな生徒さんはいるものです。とりあえずさっきの女子は要注意。何年生かわからないけど、近づかないようにしよう）

  　ひとり決意を固めていると、今度はなにやら耳元で苦しそうな声が響いた。

  「はぅん……んぁあんっ、んんっ、んいぃいんっ」

  　こ、今度はなに……?　まさか、るりさんが追いかけてきたとか。

  　どきどきしながらも後ろを振り向くと、真後ろに立っている女生徒の様子がなんだかおかしいことに気がついた。

  　上級生だろうか。ずいぶんとスタイルのいい女生徒である。

  　手足はすらりと長く、白い餅もち肌はだはまるで赤ん坊のように柔らかそう。

  　丈たけの短いボレロはたわわな膨ふくらみで押し上げられ、短めのスカートの下、ハイソックスからむちむちの生太ももがむき出しになっている。鼈べつ甲こうのヘアバンドで押さえられた豊かな栗くり色いろの巻き毛と小さな顔は、育ちのよさと気品を感じさせる。

  　そんなお嬢様が、ぱつんぱつんに張ったボディを小刻みに震ふるわせながらも、顔には歓喜と呼んでもよい淫いん蕩とうな表情を浮かべていた。

  　長い睫まつ毛げに彩いろどられた大きな瞳ひとみは潤うるみ、上気した頬ほおは淡雪の上に桜の花弁を落としたかのようにほのかに染まっている。つやつやとした下した唇くちびるを、真しん珠じゆのような小さな歯で噛かみ締めている様子は、どう見ても溢あふれ出る情欲に必死に耐えているとしか思えない。

  　これはいったい、どうしたものだろうか。よくよく見れば、女生徒の後ろの中年男性が、なにやら不審な振る舞いをしている。

  　中年男は、バスが混こみあっているのをいいことに、女生徒に背後からぴたりと寄り添っている。いくらなんでも、その距離は近すぎるような。

  （さっきのカップルのように登校時間を利用して仲むつまじくじゃれている……のではないですよね。だって、このふたり、到底恋人同士には見えないし。だとしたら痴ち漢かんということだろうけど、それにしては、女生徒の表情はあまりにも気持ちよさげというか……）

  　もしも本当に痴漢だったら、助けなくてはいけないけれど、もしも痴漢でなかったら。

  　そう思うと、注意することに気が引けてしまう。

  　そう、まだ痴漢と決まったわけではない。まずは痴漢かどうかを見み極きわめるのが先だと、ぽんはじっと目をこらしてじっと観察する。
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  　中年男の顔はまったくのポーカーフェイスだ。

  　これでぐへへ、とかぐふふ、とかわかりやすい顔つきでいてくれたら、即座に痴ち漢かん認定できるのに、と思うがそんなわかりやすい痴漢がいるはずもない。思い直して、さらに観察を続ける。

  　男の左手には通勤鞄かばん。右手は、というと、ここからではよく把握できない。ぽんは床に置いた鞄の中をさぐるフリをしてしゃがみ込んだ。

  　目線を低くすると、乗客たちの脛すねと脛の間から、中年男性がねっとりとした手つきで、女生徒の臀でん部ぶを撫なで上げている様が見て取れた。

  （やっぱり痴漢……でも、痴漢と確認できたのはいいけど、どうしよう。助けてあげたいのはやまやまだけど、怖い）

  　先ほどまでは無表情に見えていた中年男も、こうして見直してみると、まるで蛇へびが小動物を楽しみながら嬲なぶり殺すかのような目つきに見える。

  　ぽんは周りに誰だれひとりとして知り合いがいないことを心細く思いながら、ぎゅっと唇くちびるを噛かみ締める。

  　助けるべきか、それとも、見て見ないフリをすべきか。

  　無論、痴漢が卑ひ劣れつな行為だということは、ぽんも承知している。

  　けれど、自分が痴漢にあったとして、このような混こみあったバスの中で助けられたいかというと、それはまた別の話。

  　もしもなけなしの勇気を振り絞って「痴漢、ダメ、ゼッタイ」と注意したとして、女生徒に恥をかかせてしまうことにならないか。

  　なぜなら、今まさに、見知らぬ男性にエッチなことをされていた、ということをこの場に居合わせた人たちに知られてしまうことになるわけで。

  （もしもわたしがその立場だったら……きっと、恥ずかしさに舌を噛み切ってしまいたくなるに違いないし）

  　ひとりの少女が今目の前で辱はずかしめを受けているというのに、そんな理由で二の足を踏んでしまう自分を情けなく思いながら、誰か代わりに女生徒をうまく助け出してはくれないかと、きょろきょろと辺りを見回したその時。

  　ひとりの少女が、触れれば斬きれるような鋭い視線を中年男へと向けていた。

  　少女は泰たい然ぜんと背せ筋すじを伸ばし、すっくと仁王立ちしている。

  　制服のタイと同じ色のリボンに耳の下でふたつに結ゆった濡ぬれ羽ば色いろの黒髪が、白い首元とうなじにさらりとかかり、九くの宮みや学園の制服に包まれた豊かな胸の膨ふくらみは、痴漢への怒りを押さえ込むように上下している。

  （わたしの他ほかにも気がついているコがいる……しかも、なんだか頼りになりそう）

  　しかも、ぽんと比べれば、いかにも俊敏そうな痩そう軀くのその身体からだはもとより、凛りんとしたその立ち姿は武芸の修練者のようにも見える。聡明ながらもいかにも勝ち気そうな切れ長の目は、不正を見逃すことなどないように透すき通っていた。

  「許すまじ!!」

  　少女は痴ち漢かんを蔑さげすみの視線で一いち瞥べつして囁ささやいたかと思うと、ひらりと身を翻ひるがえし、バスの前方に向かって駆けた。

  （ナイス!　痴漢退治……って、ええっ!?　そっちは痴漢とは逆方向）

  　混雑しているバスの中を、少女は軽やかに駆け抜けると、あっという間に運転席の後ろへとたどり着いた。

  　なるほど、運転手に助けを求めるのかとようやく事の次第を納得したぽんだったが、あっけなくその予測は裏切られた。

  　少女が手を振り上げた次の瞬間、運転手の後頭部が手刀で一突きされた。

  （なぜ!?）

  　もろに脳のう髄ずいに一撃を受けた運転手は、いとも簡単に気を失いがくりと首を折った。

  　コントロールを失ったバスは、そのまま右手の反対車線へと突っ込んで行く。

  （え、えええ～！！！！　や、やばっ……このままじゃぶつかっちゃうっ）

  　しかし、少女は平然とした様子でハンドルに手を伸ばしたかと思うと、左側に素早く切った。バスが大きく揺れ、驚いた乗客が悲鳴をあげる。

  （こ、これはいったいどういうこと?）

  　あっけに取られているぽんの眼前で、少女は運転席から失神中の運転手を引き摺ずり下ろし、自みずからの身を素早く代わりに滑り込ませた。

  「みんな、ちゃんと掴つかまっていて頂ちよう戴だいっ」

  　少女の声が響き渡ると同時に、バスが今度は右に傾く。

  　ぽんは慌あわてて手近なところにある手すりにしがみつくと、遠心力に持っていかれないよう、握る手に力を込める。

  　バスは蛇行運転を繰り返しながらも、そのスピードが弱まる様子はない。

  （い、いったいなにがどうしてこんなことに……あの人、いったい……きゃああああっ）

  　進路が大きく反対車線に膨ふくらんで、左曲がりのカーブに差し掛かる。対向車にぶつかる寸前で、バスはぐいと車体を傾かせながらかろうじて曲がり切った。

  「きゃあっ」

  　車内に阿あ鼻び叫きよう喚かんじみた絶叫がこだまする。

  　身体が宙に浮いたかと思うと、手すりを掴つかんでいる腕にぐっと体重がかかった。

  　飛ばされないように必死にしがみついていると、今度は逆方向に車体が大きく揺れた。バスの窓が目前に迫り来るのを見て、思わず手すりを握り締めていた手を離す。

  　でんぐり返しをするかのようにくるりと回転すると、お尻しりから落下する。

  「痛たたたたたたっ」

  　お尻の頬ほっぺたがじんじんと痛む。慌あわてて身体からだを起こそうとした瞬間、バスがまた大きく揺れる。支えを失ったぽんは、バスの床の上を転がって行く。さらに急ブレーキ!　ぽんは転がりながら前へ。そして後ろへ。

  　パンツ丸出しでパチンコ玉のように左右の壁にぶつかりながら、行ったりきたりの繰り返しだ。

  　いつの間に擦すり剥むいたのか、膝ひざ小僧からは血が滲にじんでいる。

  （誰だれか止めてください～!!）

  　必死に手を伸ばしてもがくが、宙を掴つかむばかりで、手ごたえのあるものは見当たらない。

  （た、助けてっ）

  　その時、指先に、なにか布切れのようなものが当たった。慌てて掴む。

  「あっ、こら、掴むな」

  　頭上から男性の声が降ってきた。どうやら男性のズボンの裾すそらしい。これでなんとか持ちこたえられるかもと思ったのもつかの間。

  「きゃあっ、さっきの痴ち漢かん!」

  　必死に足を踏ん張っているのは女生徒に痴漢らしき行為を行っていた中年男だった。

  「こら、離せっ。この小娘っ」

  　バスがまた大きく揺れたかと思うと、車体がほぼ横倒しの状態にまで傾いた。

  　遠心力だか重力だかわからないが、ものすごい力で身体が引っ張られる。

  　滑り落ちないよう、ぽんはズボンの裾を掴む手に力を入れる。どうしよう、よりによってさっきの痴漢に掴まっちゃってる!　と、その掴んだズボンが急に軽くなった。

  「うわぁああああっ」

  　ズボンがぽんの体重＋重力に耐えきれずにすっぽぬけたのだ。

  　脱げたズボンを片手に、落下というほうが近い状態でバスの床を滑って行くぽんに続いて、バランスを崩した中年男も続く。

  「うぐわああああっ」

  　思春期の乙女にあるまじき獣けものじみた叫び声をあげながら、壁に激突して止まると、どさりと人間の塊かたまりがぶつかってきた。ぷんと饐すえたような加齢臭が鼻をつく。

  「こ、こないでぇえええ、離れてぇえええ、いやあああああああっ」

  　ぽんの必死の叫びもむなしく、ぽんと痴漢は、団子状にごろごろと床を転がったあげく、出入り口のドアにしたたかにぶつかって止まった。瞬間、揺れが収まる。この隙すきになんとか体勢を立て直そうと、手を伸ばすと、なにか硬いものに指先が触れた。

  　よし、こんなところに手すりが──。布に覆われていて少し指先がめり込む……、硬質な素材ではないが、硬度はある手ごたえ。手の平にちょうどぴったりのサイズなので掴つかんで身体からだを支えるのにぴったりだ。

  　未いまだかつて味わったことのない感触に、おっかなびっくりしながらも、握り締める手に力を入れて起き上がる。

  　はぁあ。危なかった。でも、と思いながら突起を見ると、なんとそれは逆さまに倒れた痴ち漢かんのトランクスに包まれた股こ間かんからにょきりと突き立っていて……。

  「きょわわわわわっ!　触っちゃった!　触っちゃった!　触っちゃったっ!」

  　慌あわてて手を離す。バランスを崩してその場に座り込むと、お尻しりにぷにん、となにか柔らかい感触を覚える。なにこれ。

  　恐る恐る視線を向けると、ぽんのお尻の下には顔が。

  「うぐっ……顔に……前が見えない」

  「いやぁああああっ」

  　ぽんの股またの下には痴漢の顔。そして目の前には痴漢の股間。アクロバティックに卑ひ猥わいな組体操が完成した瞬間だった。

  「あっち行って～～!!」

  　ぽんは突き飛ばすように痴漢から離れようとする。

  　ほとんど同時にバスが急ブレーキを掛けた。手すりに掴まる乗客の間を縫ぬって、ふたりは慣性の法則で前方に転がっていく。

  　そのまま前方にある料金箱に激突するかと思われたその寸前、ぽんの身体が柔らかいなにかに抱だき止められる。そして次の瞬間、ぷしゅーという間抜けな音とともに、足元から生暖かい風が吹き込んできた。

  （ド、ドアが開いた!?）

  「うおおおおおっ」

  　抱き止める者のいなかった痴漢は呻うめき声をあげながら、まるで吸い込まれるかのようにドアの外へと消えていく。

  「痴漢消去、完了!!」

  　黒髪の美少女の叫び声が響き、あっけに取られてぽかんと口を開あけたままのぽんの眼前で、再びドアが閉まる。

  　ふと顔を上げると、そこには先程痴漢にあっていたスタイルのいいお嬢様の笑顔。抱き止められなければ、外に落ちていたに違いない。

  　あのおじさん、どうなったんだろう?

  　痴漢の消えて行ったドアを見ながら、ぶるりと背せ筋すじを震ふるわせると、警告なしに再びドアが開いた。

  「忘れ物だよー」

  　るりと名乗っていた背の低い携帯盗撮少女が、ドタバタの騒ぎで脱げてしまった痴ち漢かんのズボンをドアから放ほうり投げていた。

  　ぽんは、バタバタと風を受け、飛んで行くズボンを見送りながら小声で呟つぶやいた。

  　……めちゃくちゃですやん。

  

  　どうしても信じられない。

  　そう、きっと夢に違いない。というか夢であって欲しい。

  　裸のおにいちゃんとかバスジャックとか痴漢とか、まだ入学式さえ始まっていないというのに、中学三年ぶんの思い出を一瞬にして吹き飛ばすほどの濃厚な新生活の始まり。

  （さっきのはきっと夢。昨日緊張してあんまり眠れなかったものだから、ちょこっとバスの中でうとうとして悪夢を見ただけ。そう、白昼夢ですっ!）

  　そう言い聞かせつつも、膝ひざには先ほど擦すり剥むいた傷から血が滲にじんでいる。

  （ということはやっぱり、さっきのは現実……）

  　あの痴漢、どうなったのでしょうか。ひょっとして最悪は……。

  　鼻をかんだ後のティッシュをつい開いて確認してみたくなるような衝動や、腐ったものを発見した時に思わず息を吸い込んでしまいたくなる的な欲望が、ぽんを襲おそった。

  （こういうことに首を突っ込むと、ロクなことにならないとわかってるんですが、それでも我慢できない性分なんですよね……きっとわたし、この怖いもの見たさの性質のせいで、いつかひどい目に遭あう気がします）

  　学園前のバス停で降車すると、車体の後ろに回り込んでみた。

  　しゃがみ込んでバスのタイヤを確認する。血けつ痕こんなどはついていないようだ。車体に返り血的なものも付着してはいない。

  「……ううむ」

  　とりあえずは良かったというべきか。

  　バスの下を覗のぞき込みながらひと安心していると、後ろから話しかけられた。

  「血、どこにもついてないね」

  　振り返ると、先ほどバスの中で見かけた携帯少女、るりである。

  「ひょっとして、血とか内臓とか肉とか骨とか好きなタイプ?」

  「えっ?　いやいやいや、あんまりそういうのでは」

  　ぽんの話は聞く様子もなく、るりはつまらなさげな仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、ローファーのつま先でばすんとバスを蹴け飛とばす。

  「なにしてるの、るり、行くわよ」

  　軽快な足取りで出入り口から先ほどの黒髪の美少女が降り立った。痴漢にあっていたグラマラスな女生徒も続く。

  　るりは、先ほどの仏ぶつ頂ちよう面づらはどこへやら、思わず抱だき締めたくなるような愛らしい笑えみを浮かべると、二人のもとへ小走りで駆け寄って行く。

  「ねぇ。藍あい斗とお姉様、さっきのおじさん、いったいなんだったの」

  「ああ、痴ち漢かんよ。ね、那な美み香か」

  「ええと、なんのことでしょうか」

  　同意を求められたグラマラスな女生徒・那美香は困ったように首を傾かしげた。

  　そのわずかな動作だけで、ぷるんと胸が揺れて、シャツのボタンがはち切れそうだ。

  「なんのこともなにも、さっきバスの中で、中年男性に、お尻しりを触られていたじゃない」

  「あら、てっきり下々のものがマッサージをしてくださっているのかと思っていたんですが」

  「見知らぬ男性からの許可なしマッサージは、痴漢っていうのよ」

  「でも、いい人でしたわ。これ、いただきましたの」

  　那美香が胸ポケットから棒のついたぺろぺろキャンディーを取り出した。

  「もう、そんなもので買収されて」

  「後はこちらのおバナナも。こちらは電車の中でいただいたものなんですが」

  　まるで他ひ人と事ごとのように鷹おう揚ような笑みを浮かべている那美香に、藍斗がうんざりしたかのように首をすくめている横で、るりはぶつぶつとひたすら呟つぶやいている。

  「車裂き、牛裂き、八つ裂き、股また裂さき、市中引き回し」

  （……やっぱり、おかしな人たち。これ以上、係かかわり合いにならないうちに、さっさとこの場を離れたほうがいいかも）

  　ぽんはなるべく音を立てないように立ち上がると、校門へと向かって歩き始める。

  「あ、ばいばい、黒パンツ!」

  　いったい、どうしてそれを……。振り返ると、藍斗と那美香に挟まれたるりが、まるで天使のような笑みを浮かべて手を振っていた。

  　その笑顔は同性であるぽんから見ても、あまりに可愛かわいく魅惑的だ。

  　思わず足を止めて、無意識に手を振り返す。すると、るりの顔からみるみる笑みが引いていったか。

  「る、るりさん、どうしたの?」

  「チャンス!」

  　驚おどろきのあまり動けないでいるぽんに向かって、真剣というにはあまりに狂気に満ちた眼まな差ざしで駆け寄ってくる。

  （あ……う……、やばい。うっかり笑顔に騙だまされてしまったけど、ヤバい人だったんだった）

  　慌あわてて逃げ出そうとするも、もう遅い。るりはものすごい勢いで、タックルするかのようにぽんの膝ひざに抱きつくと、傷口に唇くちびるを押し付けてちゅうちゅうと吸い込み始めた。

  「痛いの痛いの飛んでけー」

  「な……るりさん。あの、な、な、にゃにをおおおぉ」

  　恐れ慄おののくぽんに、るりは恍こう惚こつの表情を浮かべながらにじりより、膝ひざ小僧の擦すり傷に舌を這はわせる。

  「ち?　ひゃはあぁ。あうっ、くすぐった、ひぃんっ、だ、だめぇ。や、やめてくらさいー」

  「Ａ。これはＡ型の血。几き帳ちよう面めん、気配りの人。引っ込みがちな性格だけど、意地っ張りで勝ち気な一面もある。……そして発情」

  「ふあぁっ、そ、そんなぁ、なんで、あはうっ、こんなの、初っ、初めて、誰だれか十字架を!」

  　こそばゆさに身をよじりながらも、胸の中に芽め生ばえ始めた感覚に戸惑いを覚える。

  （……だって、同級生の女の子に膝を舐なめられてきもちいーだなんて、そんなのありえない）

  　しかし、なぜだか腰に力が入らず、膝はがくがくと震ふるえ今にも崩れ落ちる寸前だ。

  （な、んんっ。どうしちゃったの、わたし。人前でこんなことされて、いやなのに……）

  「怖がらなくても、大丈夫、舐められて気持ちいいのは普通のこと。だって、映画でも漫画でも血を吸われている人間はだいたい恍惚を覚える」

  「こ、こうこつ?」

  「そう、エクスタシー。さぁ、おイキなさい?」

  「い、い、い、い」

  　いや、違うから!

  　正気を取り戻したぽんは、るりの唇くちびるをもっと味わっていたいという欲望を振り切って助けを求める。

  「そ、そこの保護者の方々っ、助けてくださいっ」

  　手をバタバタと動かして助けを求めると、那な美み香かが不思議そうに首を傾かしげながら、自分を指差す。ぽんが激しく頷うなずくと、困ったような笑えみを浮かべたまま、藍あい斗との肩を叩たたいてぽんのほうを指し示した。

  　ようやく、ぽんを襲おそっている凶事に気がついた藍斗が、やれやれといった様子で肩をすくめたかと思うと、つかつかと茶色のローファーの踵かかとを鳴らして近づいてきた。

  「こらっ、るり。知らない人の膝なんて舐めて、またお腹なか壊すわよ」

  　藍斗がるりの首根っこを掴つかんだかと思うとひょいと持ち上げた。

  「ごめんね。このコ、血を見ると、ちょっと興奮しちゃって」

  　血で興奮っていったい?

  　まったくもって理解できないでいるぽんの、血の滲にじんだ膝小僧を見て那美香が悲鳴をあげる。

  「大変!　お怪け我がされていらっしゃいますわ」

  　藍斗は、るりと地上へと下ろすと、ポケットからハンカチを取り出した。

  「はい、これよかったら。バスの中で転んだんでしょう。だったら責任の一端は私にあるわ」

  　隅っこに紺色の糸で、国こく分ぶ藍あい斗とと刺し繍しゆうされているピンクのチェック柄の可愛かわいいハンカチをぽんへと差し出す。

  「いえいえいえ、そんな。せっかくのハンカチが汚れてしまいますので」

  「いいの。拭ふいて頂ちよう戴だい」

  　ハンカチを差し出す藍斗に、るりがつま先立ちで背伸びして耳打ちする。

  「藍斗お姉様、この娘こ、匂においがする。ひょっとしてと思って舐なめたら確信した」

  「……匂い?」

  「そう、匂い。部室に来てもらうといい。きっとこの娘、藍斗お姉様の役に立つ」

  　藍斗は急に顔を強こわ張ばらせたかと思うと、ぽんを値踏みするかのような瞳ひとみで見回した。

  　ぞくり。

  「あの、本当にいいですから。あの、自分のハンカチがありますし。なんならティッシュも」

  　急に背筋に寒気を覚えたぽんは、慌あわてて二、三歩後ずさる。

  「……いいったらいいのよ。その代わりに放課後、セク研の部室に来て頂戴」

  　藍斗は強引にぽんの手にハンカチを握らせたかと思うと、さっと踵きびすを返して校門へと足早に去って行った。るりがぴょんぴょんと跳ねながら続き、最後に那な美み香かがぺろぺろキャンディーを舌でれろれろと舐め上げながら去って行った。

  （どう考えてもおかしな人たち……なんか、すごすぎるけど、どう考えてもおかしい!!　ヘンタイ?　とにかくなるべく関かかわるのはやめよう。それでないと、わたしのバラ色の未来が台無しになってしまう予感がします）

  　ため息をつきながら膝ひざに目をやると、るりの唾つばで濡ぬれ、てかてかと光っている。

  　入学式の前に保健室に行って消毒をしてもらったほうがよさそうだと思い、ぽんは慌てて地面に放ほうり出してあった鞄かばんを持ち上げる。

  　早くしないと、入学式に遅れてしまう。

  　例年よりも早い開花で、もう残り少ない桜の花びらが春の風に舞い散る中、ふわりとスカートを翻ひるがえして校門を抜けると、ぽんは今日から三年間、通うことになる聖九高校セクコーの校舎へと向かい、駆け出した。


  


   ２　保健室での恥ずかしい身体検査

  

  　とんとん。

  　まだ血の出ている膝ひざを押さえながら、保健室のドアをノックする。

  　中から「どうぞ」というけだるげな声が返ってきた。

  「失礼します」

  　ドアを開あけると、白衣姿の女性がいかにもだるそうに椅い子すに腰掛け、タバコを吸っている最中だった。

  　左手には表紙に『成長期の性』と書かれた本を持ち、退屈そうにぺらぺらとめくっている。消毒液の匂においに混じって煙とアルコールの匂いが鼻をつく。

  　年の頃ころは20代の半ばだろうか。ワンレングスの長髪を、無造作に耳の後ろ辺りで一本にまとめ、銀縁の眼鏡めがねをかけている。

  　眼光の鋭い目に小さめながら厚めの唇くちびる。美人といってもいい顔つきだが、ノーメイクな上に、目の下にうっすらクマが浮かんでいる。

  　テカテカとした光沢を持ったシルク地の深紅のシャツに黒いタイトミニスカートに剥むき出しの生足という、教師にしては若じやつ干かん挑発的な格好だが、「音おと崎さき美み波なみ」という名札のついた白衣を着ているということは、おそらくのこと養護教諭、いわゆる保健室の先生だろう。

  　それにしては、アンニュイな表情やセクシーな身体からだつき、そして少し、というよりははだけすぎた胸元から覗のぞくぷよよんとした谷間と超ミニのスカートがアダルトな雰囲気だ。

  　ぽんは少しドキドキしながら（だってなんだか怖い!）、勇気を出して話しかけた。

  「あの、怪け我がをしてしまったのですが」

  「だから?」

  　本から顔をあげた音崎教諭は、いらついた口調で言った。それでいて、まるで菩ぼ薩さつのような笑えみを浮かべているのだから、機嫌がいいのか悪いのかまったくもって量はかりづらい。

  「あの、消毒を」

  「わたしは今、猛烈に二日酔いだ。だから無理だな、おとなしく諦あきらめろ」

  「でも……あの、保健室の先生ですよね」

  「そうだが」

  　音崎教諭はぴくりと片かた眉まゆを動かして言う。

  「それならば、あの、せめてお薬とか……」

  　おずおずと切り出すと、音崎教諭は諦あきらめたようにため息をついて、顎あごを上げる。

  「どこ?」

  「あ、膝ひざです」

  「見せてみなさい」

  　ぽんは黙ってスカートをめくり上げると、膝小僧を差し出した。

  「……いまどき膝下丈?」

  「ええ」

  「なんで?」

  「校則に書いてあったので」

  「ふむ。変わり者か」

  「フツーです」

  「変わり者は皆、自分を普通と言う」

  　むしろ変わっているのはこの音おと崎さき教諭だと思うのだけど。

  　しかし、どちらが変わっているかを言い争っても仕方がない。

  　ぽんが無言で膝小僧を前に突き出すと、音崎教諭はピンセットで抓つまんだ脱だつ脂し綿めんを茶色い瓶の中へと突っ込んだ。そしてたっぷりと水分を含ませた後、膝にちょんちょんと当て……、

  　！！！！！！！！！！

  「痛ぁああああああああああああっ」

  　真っ赤に熱したコテでも押し付けられたかのような激痛が走った。

  　目からちかちかと火花が飛ぶほどの灼しやく熱ねつの痛みに、ぽんは思わず椅い子すから転がり落ちると、スカートの裾すそが乱れるのも気にせず、床をごろごろと転がり悶もだえ苦しむ。

  「せ、先生……これ、なんのお薬ですか」

  　音崎教諭は、悶もん絶ぜつするぽんを見てにやりと笑って言った。

  「家畜用医薬品の血止め薬」

  「な、なんでそんなものを」

  「思春期の若者など発情した動物と同じだから」

  　──むちゃくちゃにも程があります。

  「さて次は化か膿のう止めを」

  「それも家畜……動物用ですか?」

  　音崎先生が先程から変わらぬ笑えみを顔に張り付かせたまま、こくりと頷うなずく。

  「あの、人間用のお薬は」

  「ない」

  「そんなバカな」

  「否いな。あるにはあるけれども、有料だ。しかも、高いぞ。なんせわたしは人呼んで聖九高校セクコーのブラックジャックだからな」

  　それって闇やみ医者ということでは。

  　朝の三人組といい、この音おと崎さき教諭といい、この学校、大丈夫なのだろうか。

  「さぁ、膝ひざをもう一度出して。化か膿のう止めを塗ぬってやる」

  「いえ、あの、もう結構です。なんだか急に痛くなくなったみたいですから。音崎先生の素晴らしい治療のおかげで完治させていただいたようで……」

  　とにかく長居は無用。早いところの退散が吉とばかりに慌あわてて一礼すると、さっさと立ち上がった。すると、ズキリと傷が痛む。

  「はぅ」

  　と反射的に声が漏もれてしまう。

  （絶対におかしい。だって治療前より痛いんだけど）

  　しかし音崎教諭は、もう興味をなくしたのか、手元の赤いバインダーを手に取って、中に綴とじられた書類をぺらぺらとめくり始めた。

  　バインダーの表紙には黒いマジックで、『聖セ九ク研活動日誌』という文字が書かれている。

  「セク……研?」

  　思わず呟つぶやくと、音崎教諭はかすかに顔をあげ、ぽんの顔をじっと見つめたかと思うと再びバインダーに綴じられた書類へと目を落とした。

  （朝の人たちも言っていたけど、セク研っていったい?　……あの人たち、ちょっとヤバそうだったし、ハンカチを返しに行くのに、少しくらい事前情報が欲しいような）

  　どう切り出そうかと悩んでいると、

  「くくく」

  　音崎教諭が書類を見つめたまま、辛抱ならないとばかりに肩を震ふるわせて抑えた笑い声を漏もらす。

  　保健室に入室してこのかた、始終薄笑いを崩さなかった音崎教諭が笑い声をあげるだなんて。どうにも我慢できずについ、音崎教諭に問いただす。

  「あの、先生に質問です」

  「先生は、言うことを聞かない生徒からの質問を聞く耳は持たない」

  　音崎教諭は穏やかなアルカイックスマイルを顔面にキープしたまま、ばさりと切り捨てる。

  「言うことを聞かないって」

  「化膿止め」

  「ああ……」

  　先ほどの焼け付くような痛みが蘇よみがえってくる。

  （セク研とやらの情報は欲しいけれど、あの痛みは正直いって、もう勘弁かも）

  「それでしたら結構です」

  　研究と名がつくからには、部活動かなにかなのだろうし、誰だれか他ほかの人に聞けばいい問題だろうと思い、あっさりと引き下がると、音おと崎さき教諭はかすかに憮ぶ然ぜんとした表情で顔を上げた。

  「気持ちが悪いから、言いかけたことは最後まで言いなさい」

  　天邪鬼あまのじやくとはこのことだ。

  （でも、たぶんこの人には逆らわないほうがいいかもです）

  　ぽんは本能に従したがって言われた通りにする。

  「では教えて欲しいです。セク研っていったい」

  「セク研?」

  　眠そうに半分ほど閉じられていた目が、かっと見開かれ、菩ぼ薩さつの顔が一瞬のうちに夜や叉しやのように変化した。

  「入部希望?　この身の程知らずが」

  「ひいっ!　いえ。呼ばれているだけなんです。部室に」

  　音崎教諭はぽんを無遠慮な視線で舐なめるように見回すと、思いついたように手を打った。

  「まぁいい。それならば、だ。とりあえず、服を脱ぎなさい。身体検査をする」

  「はい?　測定ではなく検査ですか?」

  「そうだ」

  「なぜ?」

  「わたしがすると言ったらする。教師の言うことは絶対だ。わたしの一存でキミなど、停学にも退学にもできるのだからな」

  　保健室の先生にそんな権力があるのかと疑問に思いながらも、心のどこかでひょっとしてという気もする。だってこの先生、妙に迫力あるし。

  「ほら、さっさと脱ぐ。脱がないとこの麻ま酔すいで……」

  　音崎教諭は、傍かたわらの引き出しからまるで馬用かと見み紛まごうような巨大な注射器を取り出すと、ぽんへと見せつける。ううむ。ぽんは悩んだあげくにボレロのボタンを外してスカートを脱ぎ捨てると、ブラウス一枚になった。

  「ほら、早く」

  　ぽんはしぶしぶと胸元のリボンに手を掛けるとしゅるしゅると音を立てて解ほどく。

  　ブラウスのボタンをひとつひとつ外してゆき、最後のひとつに手を掛けた時、ふと視線を感じて顔をあげると、音崎教諭にじっと凝視されていた。

  「あの、見られていると脱ぎづらいんですけれども」

  「気にするな」

  「気にします」

  （そんなふうにじっと見られると、相手が女の人といえども、ドキドキしてしまうではないですか）

  　くるりと身体からだの向きを変え、音崎教諭に背中を向けると、ヒリヒリと焼け付くような視線を感じながらブラウスを脱ぐ。

  　いくら保健室といえども、パンティーとブラにニーハイソックスという格好はあまりに心もとなく、脱いだブラウスで前を隠しながら向き直る。

  「脱ぎましたけど」

  「ブラウスが邪じや魔まだ。どけなさい」

  「……」

  「ほらっ、早くっ」

  「ひ……いぃんッ」

  　怖いっ。音おと崎さき教諭の怒号に、ぽんはびくんと身体からだを震ふるわせると泣きそうになりながらブラウスをどける。淡い桃色のコットンのブラジャーと、不釣合いな黒い紐ひもパンが露あらわになった。

  「慎つつましい胸だな」

  「気にしていることを言わないでください」

  「それになんだ、そのパンティーは。パンティーだけリキを入れてどうする?」

  「違います。ぐすっ。これは偶然というか……、事故なんですぅ」

  　ぽんは脚をもじもじと戸惑ったように擦こすり合わせると涙混じりで言う。

  「泣くんじゃない。先生は……泣かれたりすると、興奮してしまうじゃないか」

  「ひっ!」

  　ぽんが二、三歩後ずさりをすると、音崎教諭はにやりと笑う。

  「そう怖がるな。冗談だ。先生にそういう趣味はない」

  （ぜんぜん……冗談に聞こえない……怖い……）

  「それで、先生、あの、なにをどうして身体検査を」

  「うむ。もういい」

  「は?」

  「セク研に声を掛けられたというから、どんな恐ろしいポテンシャルを秘めた生徒なのかと思ったが……。わたしの思い過ごしか。さぁ、服を着なさい。入学式に遅れてしまうだろう」

  　ちょうど見計らったように、予鈴のチャイムが鳴り響いた。

  「はぁ……それでは」

  （セク研っていう言葉を出しただけで、身体検査されるっていったい、どういうことなんでしょう。やっぱりあの人たちには、絶対に関かかわるのはよそう。そう、怖いもの見たさとかそういうのは封印で!）

  　再度決意を固め、痛む膝ひざをかばいながら立ち上がると、さっさと制服を身に着ける。

  　放課後、セク研の部室に行くのいやだなぁと思いながら、ぺこりとお辞じ儀ぎをして、足を踏み出すと、音崎教諭は先ほどの巨大な注射器を取り出してにやりと笑う。

  「顔が青いが、風邪か?　注射をキメてったらどうだ」

  　そんなぶっといの刺されたら死んじゃいますって。

  「いえ。まったくなんでもありません。いたって気分爽そう快かい、無む病びよう息そく災さい、大丈夫です」

  　いざという時のために、最低限の医薬品は自分で用意しておくことを心に誓いながら、保健室から退散すると、人ひと気けのない廊下を足早に講堂へと向かった。

  

  　歴史と伝統の感じられる白亜の講堂のロビーには、赤い絨じゆう毯たんが敷きつめられ、シャンデリアが眩まばゆい輝きを放っている。

  　入学式に出席するために、クラスメイトたちとともに、講堂ロビーに出席番号順に並んでいるぽんは、圧倒されていた。

  　ある者はきちんとメイクをして、ある者は、まるで美容室に行きたてのような整った髪の毛をしている。またある者は、入学式だというのに、胸のリボンと第一ボタンを外して細い金色のチェーンを覗のぞかせているし、ボレロを身に着けずにニット姿の者までもがいる。

  （バスの三人組といい、音おと崎さき先生といい、朝からおかしな人たちばかりで、気がつかなかったけれど、落ち着いて見回すと、なんていうか、内部生の人たちってすごいオトナっぽい……）

  　だいたいのところ、この聖せい・九くの宮みや学園は、もともとは中高一貫の方針であり、高校からの入学枠はほんのわずかだ。

  　従したがって、内部生と呼ばれる中学からのエスカレーター組がクラスの９割以上を占めている。彼女たちは中学から一緒であるために、すでにグループ化している上に、いかにもお嬢様然としていて、なんとなく気き後おくれしてしまう。

  　その内部生たちに交じり、なんとなく居心地悪そうながらも超難関と呼ばれる高校入試を突破した自信に満ち溢あふれているのが、おそらくはぽんと同じように、高校から入学した生徒たち。

  　厳しい受験を勝ち抜いてきただけあり、皆賢そうな顔つきをしている。しかも、外部生は外部生で、進学塾や予備校の難関コースで顔見知っている同士も多いらしく、久しぶり、などと挨あい拶さつを交わし合っていたりもする。

  　友達、できるかなぁ。

  　内部生は華やかすぎるし、外部生は頭が良さそうすぎる。

  　どちらともつかないぽんは周りを見回してため息をつく。すると、ぽんと同じようにひとりぽつんと孤立している女生徒を発見した。

  （あ、あのコ。同じクラスだったんだ）

  　るりだった。

  　ひとり離れた場所で、解体寸前のクマのぬいぐるみを抱えて携帯電話を弄いじっているるりは、異色の存在感を放っている。見み目め麗うるわしい内部生たちの中でも抜群に飛びぬけた愛らしさとともに、朝は気がつかなかったものの、孤高の存在感を伴ともなっている。

  　おそらくは内部生なのだろうが、中学から一緒に進級したはずのクラスメイトたちもなぜか敬遠しているようで、遠巻きに囲んでひそひそと話している様は、なにやら噂うわさされているようである。

  （確かに血とか、お兄ちゃん盗撮とか、かなり変わり者っぽいしね）

  　そんなことを考えていると、背中をつんつんとつつかれた。

  　振り返ると、ふたつに分けたおさげに赤ぶちの眼鏡めがねをかけた、いかにも文系といった雰囲気の小さい女のコが立っていた。鼻のまわりのソバカスに愛あい嬌きようがある。その隣には、背の高いショートカットの快活そうな女生徒が控えている。こちらはどこからどう見ても体育会系。

  　ずいぶんと凸でこ凹ぼこコンビだと思っていると、眼鏡の女子がにこりと笑って言った。

  「どうも、外部受験組の方ですよね。わたし、永なが井い由ゆ香かです。内部生です。よろしくお願いいたします」

  「ボクはさちえ。内うち田ださちえ。同じく内部出身だよ」

  　そのショートカットの生徒も続く。

  「ええと、中なか山やま素もとです。みんなぽんって呼びますけど」

  「ぽんちゃん。可愛かわいいあだ名ですね。ねぇ、ぽんちゃんって、外部受験組ですよね。なのに、ガリ勉っぽくない雰囲気ですね」

  「仲良くなれそうだねって由香と話してたんだ」

  「あはは、そうですか」

  　よかった。ふたりとも、フツーっぽいし、友達になれそう。

  　いかにも気のよさそうなふたりの登場に安心していると、由香は右手、さちえは左手に自みずからの腕を絡ませてきた。

  　初対面なのに、ずいぶんと人懐こい人たちだ。振り払う理由もないので、曖あい昧まいな笑えみを浮かべてそのままにしていると、由香が顔を覗のぞき込むようにして首を傾かしげた。

  「ねぇねぇ、ところでぽんちゃんって今朝、セク研の方たちとバスが一緒だったって本当ですか」

  「ええ。まぁ。一緒でしたけど」

  「セク研の方たちのご活躍を真近で見てたってことだよね。羨うらやましい!」

  　さちえが腕を掴つかむ手にぐっと力を入れる。スポーティーな外見通りにやはり力が強い。

  「……ご活躍?」

  　あれは活躍というよりは狼ろう藉ぜきの一種ではないかと訝いぶかしむぽんの傍かたわらで、由香がうっとりと目を細めて言う。

  「なんでもバスジャックに気絶させられた運転手の代わりに、藍あい斗と先輩が運転してことなきを得たと聞きました」

  「そうそう、それで、那な美み香か先輩がとっさの判断で囮おとりになってバスジャック犯を捕獲したらしいじゃん」

  （ええと、わたしの記憶が正しければ、藍あい斗とさんとやらは運転手を腕力で気絶させたあげくに、むちゃくちゃな運転で痴ち漢かんをバスから振り落として、那な美み香か先輩とやらは、最後まで痴漢を痴漢だと気がつかなかったような）

  　どこでどう曲解されたのか、現実の出来事とは、ずいぶんと違う話となっているようだ。

  　どう説明したらいいものかと戸惑っていると、ふたりは声を合わせて合唱した。

  「さすがはセク研!　憧あこがれるぅうううう!!」

  　憧れる?　あのおかしな人たちに?　だいたい、セク研とやらはいったいなにをする集団だというのか。

  「あの、セク研って……いったいなんなのでしょうか」

  　首を傾かしげるぽんに、由ゆ香かが熱に浮かされたような表情を浮かべて言う。

  「あ、なるほど……ぽんちゃんは外部受験組なので、ご存じないのですね。セク研というのは、正式名称を聖せい・九くの宮みや学園高校理念研究部、この学園の伝統ある部活のひとつで、容姿・知性・家柄に加えて、その人格にいたっても、この学園内でも選びに選ばれた淑しゆく女じよしか入れない全生徒憧れの的の部活なのです。

  　部長を務める藍斗先輩は、日本を代表するノーベル賞学者の国こく分ぶ智とも樹きさんのお嬢様。ご本人も、知能指数が２００超の超天才。特に物理学と生物学に精通していて、さらには、人体解かい剖ぼう学から免疫学、神経解剖学。脳科学から経絡、秘ひ孔こうやツボにいたるまで、人体についてはどれも博士号取得レベルの知識をお持ちだとか。本当は飛び級で、もう大学への編入を認められていらっしゃって、日本の名門各校を始めとして海外はハーバードやイェールにスタンフォードからも、ぜひ入学してくれないかとスカウトが殺到しているところ、藍斗さんご本人たっての希望で、この九宮学園にご在籍なさっているのよ」

  　畳み掛けるようにさちえが続ける。

  「那美香先輩は、鉄道、金融、保険、建築、造船、鉱業といった事業を手がける、日本を代表する〝友愛コンツェルン〟のご令嬢。お父様方は戦前の三大財閥のひとつ、友愛財閥の総帥で、お母様は華族出身の華麗なる一族。幼い頃ころから誘ゆう拐かいにあった数は10回をくだらないというハードコアお嬢様!!」

  「この聖セ九ク高コ校ーの二大マドンナに加えて、今年度の入部者は、あのるり姫らしいの。聖セ九ク中学チユーのるり姫と言えば、お母様は昭和のスーパーアイドル猫ねこ山やまるみ、お父様はカンヌでグランプリを取った、あの有名映画監督・宮みや家け正しよう二じ。セク研の部員としては、まったくもってふさわしいお人だから、ご入部なさるのはもっともなことです」

  「ボクたちも、高校になったら、なんとか憧れのセク研に入れたら……って思ってはいるけど、そんなことは夢のまた夢」

  　さなえがため息をつく。

  「でも、るり姫と同じクラスになれただけでも、身に余る光栄です」

  「授業中にこっそりるり姫を見つめ放題だもんね。イヒヒのヒ」

  「体育のブルマ姿はおろか、水泳の水着姿に着替えシーンまで……グフッ。ああ、なんて幸せな一年になるのでしょう。宮みや家けるりファンクラブの会長冥みよう利りにつきまくりです」

  （マドンナ?　ファンクラブ?　憧あこがれのセク研?　いったいなんのこと?）

  　朝のバスの中での出来事をどう思い返しても、なぜにそういうことになるのか、ぽんにはさっぱり理解ができない。

  「ところで、ぽんちゃん、バスジャック事件の後、セク研の方たちと個人的な話をしていたとか聞いたのですが」

  「ああ、まぁ、少しだけ」

  「どういったお話を?　ぜひ微びに入り細を穿うがち教えて!」

  「ええと……別にたいした話は。えっと、そう。部室に来るように言われたりとか」

  　由ゆ香かとさなえは、驚いたように顔を見合わせ、黙って頷うなずき合う。

  「あの……どうかしました?」

  　突とつ如じよ、ふたりは腕から離れたかと思うと、ぽんにくるりと背中を向けてひそひそ声で耳打ちし合っている。

  「そんなこと……まさか……ありえないです。だってセク研の部室はクローズドで、一般生徒はおろか、顧問以外は教師でさえも立ち入り禁止のはずです」

  「潜入を試みた女子生徒が消息を絶ったという七不思議も……」

  　さっきまでの朗ほがらかな雰囲気はどこへ行ったのか、声をひそめてこそこそと話し合っているふたりは不穏なムードだ。

  「あの、セク研の部室に誘われたといっても、借りたハンカチを返しに行くだけだから、もしよろしければ、放課後ご一緒に行きませんか」

  「ええっ、誘ってくださるの?」

  「ボクたちも一緒にって!?　恐れ多いよ!」

  「いいじゃないですか。わたし、まだ校内に不案内ですし」

  　さらにいえば、あのおかしな人たちの溜たまり場についてきてくれるのなら心強い。

  「そこまで言うなら、ぜひご一緒に……」

  「それはダメ」

  　背後から冷たい声が響くとともに、背筋にぞくりと悪お寒かんが走った。

  「あ」

  　由香とさちえは、驚いた顔つきで、目を大きく見開いて、あんぐりと口を開あけたまま絶句している。

  　いったいなに?

  　怖こわ々ごわと振り返ると、小さな顔の中、ぎらついた煌きらめきを放つ大きな瞳ひとみが目に入った。

  「部室にはひとりで来ないとダメ」

  　るりは有無を言わさぬ調子でぽんをじっと見据える。

  「……あ、うん、じゃあ、わたしたちは、ね」

  　由ゆ香かとさちえは顔を妙な具合に赤らめて、視線を泳がせながら、数歩後ずさる。

  「ええっ、いきなりどうしたんですか、おふたりとも、ちょっと待っ……」

  「じゃ、じゃあ中なか山やまさん、サヨナラ、サヨナラ、サヨナラ～ッ」

  　ぽんの制止を振り切って、ふたりは顔を見合わせながら、脱だつ兎とのごとく去って行った。

  　せっかく友達になれそうだったのに。呼び方もさっきまではぽんちゃんだったのに、突とつ如じよ、中山さん呼ばわりだ。

  （ふたりが突然離れて行ったのって、このコのせいだとしか思えないんだけど……なるべく関かかわらないようにしないと、このままじゃ友達もできないんじゃ……）

  　胸中、どうしたものかと悩んでいると、るりがぽんのボレロの裾すそをつんつんと引っ張った。

  「同じクラスだったんだね。黒パンツ」

  「ちょっ、そんな呼び方しないでください」

  

  　入学式の開始を伝える深く厚みのあるパイプオルガンの音色が鳴り響く。

  「新入生、入場」

  　号令に従したがい、クラスメイトとともに、彫刻の施ほどこされたウォールナッツ材のドアを抜けて、礼拝堂を兼ねた本講堂へと入場すると、二百名あまりの在校生たちの拍手で迎え入れられた。

  　講堂内は、古いながらも美しい内装で、意匠の凝らされたステンドグラス窓からは、色彩豊かな光が注ぎ込んでいる。

  　正面の主祭壇には、慈悲深い笑えみを浮かべた聖母マリアの像を囲むように真っ白い百ゆ合りの生花が飾られている。その前に一段低い形で設しつらえられた壇上にはキャソックと呼ばれる、足首まで隠れる黒い司祭服の上に、十字架がおでこの辺りに飾られた白い帽子という格好の学長が峻しゆん厳げんな態度で立っている。

  　フロアには、使い込まれて飴あめ色いろになった木製の長い机つくえと簡素な長なが椅い子すが並び、その前には、聖九高校セクコーの制服を身に着けた在校生たちが、一年の差とはここまであるのかというほど、貫かん禄ろくと風格を持ってずらりと並んでいる。

  　その在校生たちの中でも、一ひと際きわ目立っているのは、今朝のふたりの女生徒たちだ。

  　最前列で、気高くも凛りんと背せ筋すじを伸ばし、清すが々すがしい水みず芭ば蕉しようのような印象の藍あい斗と。そしてその隣で、麗うるわしい美び貌ぼうに加えてまるで大輪の薔ば薇らの花のように華やかな存在感をまとってにこやかな笑みを浮かべているのは那な美み香かだ。

  「うわぁ、那美香さんも藍斗さんも、さらにお美しくなられてますね」

  　祭壇の前に並んだところで、ぽんの斜め前に位置した永なが井い由ゆ香かが、また内うち田ださちえと囁ささやき合っている。つま先立ちで上級生の列を眺めながらうっとりと目を細めた。

  「これから毎日、おふたりと同じ学まなび舎やに通えるだなんて、本当に幸せだよ」

  　さちえが感嘆のため息をつく。

  「こら、そこ、静せい粛しゆくになさい」

  　先生の叱しつ責せきが飛んできた。由香とさちえは慌あわてて口を噤つぐむ。

  　シスターの格好をした副学長が、開式を告げるとともに、再びパイプオルガンの音が響いた。

  　講堂は、制服の上に、お揃そろいの白いスモックとベレー帽をかぶった聖歌部の先輩たちの澄み切った歌声と高音のハーモニーに包まれた。

  （うわぁあああ。すごい。中学校とはぜんぜん違う）

  　殺風景な体育館での式しか経験したことのないぽんは、荘そう厳ごんな雰囲気に圧倒されながらも陶とう酔すいに浸る。

  　聖歌部による讃美歌の次は、学長による告辞だった。

  　祭壇の前に立てられた壇上で、司祭の礼装に身を包んだ学長が生徒たちを見回し、新入生への祝辞および、九くの宮みや学園の歴史、さらには心がまえを話し始める。

  　学内にいる唯一の男性でもある猪いの原はら信しん之の助すけ学長によると、九宮学園の母体はイギリスのナインサイン修道会である。

  　終戦間もなくの１９４６年のこと、戦乱で荒廃した女子の心を救い、導くことを目的として、同会に所属する三人のシスターが来日を果たした。このシスターたちの尽力によりほどなくして、この神奈川県横浜の地に、聖せい・九くの宮みや学園が誕生することとなる。

  　もともと純潔教育に重きを置いていたナインサイン修道会は、聖・九宮学園設立の趣しゆ旨しにおいても、同教育を重要視することとなり、今日に至るという。

  　従したがって、九宮学園へと通う生徒は、自みずから純潔を意識し、清らかな品性を保つことに励むべき、ということらしい。今の時代にずいぶんとお固い話だ。10分程で学長は話を終え、続いて在校生の挨あい拶さつを行う総代の名前を読み上げる。

  「在校生代表、歓迎の辞。国こく分ぶ藍あい斗と」

  　ありえない、またあの人が……。とぽんが訝いぶかしんでいると、生徒たちのざわつきを切り裂さくように、透き通った声が鋭くも響き渡った。

  「はい」

  　会場が一気にしんと静まり返る。

  　生徒たち全員から注目を浴びながら、黒髪の美少女がゆっくりと階段を上がって行く。

  　凛り々りしさと清らかさの同居したその姿に、由香とさちえが声を合わせて呟つぶやいた。

  「さすが……ミス聖九高校セクコー。憧あこがれるぅう」


  


   ３　放課後のいけない実験

  

  「ぽんちゃん、部室行くよ」

  　入学式の後、クラスに戻ってホームルームが終わったところで、るりがぽんの席へ近寄ってきて言った。潮しおが引いたようにクラスが静せい寂じやくに包まれる。

  　中学では、誰だれとも親しくなることのなかったるりが、クラスメイトと話すのはよほどのことらしい。そのおかげで、皆の注目が一身に集まっているのを感じる。

  　なんだか目立っちゃってイヤだな。

  　そう思いながらも、傍かたわらに立たれている以上無視するわけにもいかずに返事を探す。

  「あ、うん……っていうか、わたしが行かなくても、るりさん代わりに返しておいてくれないかな」

  「あ、ありえないっ!　るり姫の申し出を断るだなんてっ」

  「か、神様の罰ばちが当たりますっ」

  　さなえと由ゆ香かの悲鳴に似た声が教室内に響き渡る。

  　大げさな。苦笑を浮かべて教室を見回すと、全員が息を潜ひそめてぽんとるりとの動向を見守っていた。

  （なにこの雰囲気……いったいどういうこと?）

  　しんと静まり返った教室内はぴりぴりとした空気に支配されている。静寂を切り裂さくように、るりの声が響き渡った。

  「無理。藍あい斗とお姉様が部室に来いって言ってたでしょ。それがすべて。命令は絶対」

  　クラス中の視線がぽんの返答をうかがっているようだし、由香＆さちえコンビなどは、るりが背中を向けているのをいいことに、まるでバラエティー番組のカンニングペーパーよろしく、スケッチブックに『ここはＯＫだろ!』と書かれた紙をぽんに向かってかざしている。

  　どう見ても、断れない雰囲気。

  　仕方ない。諦あきらめるよりほかはなさそうだ。

  　ぽんは大きくため息をつくと、しぶしぶ立ち上がる。由香とさちえがいいから早く行け、と手を振り回す様が目に入った。

  「はぁ……わかった。では行きましょうか」

  「うん、行こ?」

  　るりはぽんの腕に自分の腕をするりと絡ませる。戸惑っているぽんの肩の上に、甘えるように頭をもたせかけながら、上目遣いににこりと笑った。

  　確かに超絶可愛かわいいかもしれない。少しだけ由ゆ香かとさちえの気持ちがわかった気がした。

  

  　中庭には、春の陽気が満ち満ちていた。

  　油断すると、ついこくりと船を漕こいでしまいそうに気持ちのいい太陽の光のもと、草木は芽吹き、山やま吹ぶきや、蓮れん華げ草そう、ひなげしなどの花々も可か憐れんな花びらを見せびらかすように咲き誇っている。

  　るりは麗うららかな日差しに身を任せながら大きくひとつ欠伸あくびをすると、森の中へと足を踏み入れる。先ほどまでの陽気が嘘うそのように、ひんやりとした空気が肌を撫なで湿った土の匂においが鼻をくすぐる。

  「着いた」

  「……でかっ」

  　ぽんは目の前に堂々とそびえ建つ、石造りの洋館の全景を目にして思わず驚きの声をあげた。

  　なんといえばいいのだろうか。クラシカルな佇たたずまいの建物の外壁のほとんどは、深緑の蔦つたで覆おおわれ、きちんと手入れされた庭には、薔ば薇らの花が咲き乱れている。

  　凝った彫刻のなされた扉とびらを開くと、内部にもまるで外国を舞台にした映画のような空間が広がっていた。

  　入ってすぐの広々としたエントランスは吹き抜けになっていて、深い紅べに色いろの絨じゆう毯たんの敷きつめられた、緩やかな階段が二階へと続いている。

  「中に入って」

  　思わず見とれて呆ぼう然ぜんとなり、入り口に突っ立ったままのぽんをるりが急せかした。

  「あの、靴くつは?」

  「そのままで大丈夫」

  　言われるがまま、まるでおとぎの国にでも迷い込んだ気分で足を踏み入れる。

  　一歩足を進めるごとに、ふかりと沈み込む絨毯を踏みしめ、るりの後について奥へと進む。

  　階段の両りよう脇わきにそれぞれひとつずつあるドアのうち、右側のノブに手を掛けるとるりは躊ちゆう躇ちよなく押しまわす。

  　ドアの向こうには、まるで乙女おとめの妄想を具体化したような世界が広がっていた。

  　ふかふかとした絨毯に、小花が織り出されたカーテンにはレースがたっぷりとつけられている。白木のテーブルセットは猫足のアンティーク調で、いたるところに細かな彫刻が施ほどこされている。

  　そこに座っているのは、優雅なしぐさでティーカップを口へと運んでいるふたりの美少女。

  　部屋の奥には大理石でできた暖だん炉ろがあり、その前にはいかにも柔らかそうな革かわ張ばりのソファがある。

  「……すごぉおおい」

  　唯一不釣合いだとすれば、側面の壁に沿って置かれた巨大なテレビモニターと、テーブルの上のノートパソコンの存在だが、そんなものは気にならないほどの可愛かわいい部屋だ。

  　なんだか行きがかり上、怖かったり不気味だったり悲惨な目にあったりもしたけれど、こんなステキな部屋に招いてもらうことができたなら、結果オーライかも。

  　朝のバスではおかしな人たちと思ったけど、きっと気のせいに違いない。だってミス聖セ九ク高コ校ーに学内イチのお嬢様、それに学園のアイドルだもんね。うん、きっとそう。

  　まるで映画のワンシーンみたい。うっとりと乙女おとめ的世界に浸りながら、扉とびらを抜けて部屋の中へと進むと、甘酸っぱいジャムと、焼きたてのクッキーの匂においが鼻をくすぐる。柔らかな絨じゆう毯たんの、まるで雲の上を歩いているかのような感触に驚きと感動を覚える。

  「お姉様たち、ぽんちゃんを連れてきた」

  「ありがとう、るり。じゃあ、那な美み香か。やって頂ちよう戴だい」

  「はい、藍あい斗とさん」

  　那美香は椅い子すから立ち上がると、ぽんのほうへと向かってきた。

  「失礼しますわね。ぽんさん」

  　にこやかな笑えみを浮かべたまま、おもむろにぽんのスカートの裾すそに手を伸ばし、掴つかんだかと思うと勢いよくめくり上げた。

  「はにゃああああっ」

  　ぽんは反射的にスカートを押さえると、床へとしゃがみ込む。

  （や、やっぱりヤバい。こんなところに来なけりゃよかった。わたしのバカッ……バカぁあっ）

  「お静かになさい。騒いでもいいことはありませんよ。ほら、パンティーをお見せなさい」

  　藍斗は、凍りついた湖面のような冷ややかな視線をぽんのほうへと向ける。

  　まるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように、恐怖で動けないでいるぽんのスカートをもう一度めくり上げた。

  「ああ、なんていやらしい下着なのかしら。なにを期待して、こんな下着を穿はいてきたのか、ゆっくり教えて頂戴。大丈夫、時間はいくらでもあるし、ここなら、校舎と離れているから、声も洩もれないわ」

  （な、なにをされるんですか……）

  「さあ、じっくり見せるのよ。そのいやらしいパンティーを」

  

  　……こうして、「いれてくださいぃぃ」の絶叫とともに、セク研に期待の（!?）新入部員、中なか山やま素もとが誕生した。

  

  　まだ、恥ずかしさと胸を揉もまれた感触で、身体からだがジンジンしている。

  「いれてくださいぃぃ」

  　半なかば強制的に言わされた、乙女おとめにあるまじき屈くつ辱じよくワード。そして今も、入部届にサインをさせられたぽんの胸を、藍あい斗とは飽きることなく揉もみ続けている。

  「うーん。本当に揉みがいのある胸だわ。こう、なんていうのかしら。砂を噛かむようというか、壊れて音が出ない楽器を必死に演奏している気分というか。揉めば揉むほどむなしくなるナイスおっぱいよ」

  「いやっ……てそれ、最悪な例えじゃないですか。悪かったですね。どうせＡカップですからっ、あふっ、も、もう、なんで揉むですかっ」

  　ぽんは、半ばやけくそな気分で、すねて言う。

  　そんなぽんの胸を、嬉き々きとしてまさぐっている藍斗の横で、那な美み香かはなにやら熱心にスケッチブックに鉛筆を走らせ、るりはそれを見ながらもっとグロくだとか、もっとぐちゃぐちゃに、だとか呟つぶやいている。

  「さて」

  　藍斗は、ぽんの胸から手を離すと、喜き色しよく満まん面めんで皆に宣言する。

  「さあ、皆!　聞いて頂ちよう戴だい。るりは中等部から知っているからいいとして、記念すべき新入部員・ぽんを迎えて、記念すべき第一回となる部活を始めるわよっ!　では確認。あのね、ぽん。貴女あなたのバストは、Ａカップじゃないわ」

  「ええっ、ちょっと成長しましたか!?」

  　そういえばもう一年ほど身体測定をしていない。

  　一年前からしているブラジャーで、未いまだに不便していないことから、ずっとＡカップだと思っていたけれど、洗濯を繰り返しているうちにブラジャーが伸びて、この一年で成長を遂げたことに気がついていなかったのかもしれない。

  　期待に目を輝かせているぽんに、藍斗が驚きよう愕がくの事実を告げる。

  「Ａカップというのは、トップとアンダーバストの差が10センチはないといけないの。私の感触から想像するに、おそらくはぽんのバストの差は５センチ程度。カップでいうとＡＡＡトリプルエーカップね」

  「う、うそぉおお」

  「でもね、大丈夫。じきにＡカップくらいにはなるわ。私には秘策があるもの」

  「秘策ですか」

  「そうよ、私を誰だれだと思っているの?　日夜研究を重ねた結果、人体構造の熟知度ならば、この国の大学生はおろか、研究者を含めても、負ける気がしないわ。ぽん、貴女のおっぱい、私の手に委ゆだねてみなさい」

  　見れば、藍斗の制服を突き上げるバストの辺りはかなりの量感だ。隙すきを感じさせない凛りんとした雰囲気なのに、制服に包まれた身体からだの凹おう凸とつはどこか無防備にも見える。

  　この体型もその豊ほう胸きようマッサージとやらの賜たま物ものだとすれば、揉もまれ続けているのもいいかも。うっかりと魔（かどうかは知らないけれど）の手に落ちそうになっているぽんの耳元で、藍あい斗とはダメ押しを囁ささやく。

  「ねぇ、大きなおっぱいが欲しいんでしょう」

  　確かにぺったんこの胸はひそかにコンプレックスだ。できることならＡカップ……ワガママをいえばＣカップくらいには成長して欲しいと常々思っている。

  　ごくり。ぽんは息を飲み込むと頷うなずいた。

  「は、はい、欲しいです」

  「うふふ、素直な子は大好きよ。それでは教えてあげるわ。その秘策はずばり、女性ホルモンにあるの」

  「女性……ホルモンですか?」

  　なんだか、話が本格的になってきた。でも、部活を始めるにあたって、なんで胸を大きくすることが関係あるのだろうか?

  　ぽんは首を傾かしげるが、藍斗はたたみかけるように続ける。

  「あのね、こういう説があるの。動物のメスには、オスを欲情させること、いわゆる性行為に対するアピールが……」

  「おせっくすアピールですわね」

  　那な美み香かがまたもや直球な助け船を出す。この人の中では「お」をつければいいことになってるんだろうか。

  「そう。そのアピールが必要なの。どこでアピールするかというと、通常の哺ほ乳にゆう動物においてはお尻しり。そう、これよ」

  　藍斗は素早くぽんの首を抱き寄せた。前のめりの体勢になったぽんのソファから浮いたお尻の下に、手の平をもぐりこませる。

  「あうっ」

  　腿ももとお尻の頬ほっぺたの中間くらいを指先で擦こすり上げられ、思わず身体からだをびくっと震ふるわせる。

  　ふわぁっ、胸もいいけど、お尻もいい。気持ちいい。なにコレ。

  　しかし藍斗は胸ほどにはお尻への執着はないらしく、あっさりぽんから離れて熱弁を続ける。

  「けれども、問題は私たち、人間よ。人間は進化の過程で、二足歩行になったでしょう。そのために、お尻が見えにくくなってしまったの。けれども、『種の保存』の本能は、すべての生物のＤＮＡにプログラミングされている。これは私たち人間も同じ。

  　そうすると、この命題をクリアするために、人間のメスの身体の目立つ位置に新たなアピール箇所を設もうける必要が生まれたっているわけ。

  　そのお尻の代用にうってつけだったのが乳ち房ぶさ。いわゆるおっぱいね。山がふたつあれば、お尻しりに見えないこともないでしょう。結果、人類は乳房に対して性的魅力を感じるようになりました、と。大きな乳ち房ぶさを持つ女性がチヤホヤされるのも、大きいほうがよりお尻らしく見えるからだ、というのが動物学者として有名なデズモンド・モリスの説ね……それがなに、この胸部。

  　いったい山はどこにあるのかしら。まるで平野、むしろ盆地かもしれないわ。これじゃあ、アピールなんてできない。アピールできなければ、運命の相手なんて見つかるわけもなく、イコール、最高の初体験もできない……というわけで揉もむのよ。揉めば揉むほど女性ホルモンが活性化。そしておっぱいが大きくなる。

  　そうすれば、ぽんは、最高の初体験をすることができて、私の理論は証明される。これぞ、ＷＩＮＷＩＮの関係。さぁ、明日のためにワンツー、ワンツー」

  （セックスアピール?　最高の初体験?　理論?　いったいなにを言っているの、この人）

  　藍あい斗とはぽんの背後にまわり込むと、胸を掬すくい上げるように優しく揉みしだき始めた。

  「きゃあっ。あの、言っていることがぜんぜんわからないんですが……」

  「大丈夫。るりみたいに偏かたよった性せい癖へきでも、貴女あなたみたいにポテンシャルが低い女の子でも、私が何とかしてみせるわ!」

  「ちょっとそれって失礼な。それにわたし、彼氏くらいいますし」

  「あら、彼氏がいるの?　でもセク研に入ったからには、十八歳まで性行為は禁止よ!」
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  「あらいやですわ藍あい斗とさん。お彼氏様がいらっしゃるのなら、おせっくすは済ませていて当然ですわ。ねぇ、ぽんさん」

  「ええっ……えっと、それは……」

  　口ごもるぽんに藍斗がばさりと言ってのける。

  「まだよ。このコは処女」

  「……なんで知ってるんですか」

  「色気づいた下着＋目の潤うるみに、体温の上昇率から推測すれば、発情中ということはわかっている。るりの感じた分ぶん泌ぴつ液えきおよびバルトリン腺せん液えき、スキーン腺液、子宮頸けい管かん粘ねん液えきのミックスからなる分泌物の匂においは確かに膜のフィルターを通したものだった……ということは、ずばり言うと、処女で発情中。これぞ、私の求めていた被験者よ!」

  「被験者って……?」

  「あのね、ぽん。私はね、父の研究を手伝っているうちに気がついたの。人間の幸福というものは、脳が決定するの。脳内に分泌されるドーパミンやエンドルフィンの作用の結果よ。つまり、ドーパミンやエンドルフィンの脳内放出量を最適化することができれば、幸福に包まれて生きることができる。ではどうすればいいのか。適齢期経験度３σ±初体験幸運度の二乗の√νｅ×満足率Ｊ/ψ……詳細は割かつ愛あいするとして、物理学と生化学。このふたつを複合させて作り出した理論こそ、私の最大にして最高の発見なのよ。けれども問題がひとつ。理論はあっても、まだ実験による証明がされていないの。だからぽん、発情中かつ処女という格好の心身状態を持っている貴女あなたに、その被験者になってもらいたいのよ」

  「あの、言っていることがさっぱり理解できません」

  　藍斗は呆あきれたように肩をすくめてため息をついた。

  「簡単に言うと、十八歳で最高の初体験をすれば、一生幸せに暮らせる、という公式よ」

  「あの……初体験とかって、なんでそんな話が出てくるんでしょうか。なぜに部活動に励むことと、初体験がどうのという話が同じ土俵に」

  「だって、セク研は、私の理論を証明するために、生殖行為について研究する部だもの」

  「つまり、おせっくすの研究ですわ」

  「セ、セックスの研究をする部?　淑しゆく女じよたちの純潔を守る部ではなく?」

  「貴女は、まだ、本当の学園の理念を理解してない。私たち三人は中等部のときから、一緒に最高の学園生活を送るために私たちが何をすべきか、いつも考えていたわ」

  　三人は目を合わせると、頷うなずき合う。那な美み香かがにっこり笑って言葉を継いだ。

  「藍斗さんは研究。そして、わたくしとるりさんが、一番興味あること……」

  　それってただのエロい活動ということじゃ……。だから、この二人も喜々として参加しているわけですか。

  「私は、二人に約束したの。那美香が持てあますこの素質、そしてるりの偏かたよった性せい癖へき。どんなベクトルの乙女おとめも、幸せになる方法を発見するってね!」

  「藍あい斗とお姉様かっこいい!」

  「しびれますわ」

  　ぱちぱちと拍手する那な美み香かとるり。藍斗がますます勢いづいて叫ぶ。

  「聖九高校セクコーの理念は、清く正しく美しく、女の幸せを追求すること!　それは、私の理論では十八歳で最高の初体験をすることに外ほかならない!　しかも名前もセク研!　この学園の理念研究部は、私たちにうってつけの部ってことなのよ!」

  　たぶんそれ、間違ってると思います。

  「……では、皆さんは十八歳になったら処女喪失を?」

  「ええ、そのつもりよ」

  「そうですわ」

  「その通り」

  　三人が口々に肯定する。やっぱりめちゃくちゃですやん。

  「ぽん。最高の初体験をするには必要なことがたくさんあるのよ。身体からだを作ることはもとより、初体験に向けてのメンタル調整、そして技術テクニツクの習得・向上。相手だって誰だれでもいいってわけじゃあないから、殿方を見る目を養わなくてはならないし、その身体も知らなくてはいけない。そういうわけで、ぽんには、びっちりセク研での部活動に励んでいただき、心技体すべてを鍛きたえてもらって、最高の初体験をしてもらいます!　忙しくなるわよ～」

  　……セックスの研究だなんて、どう考えても高校の部活動としてふさわしいとは思えない。しかも、その部に入部してしまっただなんて。

  （どうしよう。わたしの青春、こんなんじゃめちゃくちゃになっちゃう）

  　ああ、イエス・キリストおよびマリア様。貴方あなた様たちの教えに基づいてこの神聖なる学まなび舎やで、そんなことが行われていてもいいのでしょうか。

  　ぽんは、生まれて初めて神への祈りの言葉を唱えていた。

  　アーメン。


  


   セク研議事録①　４月５日

  

  藍あい斗と「だいたいのところ、勝負下着が黒というのは理論的に間違っているわ。赤に決まっているじゃない」

  ぽん「ええっ……確かに赤も刺激的な気がしますが」

  藍斗「赤というのはね、色彩心理学的にいうと、目につきやすい色で気分を高揚させ、食欲を刺激する色なの。生物学的にも、アドレナリンの分泌を刺激すると言われている。つまり勝負下着は相手を興奮させるという意味で赤がベストなのよ」

  るり「赤は血の色。血は興奮する」

  那な美み香か「わたくしは、メイドに白しか穿はかせてもらえませんの」

  ぽん「まぁ、那美香さんはどんなのを穿いていても相手に興奮されてしまうような気がしますけれど」

  藍斗「那美香、ちょっと参考までに見せて頂ちよう戴だい」

  ぽん「……藍斗先輩って人のパンティー見るの、趣味ですか」

  藍斗「な、なにを言ってるの?　私はあくまでも学術的な好奇心で……」

  那美香「わたくしなら気にしませんことよ、こんな感じですわ」

  ぽん「うきゃあっ!!　それはいわゆるＴバックというヤツでは。しかもあの、ちょっと透すけすぎ……」

  るり「本当だ。あんまりパンツの意味をなしてない」

  那美香「普通のおパンティーは透けていませんの?」

  ぽん「那美香さんのおうちのメイドさん、大丈夫でしょうか。あら、藍斗さん、どうしました?」

  藍斗「（赤面しながら）な、なんでもないわよ……ねぇ、ぽんもＴバックって穿いたことあるのかしら」

  ぽん「ないですけど」

  藍斗「……はい、これ」

  ぽん「な、なんですかっ」

  藍斗「あのね、股こ間かんにはリンパのツボが数多くあるのよ。それで、Ｔバックはこのツボを押すのに最適……」

  ぽん「きゃあ、スカートをめくらないでくださいって。やっぱり藍斗さんって人のパンティー見るの趣味……」

  那美香「あら、今日のぽんさんのパンティーは、なんだか庶民的ですわ」

  ぽん「パンティーに庶民もなにもないと思うんですが」

  那美香「いえ。あえてのコットンならわかるのですが、シルク調でシルクでないというのが庶民かと」

  ぽん「放っておいてください（涙）」

  藍斗「そんな庶民的なパンティーは脱いでさっさとＴバックに穿はき替えなさい」

  ぽん「いや─────っ」

  

  ぽん「（穿き替えたＴバックを皆に見られながら）あの、なんだかすうすうして心もとないというか。それに食い込んでちょっと気になるというか（お尻しりをもぞもぞ動かす）」

  那美香「慣れれば逆にその感触が気持ちよくなりますのよ」

  藍斗「こんなのも用意してみたんだけど」

  ぽん「これってなんですか。ブーメラン?」

  那美香「あら、Ｃストリングスですわね。別名Ｉバックですわ」

  藍斗「さぁ、ぽん、穿いてみるのよ」

  ぽん「だってこれ、横の紐ひもがないじゃないですか」

  那美香「大丈夫ですわ。ワイヤーが入っておりますから、ずり落ちませんことよ」

  ぽん「いや─────っ」

  

  ぽん「（穿き替えたＣストリングスを皆に見られながら）なんていうか、これ、挟んであるだけっていうか、あそこが隠れていればすべてパンツっていうくくりでいいのか、よくわからなくなってきたというか」

  藍斗「そうそう、こんなのもあるの」

  ぽん「布?」

  藍斗「日本の古式ゆかしい伝統下着、褌ふんどしよ」

  那美香「ステキですわね。日本の伝統を守ることは大切ですわ」

  藍斗「さぁ、挑戦するのよ」

  ぽん「ええ～!?　挑戦もなにも、締め方からしてさっぱりわかりません!」

  藍斗「大丈夫。調べてきたから。ほら、私が締めてあげるから、パンティーを脱ぎなさい」

  ぽん「い、いやですー」

  藍斗「そういえば、るりはさっきから妙に大人しいわね。どんなパンティーを穿いてるのよ。ちょっと見せてみなさいよ……って縦線?」

  るり「今日は29日。肉の日。だからむき出し」

  ぽん＆藍斗＆那美香「な、なまにく……」
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   第二話　才女の好奇心



  


   １　校内写生

  

  　先生からメールがちっとも返ってこないのだけれども。

  （はーあ。なんで先生、メールのお返事、くれないのかな。新学期が始まったばっかりで忙いそがしいのはわかるけど、この調子じゃ、初デートもいつになるものやらです）

  　ぽんはため息をつくと、机つくえにおでこをぺたりと付ける。

  （先生はわたしに会えなくて、さみしくないのかな。わたしは会いたくて会いたくてしかたがないのに）

  　うっすらと目め尻じりに涙まで浮かんできた。

  （ダメだ、このままじゃ泣いちゃいそう……）

  　ぽんは慌あわてて体を起こすと、鞄かばんの中に携帯電話を仕し舞まい込み、かわりにお弁当箱を取り出して教室を見まわす。

  （どこのグループにも未いまだ入れずだし、なんだか期待してた高校生活と違うなぁ）

  　クラス内はすっかりグループ化していて、仲のいい者同士が集まって机を並べてランチタイムを楽しんでいる。

  　ぽんは未いまだクラスの誰だれとも馴な染じめないまま──正しくいうと、ひとりを除のぞいて。しかも、そのひとりとも話はするが、馴染んでいるとは到とう底てい言えない状況だ──、ひとりでお弁当箱の包みを解くと、中に入っていたパックのコーヒー牛乳にストローを刺す。

  　すると、目の前に薄い影が差した。

  　来たな。

  　おずおずと顔をあげると予測通り童顔の美少女が、ひと欠片かけらの笑えみも浮かべずに立っていた。

  「ぽんちゃん、ご飯、一緒しよ?」

  「あ……うん」

  　頷うなずくと、クラス中の生徒たちの神経がぽんとるりに集中したのがわかる。

  （可愛かわいい子に好かれるのは嬉うれしいけど、正直、わたしまで一緒にクラスから浮いてしまうのはキツいなぁ。みんな、セク研の実状を知ったら憧あこがれだなんて口が裂さけても言えなくなるのに）

  　浮かない気持ちのぽんをよそに、るりはそこらの空あいている椅い子すをぽんの机の前に持ってくると、躊ちゆう躇ちよなく腰を下ろし、小さな弁当箱を机の上へと置いた。

  　自分から誘ってきたくせに、るりは食事を始めても、一言も言葉を発さない。ひたすらに携帯を弄いじっている。なにを見ているのか聞こうと思ったが、どうせまた衝撃映像だろうと思い、踏みとどまった。昼食時に食欲を失くすような画像は見たくない。

  　沈黙の中、お弁当を咀そ嚼しやくするしゃくしゃくという音だけがふたりの間に響く。

  （同じセク研部員同士、ということで、一緒にランチを取っているけど、るりさんといると友達ができないし。セク研を辞やめられたらいいんだけど、それも無理そうだし……いや、ひょっとして処女を喪失してしまえば、部員資格を失うのかな）

  　そうは言っても、簡単に失えるものではない。なにより相手が必要なものだし、ぽんの心の中で覚悟だってできていない。

  （……仕方ない、か。とりあえずわたしができることは、るりさんとなるべく馴な染じんで仲良くなることだけ、か）

  　ぽんは、なにか共通の話題はないかと考えた末、やはりあの話へと行き着く。セク研の話だ。共通の話題といえばそれしかないのだから仕方ない。

  「あの、藍あい斗と先輩や那な美み香か先輩とるりさんって古い付き合いなの?」

  「うん。幼おさな馴な染じみ」

  　また訪れる沈黙。今度はかちかちと携帯を打つ音だけがふたりの間に響く。

  （それにしても妙に静か。なにこの静せい寂じやく）

  　気がつけば、クラスはしんと静まり返り、ぽんとるりを遠巻きに囲み、ふたりの会話に聞き耳を立てている。

  （なんかやりにくいんだよなぁ。クラスの人たちも、興味あるならるりさんに直接話しかけてみればいいのに）

  　サンドイッチにかぶりつきながらそんなことを考えていると、るりの携帯から能天気な音が流れてきた。

  「あは。お兄ちゃんのメールだ♡」

  　るりの頬ほおがぽっと桜の花のように淡いピンク色に染まったかと思うと、急に膨ふくれっ面つらへと変わった。

  「つまんね」

  　るりはハンバーグの横に添えられたプチトマトにぐさりとフォークを突き刺し、ぷすぷすと穴を開あける。瞬またたく間に弁当箱の中が赤く染まっていく。

  「なんでお兄ちゃんは、るり以外の女のコにもはぁはぁするんだろ」

  　るりはぎりぎりと歯は軋ぎしりをすると携帯の液晶をぽんのほうへと差し出した。

  『なっちゃんのおっぱいはなにカップ?』

  「ぽんちゃん、これ、どう思う?」

  「どう思うって……ええと」

  「お兄ちゃん、なっちゃんになんでおっぱいの大きさなんて聞くの?」

  「……ええと、知りたいから?」

  「だからなんで知りたいかが知りたいの」

  「うんと……気があるから?」

  「やっぱり……ちっくしょう。殺してやりたいけどるりは死にたくない」

  「るりさん、言っていることがよくわからないんだけど?」

  「なっちゃんは架空の人物。あえて言えばるり自身」

  「ええと、つまりはなりすましているってことでいいのかな」

  　るりはこくりと頷うなずくと、哀れにもぐじゅぐじゅに潰つぶされたプチトマトを口へと入れて咀そ嚼しやくする。

  「お兄ちゃんがね、最近出会い系にハマってて。どんな会話をしてるか心配になって、試しに別人のフリしてメールを送ったらこの始末」

  　確かにぽんだって、義よし経つねが出会い系にハマっていると聞いたら少し心配だ。別人になりすましてお兄さんのことを騙だましていることは、褒ほめられたことではないけれど、少しはるりの気持ちもわからなくはない。

  「本当にるりちゃんはお兄さんのことが好きなんだね」

  「うん。だってるりの夢はお兄ちゃんをベッドに縛り付けて、×××のままちょっとずつちょっとずつ○○○することだもん♡」

  　……少しるりの気持ちがわかった気がしたのは、気のせいだったようだ。この発言が聞こえても、クラスのみんなはるりのファンでいられるのだろうか。

  　首をすくめてサンドイッチを頬ほお張ばるぽんに、るりが携帯を向けた。

  　カシャリ。

  　シャッターが切られた音が小さく鳴り響く。

  「なんでいきなり撮影?」

  「お兄ちゃんに送る」

  「……まさか、なっちゃんの画像として?」

  「ご名答」

  　るりが携帯に目を落としたままで言う。

  「ダメ!　そんなのダメッ!!」

  　慌あわてて立ち上がり、手を伸ばしてるりから携帯を奪い取ろうとする。

  「大丈夫。相手はお兄ちゃんだから」

  「ぜんぜん大丈夫じゃないですッ!　やめてくださいってばッ」

  「もう無理、送っちゃったから」

  　るりが『送信完了しました』というメッセージが表示された液晶画面をかざす。

  　ああっ……もう最悪。

  

  「御ご機き嫌げんよう」

  　放課後。部室のドアを開あけると、ミルク味のアイスキャンディーを舐なめながら那な美み香かがおっとりと微笑ほほえんだ。

  「るりさん、ぽんさん、御機嫌よう」

  　藍あい斗とはテーブルに置かれたパソコンの前でなにやら腕組みをして考え込んでいる。

  「ううん、どうしてもわからないわ。私としたことがどうしたものかしら」

  「どうしました、藍斗お姉様」

  　るりがぎゅっとクマのぬいぐるみを抱き締めて首を傾かしげた。

  「どうしても理解できないのよ。これがわからないと……やっぱり駄目だわ」

  「いいアイディアが浮かばない時は甘いものを食べるとよろしいらしいですわ。よろしければこちらをどうぞ」

  　那美香が差し出したアイスキャンディーに、藍斗はちらりと視線を向けると急に顔を赤くした。

  「藍斗先輩、なんか赤面してますけど」

  「してないわよ!　おかしなことを想像して赤面なんてしてないんだから……ごほん。あのね、みんな、聞いて頂ちよう戴だい。みんなはね、男の人の……アレ……ええと。アレを見たことがありまして?」

  「アレってなんですか」

  　ぽんが首を傾げると藍斗は顔を真っ赤にしながら口ごもる。

  「ええと、だから、陰いん茎けいよ」

  「いんけい?　ああ、それは、ちゅぱっ、ひょっとして、おペニスさまの、ちゅぼっ、ことでして?」

  　アイスキャンディーを口の中に入れたままで那美香が言う。一番その言葉を言ってはいけないシチュエーションだ。溶けたアイスが口のまわりにたらりと垂れている。

  「那美香さん、口の周りべとべとですよ」

  「あら、そうでした?」

  　那美香はなにを思ったのか、まるでキスでもするかのように目を閉じると顎あごを突き出した。

  「……それはいったいなんのアピールですか」

  「白い液体。どろどろ」

  　どう対応していいものやら迷いあぐねているぽんの隣で、るりがぶつぶつと呟つぶやきながら指先でそれを掬すくい取るとぺろりと舐め上げる。

  「アピール?　いえ、家ではいつもメイドが食べこぼしを拭ぬぐってくれるので」

  　唇くちびるをわずかに窄すぼめたまま那美香が首を傾げた。

  「それくらいご自分でできるようになったほうがいいですよ」

  　ぽんはポケットからティッシュを取り出すと数枚抜き取って那な美み香かへと差し出す。

  「ちょっとみんな、真剣に聞きなさいよ」

  　部員たちの脱線に藍あい斗とがイラついた声をあげる。

  「みんな。このセク研はなにをするところかしら」

  「お、男と女の……」

  「おせっくすの研究ですわ」

  　相変わらず直球の那美香に、藍斗が少し顔を赤らめる。じゃあ言わせなきゃいいのに。

  「その先にあるのは、女性としての幸せ。幸福の追求と言って欲しいわね」

  　本当ですかそれ。訝いぶかしげに見つめるぽんに、かまわず藍斗は続ける。

  「敵を知り、己おのれを知らば、百戦危うからず。自分たちの身体からだや男性に求められるための研究も重要だけど、男性そのものを私たちは知らなすぎると思うの」

  　まあ確かにそうだ。セク研のメンバーたちは、それぞれにだいぶ変わったところがあるモノの、基本的には（個性的すぎて）男性との経験はまったくなさそうな人たちだ。

  「最高の処女喪失のためには、究極の一本を持つ男性が必要だわ。でも……、なにをもって究極なのかがさっぱりわからないのよ。そして気がついたの。究極どころか、フツーもわからないことに。フツーもわからないで究極を知れる?　そんなの無理でしょう。だから、皆の知っているものの中から平均値を取って、フツーを確かめてみましょうということ。わかったわね。レッツ記憶スケッチよ」
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  「わたくしは、よくわかりませんが、紙なら持っていますわ」

  　那な美み香かが鞄かばんの中からスケッチブックを取り出して、ビリリと破りながら、全員に配る。

  「ぽんさんには、先ほどのティッシュのお礼で特別に二枚差し上げますわね」

  　そんなお礼とかちっとも嬉うれしくないのだけれど、と思っていると、それを見た藍あい斗とが言う。

  「じゃあ、ぽんは二種類書いて頂ちよう戴だい」

  　そんなに種類があるものなのか。さっぱりわからないままに鉛えん筆ぴつを走らせる。

  　どう考えても、藍斗が知りたいだけなのではないだろうか。

  　皆はどうしているのだろうと思い、横目で盗み見ると、那美香はさらさらと慣れた手つきで鉛筆を滑らせ、るりはるりで、鉛筆をぐいと握り締めて力強く書き殴っている。

  　ひとりだけ白紙で出すわけにもいかず、確かこんな感じだったかなぁと悩みながらも、なんとか苦労して描かき上げた。

  「さぁ。みんな描けたら見せて頂戴」

  　藍斗は皆の作品を回収すると最初の一枚を見て眉まゆをひそめた。

  「那美香さん、これ、肝心の部分がなぜに象なのかしら?」

  「以前、路上でコートを着た男性に話しかけられましたの。その時にコートの下の股こ間かん辺りにこのような下着を穿はいていたのが印象深くて、ついつい」

  「私が描けといったのはパンツじゃなくってその中身です。まったくもう……で、なにこれ、このぽんの絵は何かしら?」

  「ええと……昔、父親と弟と一緒にお風ふ呂ろに入った時に、見た……ような気がする記憶を辿たどって描いてみたんですけど」

  「ぽんは、記憶と言うより、描写力に問題があるようね。次、るり!　って、ひっ……ひょっとして……るり、貴女あなた、実物のアレ、見たことあるのかしら?」

  「その絵は、お兄ちゃんの部屋にあった漫画を参考に描いた」

  「絵?　絵なのね。なるほど……ということは、ある意味、現物じゃなくって一度、具象化されたものをトレースしたってわけね。確かに一番、実物に近い可能性があるけれども、これも１００パーセント信頼できるわけではない……これじゃあダメだわ。こんなこともあろうかと、次善の策は準備済みよ」

  　藍斗の瞳ひとみは期待で爛らん々らんと輝いている。

  　……いやな予感がします。

  「資料映像を入手するのよ!」

  　やっぱり、個人的な好奇心と欲求を満たそうとしているだけじゃんじゃないだろうか。

  　恥ずかしいことをさせられなければいいのだけれど。

  　ぽんはため息をついた。


  


   ２　禁断のビデオ鑑賞会

  

  　やっぱり恥ずかしいことをさせられているし。

  　自動ドアのガラスにぼんやりと映った自分の姿を認め、ぽんは泣きそうになった。しかし藍あい斗とは満足げな笑えみを浮かべ、明らかに様になっていないぽんを見てうんうんと頷うなずいている。

  「ぽんちゃん。どこからどう見てもそれならオトナに見えるわ。大丈夫。きっと問題なく買えると思う」

  「……オトナにも見えませんし、ＯＬさんが制服のまま、エッチなＤＶＤを買いに行くというシチュエーションが、まずもってありえないかと」

  　サックスブルーのタイトスカートに茶色とブルーのチェックのベスト、白いシャツの胸元には焦げ茶色のリボン。紺色のハイソックスに低めのパンプス、緩ゆるく巻いた髪の毛に、ナチュラルメイクという、一見するとどこかの内勤のＯＬのような格好だが、背も小さく体型も痩やせっぽちのぽんは、どこからどう見ても借り物のコスプレだ。

  　この格好で、エッチビデオを買いに行かなくてはならないなんて、実験うんぬんじゃなくって、絶対に藍斗の個人的な欲求によるものだとぽんは確信する。

  　そもそも大人っぽさから言えば、藍斗と那な美み香かが行くのが順当だと思うのだが、多数決の結果、満場一致で実行部隊に選ばれてしまったのも理不尽だし。

  「大丈夫ですわ。ぽんさん、自信を持って。わたくしが付き添いますから」

  　ぽんと上から下まで同じ格好をした那美香がぽんの肩を叩たたいて元気づける。

  　同じ格好といっても、スカートはお尻の下ギリギリの超ミニ丈で、シャツはボタンが閉まらないため、第三ボタンまで開あいている。ベストのボタンはかろうじて掛けられているものの、いかにも窮きゆう屈くつそう。

  　それでも、本来はひとりで店に入るはずだったのだが、那美香が自分も行くと立候補してくれたのは、ありがたい。

  「那美香さんは立派にオトナの人に見えますけど、わたしはどう見てもオトナには見えなくないですか」

  「大丈夫よ。きっと、こういう店は、共犯意識が働くから、他ほかの客のことを不躾ぶしつけにジロジロ見ないものよ。さぁ、いってらっしゃい」

  「さぁ、ぽんさん、行きましょう」

  　那美香は心持ち嬉うれしそうな様子でぽんの手を引くと、自動ドアの前に立った。

  （なんでまたこんなことに……げっ）

  　店に足を一歩踏み入れたぽんは、店内に貼はられた肌色とピンク色ばかりのポスターと、ジャングルのごとく両りよう脇わきに並べられた夥おびただしい数のエッチなＤＶＤに度ど肝ぎもを抜かれた。

  　ふわぁあ。すごい。

  　どこを見ても裸、裸のオンパレード。

  　なにを塗ぬっているのか、ぬめりとした光沢を持った褐色の肌の女性がモデルのようなカッコイイポーズで挑発的にこちらを見つめているジャケットもあれば、色白黒髪のまるで中学生にしか見えない女のコが、セーラー服の上衣をめくり上げて、おっぱいを晒さらしているもの、ナース服を身に着けた美女が診察台の上にくくりつけられ両足を大きく広げているものと、バラエティー豊かなジャケットがずらりだ。

  「うわぁ。ものすごい数のおエロＤＶＤですわねぇ」

  　那な美み香かもさすがに驚いた様子で辺りを物珍しげにきょろきょろと見回している。

  　なんかエッチって……こう、ベッドの上でああだこうだとするものだと思っていたのだけれど、それだけじゃないっていうか。

  　そこのジャケットの女の人は、木にしがみついた状態で後ろからスカートをめくり上げられているし、そっちのはお風ふ呂ろの中で泡だらけ、あっちは電車の中で複数の手に襲おそわれている。

  （オトナって……オトナってこんなにすごいえっちをしているものなのですか。そしてわたしも、オトナになったらこんなすごいことをしちゃうようになるんですか）

  　胸がどきんと波打った。たちまち顔が真っ赤に染まる。心臓がぎゅうと締め付けられるように苦しく、唇くちびるからかすかな吐息が漏もれる。

  　顔を赤くしながら、喜び勇んで物色している那美香の隣に立っていると、はぁはぁという荒い息を耳の後ろで感じた。

  「はぁうっ?」

  　驚いて振り返ると、二十代半ばから三十歳ぐらいの男性が息を荒らげて立っていた。

  　男性はチェックのシャツとジーンズの上に『モモイロ♡まんまんソフト』と書かれたこの店のエプロンを身に着けている。どうやら店員のようだ。

  　未成年ということがバレたかと思い、ぽんは身体からだを硬くするが、特になにも話しかけてくる様子はない。ただひたすら、ぽんの後ろに寄り添って、なぜか手に携帯電話を持ち、液晶とぽんとを見比べてはじっとりとした視線を絡めてくるのみである。

  （うわぁ。なんだか気持ち悪）

  　気がつけば店員だけではない。

  　男性客の多くはそわそわと落ち着かないそぶりで、気まずげに顔を逸そらしているものの、何人かは、ぽんと那美香をニヤニヤとした笑えみを浮かべて見つめている。

  「あの、那美香さん、もうなんでもいいから、さっさと買って出ましょうよ」

  「ええ?　でもせっかくですから、じっくり選びたいですわ」

  　那な美み香かは興味深げに棚のＤＶＤを手に取っては、じっくりと嘗なめ回すように確認している。

  「ええと、なになに、『だんじりファイター・フンドシラバーズ』に『すべての女性があなたより背が高い世界』。ふむふむ。いろんなＤＶＤがありますのね。ええと、『姉妹丼どんぶりの作り方、食べ方』。あら、どんなお料理なのかしら」

  「那美香さん、もう少し小さい声でお願いします……」

  「ええと……『わたしの彼は左向き』『部屋とＹ字開脚とわき毛』『踊る大捜査セックス』。あらあら、なんだか聞いたことがあるようなお名前ですわ」

  「お願いですから、セックスとか言わないでください……」

  　店内の男性たちの視線が痛い。

  「あの、那美香さん、早く決めて出ましょうよ」

  　おっとりとＤＶＤを手に取って眺めている那美香を急せかすも、根が生えたように棚の前から動く様子はない。店員は今にもぽんの髪に触れんばかりに距離でくんくんと鼻を鳴らしている。ぽんの腕に鳥肌が立った。

  （らわぁっ。キモチワルイ。でも……こんなＤＶＤを買いに来て、イヤらしい女の子だと思われてるんですよね。どうしよう……ああっ、鼻息があたる……もういやぁ。限界です）

  「那美香さん、ちょっと、こっち」

  「ええ、まだ見ているんですのよ」

  「お願いですから、ちょっとこっちへ」

  　ぽんは那美香の腕を強引に引っ張ると、奥の暖の簾れんで区切られたスペースへと連れていく。

  「ねぇ、那美香さん、なんか店員さんが気持ち悪いんです。お願いですから、早く決めて、出ちゃいましょうよ」

  　まくし立てるぽんに、那美香はぽーっとした顔で両りよう脇わきの棚を見回して言った。

  「あら、これはなんでしょうかね。ええと、オトナの玩具おもちゃ……これ、玩具だそうですが」

  「ダメです、オトナってことはたぶんわたしたちにはまだ早い代しろ物ものですっ。那美香さん、ここ、出ましょうっ」

  　ぽんは本能的に恐怖を感じながら、那美香の手を取ると、再びフロアへと戻る。

  　するとそこに待ち受けていたのは、先ほどの店員だった。ぽんの姿を見つめると、まるで蘇よみがえった死人のごとく、携帯を持った手を前に突き出してよろよろと近づいてくる。

  （な、なんなのこの店……超怖い）

  　泣きそうになっているぽんに、那美香が目をキラキラとさせて一本のＤＶＤソフトを差し出した。

  「わたくし、これに決めましたわ。これこそわたくしの求めていた一本ですわ」

  

  「どんな参考資料を手に入れてきたのか楽しみね」

  　藍あい斗とがリモコンを再生機に向けスイッチを押す。

  「選んだのはわたしじゃなくって那な美み香かさんですから」

  　大型液晶テレビのモニタに、いきなりどどんと現れたのは『成人指定』の文字。

  　続いて『女子校生淫いん語ご１００連発　～女の子にえっちぃこと言わせてみました～』というタイトルロールが入る。

  「わたくし淫語とはなんなのかは存じないのですが、そのＤＶＤを見た瞬間、なぜかビビビと身体からだの中に電気が走りましたの」

  （それは那美香さんがいつもやってることだからじゃないですか……）

  　あきれた顔のぽんの隣で那美香は珍しく興奮した様子で、頬ほおを上気させている。

  　タイトルロール後、現れたのはスクール水着姿の女性。

  　薄うす桃もも色いろの足の爪つま先から、きゅっと締まったふくらはぎ、そしてむっちりと肉の乗った太ももが続く。柔らかなカーブを描くお尻しりから腰、そしてウエストから豊かな胸の膨ふくらみまで、テカテカと光沢を持ったスクール水着に包まれているが、薄生地の上、ぴたりと張り付く伸縮素材の水着なのでヘソのへこみや乳首が浮き出している。茶色く染めたセミロングヘアに眉まゆの上で切りそろえられた前髪の下、吊つり目ぎみの瞳ひとみが勝ち気な光を放っている。

  『淫語と寸止めでたっぷり可愛かわいってあげるからね』

  　女性がカメラに向かって言うと、身体の上を舐なめるように移動していたカメラのフレームがぐいと引いて、黒いビキニパンツ姿の男の姿がインした。

  「さあ、ついに出るわよ!」

  「まだパンツを穿はいている」

  「まぁ。ムキムキですわ♡　男の方でも、あのように小さいおぱんつを穿くのですのね」

  「あの、藍斗先輩、やっぱりこれを部室で見るのはまずいんじゃ?」

  　盛り上がる三人の隣で、ぽんだけが心配で胸をハラハラとさせている。

  　純潔教育を掲げる九くの宮みや学園の校内で、あろうことかエッチなＤＶＤを校内で見ていただなんてバレたら、停学は間違いない。入学早々、いくらなんでもそんな処分は不名誉極きわまりない。

  　それでも、初めて観みるアダルトビデオは刺激的で、ついつい見入ってしまう。

  （きゃああああ。男の人、なんか色が黒っ……ああっ、女のコのおっぱいがポロンした!　うわぁ。柔らかそう。ええっ、舌を胸に伸ばして、どこをどうするの!?）

  『Ｍな男のコって大好きだよ。いっぱい舐めてあげる。ちゅっ、くぱっ、ちゅぱちゅっ、ぶちゅちゅうう、うわぁ、キミのここ、ムクムクってどんどん硬くなっていくね』

  　ぎゃああああ。なんかすごいこと言ってるんですけど。

  「これ……予想以上にすごい代しろ物ものね」

  　藍斗が言う。

  　先輩、めちゃくちゃ赤面してるんですけど。

  「乳首は粘ねん膜まく?　それとも皮ひ膚ふ?」

  「男性のお乳首も、お勃たちになりますのね」

  「ヤバいですって。今、もしも誰だれかが入ってきたら言い訳ができませんってば」

  　情けない声で三人を諌いさめながらも、視線は画面に釘くぎ付づけだ。

  （こんなに、女の人が積極的に攻めるモノなの?　えっ?　男の人が声出してる。なにコレ、わたしが、想像してた感じと、ぜんぜん違う）

  　すでにぽんは声をあげる余裕もない。ひたすら、パンツのもっこりとした膨ふくらみから目を離せないでいる。

  『エッチな〝ピー〟、どうなっちゃってるのか、あたしに見せて。こんな敏感なオ〝ピー〟、ナマで触ったら、どうなっちゃうのかな』

  （あわわわっ聞こえないけど、聞いてるだけで恥ずかしいんですけど。なんだか変な気分に……。あの時って、こんなにしゃべるものなの?）

  「ぽん、那な美み香か、るり、いよいよだわ。で、出るわよ!」

  　ああ、ついにご対面……。

  　ごくり。

  　唾つばを飲み込んだその時。

  　がちゃり。

  　ドアノブが捻ひねられる音が響いたかと思うと、外からドアが開あけられた。

  　おわっ!　誰だれか来ちゃったっ！！！

  　逆光のため、シルエットだけが浮き上がって誰だか確認できないが、セク研のメンバーがここに揃そろっている以上、外部の人間であることは間違いない。

  （……ああ、終わったのです……。せっかく入った聖九高校セクコーなのに、もう停学処分……もしもその理由が校内に知れたりしたら、三年間、エロ女扱い……）

  　目の前が真っ暗になり、体の力が抜けズルズルとその場にへたり込んでしまいそうになるのを、椅い子すに寄りかかりなんとか堪こらえていると、聞き覚えのある声が耳へと入ってきた。

  「可愛かわいい生徒たち、部活に励んでいるようだな」

  　声の主はドアを閉めると口から紫煙を吐き出した。

  　第二ボタンまで開かれた白いＹシャツに黒いタイトスカート。ぶかぶかの白衣に無造作にまとめられた黒い髪、白い顔に生える真っ赤な口紅の塗ぬられた唇くちびるが、咥くわえタバコのままでにやりと歪ゆがめられる。

  「ほうほう、女子高生が四人集まってアダルトビデオ鑑賞中とは、シスターたちが泣いて怒りそうな光景だな」

  「いや、音おと崎さき先生、これは違うんです!」

  「おや、イヤらしいパンツの新入生。そうか、セク研に入部することになったのか」

  　音おと崎さき教諭が目を細めた。藍あい斗とがテレビ画面を指差して胸を張る。

  「先生、今日の課題は究極の一本とはなにかの研究です。あの目的を達成するには、相手のアレも並み大抵のものではならないと思いまして」

  「くくくく。相変わらずユニークな着眼点だな。国こく分ぶ」

  「お褒ほめいただき光栄です」

  （なんで生徒がエッチなＤＶＤを見ているというのに、なんでこの先生、平然としてるわけ?）

  　ぽんの怪け訝げんな表情に気がついたのか、那な美み香かが耳打ちをする。

  「音崎先生は、セク研の顧問ですの」

  　なるほど……この部にしてこの顧問あり。

  「けれどもな、国分、お前はミスを犯している」

  　音崎教諭はリモコンを取り上げると、早送りボタンを押した。映像が倍速で流れる。

  　画面いっぱいに映っているのは全裸の男性。すでに素っ裸になった女性がその股こ間かんに顔を近づけている。

  （うわぁあああっ、そんな、そんなことを……）

  　驚きに戦慄おののいているぽん。すでに藍斗は真っ赤になって下を向いている。その横で那美香が残り少ないアイスキャンディーを舌先でぺろぺろと舐なめながら言う。

  「これはおふぇ……」

  「わー!　わー!　もーいいですから!」

  　危うくこちらも淫いん語ごプレイになりそうなところを必死でぽんが止める。

  　画面の中では女性がまさにそれを……。カメラが横に回り込む。

  　あわわ。ついにその全ぜん貌ぼうが明らかに……あれ?　なってない?

  「ほら、これを見るがいい。これが日本のアダルトビデオの限界だ」

  　ぼやぼやとしたものに覆おおわれている股間部分にどうしたものかとあっけに取られていると、音崎教諭が一時停止ボタンを押した。

  「この下にキミらの興味対象があるわけだけど、わかるか、国分」

  「わかりません」

  　先輩……見れてないし。

  「そう。モザイクがかかっているからな。通常、日本の正規ルートで販売されているアダルトビデオは、局部にモザイクがかけられている。そうしないと、刑法第１７５条によって罰せられる可能性があるからな。というわけで、残念だが、このビデオは教材にはならない。まぁ、見て楽しむくらいならいいかもしれないけどな。以上」

  　それを聞いた藍斗がはっと顔をあげる。音崎先生は、もう一度再生ボタンを押すと、さっと白衣を翻ひるがえし、ヒールの踵かかとをかつかつと鳴らしながら部屋を出て行ってしまった。

  「……ショックだわ。私としたことが、こんな初歩的なミスを犯すだなんて。くそぉ。憎きモザイクめ!」

  「大丈夫、藍あい斗とお姉様。落ち込むことない。るりはお兄ちゃんの喜んだ顔が見られたから本望」

  「お兄ちゃん?」

  「そう。さっきのビデオ屋にいたでしょ?　店員さん。あれがるりのお兄ちゃん」

  （ええっ、あの変質者っぽい店員さんがるりさんのお兄ちゃん……似ても似つかない）

  　舐なめるような視線を思い出すとまた二の腕に鳥肌が立ってしまった。

  「でも、このＤＶＤ、役に立ちますわよ」

  　那美香はアイスキャンディーの最後の塊かたまりをじゅっと吸い込むと、棒の表裏をじっと交互に見やりながら言う。

  「なんで役に立つのよ。モザイクなんて憎々しいものが入ってるせいで台無しだわ」

  「そんなことありませんわ。ほら、口で説明していますもの」

  　那美香がボリュームをあげた。

  『亀かめさんの頭みたいに張ってて、先っぽの小さなお口からちょこっと涎よだれが垂れちゃってるよ。うわぁ、ピクピクしてる』

  （亀!?　爬は虫ちゆう類るい?　ぴくぴく?　ああっ!）

  　想像すると、なぜだかじゅんと頭に血が上り、頬ほおがカァッと熱くなった。とろりとした熱い液体が鼻び腔くうから流れ落ちる。何事かと拭ぬぐうと手の甲が真っ赤に染まっている。

  「はわぁ、鼻血がぁあ」

  　慌あわててポケットを探り、ティッシュで押さえる。

  「大変ですわ!　ぽんちゃんが流血ですわぁ」

  「ぽんちゃん!　それ舐めたい、舐めまくりたい、舐めとりたい。舐めきりたい」

  　るりが目を血走らせて抱きついてきたかと思うと、ぺろぺろと鼻の下を舐めだした。

  「きゃああああっだ、だめえええっ、な、舐めちゃだめぇえええ」

  　慌てて顔を手で押さえ、るりの舌攻撃を防御するが、指の隙すき間まからぬるりと忍び入ってきて、鼻の孔の中へさえも入り込んで来る。

  「れろっ、むちゅっ、ちゅぱぁっ」

  「そんなところだめぇ、あっ、ひゃ、ひゃめぇえっ」

  　あんなエッチな映像を見せられたせいで、ちょっと敏感になってるのに、だめ、だめ、だめぇええ。

  　またもやこっちがエッチなＤＶＤ、みたいな攻防を繰り返していると、藍斗の鋭い声が割って入ってきた。

  「貴女あなたたち、ＡＶごっこはもう終わりになさい!　……今日は各自、持ち返って自宅でしていただく課題があります。提出は明日、わかったわね!」


  


   ３　布団の中での戯たわむれ

  

  「とはいうものの、どうしよう……」

  　ぽんはデジタルカメラを片手に、自室のベッドの上で途方に暮れていた。

  　シーツと布ふ団とんカバーはさくらんぼ柄。カーテンは薄ピンク色の無地。部屋全体がピンクでいかにも女の子らしくコーディネートされているが、小学生の時から使っている学習机が部屋のインテリアを台無しにしている。

  （アレといってもなぁ。どうやって撮とろう。直接、義よし経つねに頼んで……いや、さすがにそれは無理だよね。そうなると盗み撮り……しかないけど、でもどうやって）

  　ビデオでは形状を確認できなかったことが、相当に悔しかったらしい藍あい斗との出した課題。

  　それは「アレの写真を撮ってくること」だった。

  （なんでわたしがそんなことを……。高校に入って早々、変なことばかり……。研究なんて言って触られたり……、ビデオを見たり……）

  　初めてあのビデオを見るまで、女の人ってエッチをする時に、あんなにアクティブにいろいろ恥ずかしい言葉をしゃべったり、いろいろ男の人の身体からだを触ったりするとは知らなかった。

  　基本的には男の人がリードしてくれるものだと思っていたのだけれど。

  （わたしも、いつか、ああいうふうに自分から言ったりしたりするようになるのかな。できる気がしないけど……ちょこっと練習してみようかな）

  　さくらんぼ柄の敷布団の上、いつも一緒に寝ているタキシードを着た犬のぬいぐるみを抱きかかえると、ビデオの女の人がしていたように、唇くちびるをつけた。

  　ふわりとした感触が唇に当たって少しくすぐったい。

  （ええと、確か舌を出して男の人の唇をぺろぺろ舐なめていたよね）

  　舌先でチロッと舐め上げると少し毛羽立ってはいるものの、唇で触れるよりももっと柔らかさを感じられた。

  （ふわぁ。なんか舌先が気持ちいい……舌も気持ちよくなるんだ……。本当のキスもこんな感じなのかな）

  　柔らかな羽毛でそっと撫なでられるかのような未知の感覚に、胸がきゅんと高鳴った。

  　今度はもっと舌を長く出してぺろりと舐め上げてみる。うっとりするような心地よさに頭がふわふわとする。

  （後なにをしてたっけ……ああ、そうだ、舌でつんつんってしてたっけ）

  　ぽんは一度唇を離すと、ぬいぐるみのタキシードの胸に三つ並んだボタンをつんつんと舌先でつついた。

  （ほわ。今度は硬い……けど、これはこれでさっきよりも刺激が強いかも）

  　くるくると舌先で転がすように舐なめていると、なんだか自分がものすごくイヤらしいことをしているようで、おかしな気分になってきた。

  （はぁあっ。わたし、今、すごくエッチなことしてる。自分からいっぱい舌を伸ばしてペロペロして……それで口の中が気持ちよくなっちゃってるぅうっ。こ、こんなことしちゃ、だめだよね、でも、でも）

  　ぽんはいつの間にか荒くなった息をはぁはぁと漏もらしながら、夢中になってちゅぱちゅぱとボタンを舐める。透明な唾だ液えきが糸を引いて、シーツの上へと伝い落ちる。

  （どうしよう、なんだか胸がドックンドックンって脈打って、身体からだの芯しんがぎゅわんって熱くなってきちゃった）

  　締め付けられるように胸がきゅんと高鳴り、耐えきれずにぬいぐるみをぎゅっと抱きしめると、胸の先端がぬいぐるみに当たって身体がびくりと跳ねる。

  （ひゃああっ、なんか、あのビデオの女の人の気持ちが今、少しわかったかも。なんか、身体がカッカしていても立ってもいられない感じで、なにかが欲しくって、たまらないこの感じ……身体が勝手に動いちゃうよぅ）

  　ぐりぐりとぬいぐるみを胸に押し付けるたびに甘い痺しびれが身体中を駆け抜ける。

  （おヘソの下辺りがじゅっ、って熱くて。なんだかムズムズして。どうなっちゃってるんだろう、わたしの身体。はうっ、にゃ、にゃんかぁっ……出てきた?）

  　ぽんは身体の異変を感じ取ると、ぬいぐるみを口から離してベッドの上へと置いた。

  （にゃ、にゃんだろ、この感じ）

  　膝ひざ立ちになると、思い切って部屋着のショートパンツの中に手を入れる。

  「あ……れ?　なにコレ」

  　パンティー越しにその部分にそっと触れると、他ほかの部分に比べて熱く火ほ照てっていて、しかもなんだかじっとりと濡ぬれているような気さえもする。

  　えっ……や、やばい。これがもしかして……。

  （触って確かめてみようかな。いや、でもちょっとそれは怖いっていうか。そんなところ、自分で触っちゃ、ダメだよね。でもなんか痺しびれてるこの感じ。なんだろう……ちょっとだけだったら……確かめるだけだし）

  　思い切って指を伸ばしかけたぽんの耳に、母親の声が届いた。

  「義よし経つね!　お風ふ呂ろ沸わいたから、入っちゃいなさい」

  　ビクんッ。

  （わ、わたし、今、なにしようとしてた?　自分で……）

  　正気を取り戻したぽんはベッドの上で首をぶるぶると振る。

  　なんだかわかんないけど、そんなことしちゃダメ。

  　そう、お風ふ呂ろ。お風呂に入って気分転換しよう。義よし経つねよりも先に……ってお風呂?

  　ひょっとしてこれってチャンス?

  　そうだ。なにもモロを撮影することはないのだ。

  　湯船に浸つかっている姿を撮影して、これ以上撮とれなかったと言い訳をすれば、藍あい斗ととて、一応は納得してくれるだろう。

  　そう、やろうと試みたことが大切なわけで。

  　義経、悪い。姉を許せ。

  　ぽんは決意を固めるとこっそりと部屋を抜け出した。

  

  「へくちっ!」

  　もう一枚着てくればよかったかなぁ。

  　四月中旬とえども夜はまだ寒い。ふわふわした素材のレモンイエローパーカーに同布のショートパンツという部屋着姿で、ぽんは両腕を手で撫なで摩さすりながら、家の外壁にぴったりとくっつき、しゃがみ込んで、隠れていた。

  （問題は窓ガラスなんだよね）

  　ぽんは固く閉ざされた浴槽窓の曇くもりガラスを見てため息をついた。

  　夏ならば窓ガラスが開けられる可能性はあるが、この寒さではなかなかそれもなさそうだ。

  　うーん、どうしよう。ここまで来て手詰まりとは。

  　どうしたものかと唸うなっていると、ふと耳元で荒い息を感じた。

  「ひゃわっ」

  　やばっ。大きな声をあげるとここにいることがバレてしまう。

  　慌あわてて口を噤つぐんで振り返ると、口から舌をべろりと出して尻しつ尾ぽをぶんぶんと振っている愛犬の姿が目に入った。

  「……なんだ、ゴンタか。驚かせないでよ」

  　飼い主のぽんがいつもと違う行動を取っていることを不審に思ったのか、はたまた散歩にでも連れていってもらえるものと誤解したのか、あまり賢くない雑種犬は、はぁはぁと息を荒らげてぴとりとぽんに寄り添ってくる。

  （あ、ちょっと温かい）

  　ゴンタの体温をカイロ代わりにして温まろうとしがみつく。

  （はぁ。わたし、いったいなにしてるんだろう。高校に入ったらもっと、キラキラした毎日が待ってると思っていたのになぁ。部室でエッチビデオ見て、弟の裸を盗撮しようとしてるだなんて、まるでヘンタイみたい）

  「ねぇ、ゴンタ。セク研なんてあんな変な部活に、わたし、いてもいいのかなああ、寒っ」

  　ぶるぶると震ふるえながら、ゴンタ相手につい弱音を漏もらすと、ゴンタはべろりと長い舌でぽんの頬ほおを舐なめたかと思うと、突然、庭の中央に向かって駆け出す。

  「（こら、ゴンタ、どこ行くの。戻ってきなさいっ）」

  　口をパクパク言わせて無音の命令を送るぽんを気にする様子もなく、ゴンタは素早く振り返ると、身体からだの向きを変えて今度は助走をつけてこちらへダッシュで向かってくる。

  （な、なにするつもり、ゴンタ）

  　このままじゃぶつかる。そう思って身体を強こわ張ばらせたその時、ゴンタは両後ろ足で思い切り地面を蹴け飛とばして大きくジャンプした。

  　ドカッ。

  　ものすごい音を立てて、ゴンタは浴室の窓ガラスに体当たりをする。

  「（だめよ、ゴンタってば、なにするの）」

  　ぽんが小声で制止するのも聞かずに、ゴンタはボディアタックを繰り返す。三発目のアタックの後、窓ガラスががらりと音を立てて開かれ、中から義よし経つねが顔を出した。

  「あれ?　ゴンタ、お前、そんなところでなにしてるんだよ」

  「あおお──────ん」

  「ヘンな犬」

  　義経の顔が引っ込んで、窓がぴしゃりと閉められた。

  　ゴンタは、再び助走をつけて窓へとアタックする。

  「もう、なんだよ。なに、窓開あけとけって?　さみーっつーの」

  「あぉおおおおん」

  「はいはい、わかったよ。開けとくから」

  　義経は呆あきれたように言う。ガラス戸は開いたままだ。

  　ゴンタは得意げな表情でぽんを見る。

  （……ゴンタって実は超賢いかも）

  　ぽんは、音を立てないようにそっと立ち上がると浴室の中を覗のぞき込む。

  　義経は鼻歌を歌いながら、洗い場に置かれた椅い子すに腰掛けて髪を洗っている最中だった。

  　よし。今だ。

  　パシャリ。

  　デジタルカメラのシャッターを押した瞬間、フラッシュが光る。

  　ヤバっ。

  　ぽんは慌あわてて身体を翻ひるがえすと身を潜ひそめる。

  　一瞬の差で、義よし経つねが窓ガラスから顔を出す。訝いぶかしげな表情で辺りをきょろきょろと見回すが、首を傾かしげてすぐに顔を引っ込ませた。

  　危なかったぁ。

  　ぽんは心臓の動どう悸きを感じながら、深呼吸して息を整えると、デジタルカメラの液晶に、先ほど撮影した画像を表示させる。

  「はぅあああっこ、これは……」

  　そこにはばっちりと。

  「と、撮とれちゃいました……」

  

  「さー、みんな。課題はちゃんとこなせたかしら?」

  　セク研の面々を前に、藍あい斗とが満面の笑えみを浮かべている。

  （そんなにアソコを見れるのが嬉うれしいんだ……）

  　幸福の追求とやらのためにセックスの研究をしているのか。それとも、頭の中が基本桃色なのか怪しみつつも、ぽんはこっそりと家のプリンターでプリントアウトしてきた写真の入った封筒を手渡す。

  「まずは那な美み香かからね。あら、誰だれ、このおじさん、どっかで見たことがあるわね」

  「先日の朝のバスの中の痴ち漢かんさんですわ。こないだのことを不問にする代わりに、写真を撮らせてくれるよう、メイドに交渉してもらいましたの」

  「なるほど。でもなんでまた、象のパンティーなんて穿はいてるの。これじゃあ、ちっとも見えないじゃない」

  「それはわたくしの教育に悪いと、うちのメイドが勝手にやったのですわ」

  「あー、もう那美香んちのメイドさんって、過保護なんだかなんなんだか」

  　藍斗は忌いま々いましげに呟つぶやいたかと思うと、今度はるりに目を向けた。

  「るりはどうなの。ちゃんと撮れた?　……なにこれ」

  　藍斗がるりの携帯電話を見てうんざりとした表情を浮かべる。

  「お兄ちゃんの……を撮ろうとして朝、ベッドに忍び込んだんだけど。朝はまずいって、ガードされてこれしか無理だった」

  　見れば、うつぶせで必死にガードしているふうの男性の姿だ。よくよく見れば確かに昨日の店員である。トランクスを無理やりに下ろされたのか、お尻しりの谷間が半分ほど露出してしまっているのがまた物悲しい。

  　昨日の店内プチストーキングを思い出して気分が悪くなっていると、るりがぽんに向き直って言った。

  「ぽんちゃん、今度うちに遊びにきて。一緒にお兄ちゃんと遊ぼ?」

  「遠慮しときます……」

  　るりの家にはなにがあっても決して行くまいとぽんは決心する。

  「で、最後はぽんちゃんのね。まぁ期待はしてないけ……ほわうっ」

  　ぽんの撮影してきた義よし経つねの裸身を見て、藍斗が絶句した。

  「なんか撮とれちゃいました」

  　てへへと鼻の頭を掻かいているぽんの隣で、るりと那な美み香かとはあんぐりと口を開あけている。

  「これでは、象さんパンツの鼻の中に収納不可能ですわ」

  「るりもそう思う。これは凶器レベル。キングコブラ。この宿主は、ぽんちゃんにそっくりだけど」

  「弟です。中学三年なんだけど」

  「あら、ぽんさんって弟さんがいらっしゃいますの」

  「弟だろうが、なんだろうが、撮ってきたのはすごいわ。ぽん、天才よ!　盗撮の天才!　いよっ、このミス盗撮!」

  「いやぁ。それほどでも」

  　ぽんは照れ隠しにぽりぽりと頭を掻かきながら言う。

  「それほどのこと、あるわよ!　貴女あなたこそ、我がセク研に必要な人材だわ。やっぱり私の目にくるいはなかったってことね」

  「皆さんが嬉うれしそうですと、わたくしも嬉しいですわ」

  「ぽんちゃんが入部してくれてよかったね」

  「そんなに褒ほめられると照れちゃいますよ」

  （ってアレ?　なんだかわたし、すっかり馴な染じんでしまっていませんか）

  　なんだかんだと不安だった高校生活。こんなふうに友達ができて嬉しくもあります。毎日エロばっかりですけど。

  「でも、これ、バッチリではありますが、なんかちょっと違うような」

  「……そういえば。あのビデオもそうですけど、いざという時、男性のアレは形状を変えるはず、なんですよね」

  「そうだよ、だってお兄ちゃん、朝はそういう状態だからヤバいって、朝パンツ脱ぐの必死に抵抗してたんだもん」

  「そういえば、うちのメイドも、痴ち漢かんさんの写真を撮っているうちに鼻がぱおーん、という状態になって大変だったとか愚ぐ痴ちっておりましたわ」

  「……ぽんちゃん、やっぱり研究資料には、その状態の写真も必要だと思うの。というわけで、明日までの持ち帰りの課題は、タッチ状態のアレの撮影よ、よろしくね、ミス盗撮ちゃん」

  「そ、それは無理ですーっ」

  　やっぱりこんな生活はイヤなのです……。


  


   セク研議事録②　４月10日

  

  るり「これ。お兄ちゃんのところで見つけたＤＶＤ」

  ぽん「なんですか、これ、ええと……『カーメルンの潮しお吹き女』……」

  那な美み香か「潮……クジラですの?」

  るり「これがここ最近流は行やってるらしい。昔はあまり知られてなかったけど、最近はみんなできるんだって……藍あい斗とお姉様知らないの?」

  藍斗「知らないわけないでしょ!!　……ひょっとして、百匹目の猿理論ね」

  ぽん「百匹目の猿理論?　なんですか、それ」

  藍斗「シンクロニシティよ。宮崎県の幸こう島じまに棲せい息そくする猿を研究する学者がいたの。その学者はある時、たった一頭の猿だけが芋いもを海水で洗って食べていることを発見したのね。あー、頭のいい猿だなぁ。泥を洗って塩水で味つけるだなんて、って感心したのもつかの間、その猿を見ていた他ほかの猿が、二匹、三匹……十匹とどんどん増えていった。でも、これは同じコミュニティーに属していれば、まぁ、ありえることよね。見てマネできるわけだから。けれど不思議なのはこれから。百匹という限界値を超えた瞬間、世界中の猿が塩水で芋を洗って食べる、という行動をとり始めたというの。この逸話は、１９７９年にアイル・ワトソン博士によって書かれた『生命の潮流』で紹介されているんだけど、タネを明かせば作り話らしいの。でもね、ひょっとして、この潮……?　も、限界値を超えた瞬間に種としての基本能力になる、ということが証明されないとも限らないと思わない?」

  那美香＆るり「……（ぽんの腕を無言で掴つかむ）」

  ぽん「なにするんですか、那美香さん?　るりちゃん?」

  那美香「ぽんさんの勇気に拍手ですわ!」

  るり「新しい世界を開くといい」

  ぽん「イヤですーっ」

  音おと崎さき「お、今日も盛んだな」

  ぽん「ああっ、先生、みんなが暴走、暴走してるんですっ」

  音崎「暴走ならいつものことだろう。今日はまたなんの研究だ」

  藍斗「潮とはなにかを研究したいと」

  音崎「生徒たちよ。キミたちの好奇心はたまに恐ろしくなるな……」

  ぽん「音崎先生、もっと止めてください」

  藍斗「じゃあ、先生は潮がなんだか知ってるんですか?」

  音崎「先生を誰だれだと思っている。大人だぞ」

  藍斗「でも、私たちだってがんばれば、潮しおくらい……」

  音崎「じゃあ、これを見てもそう言えるか?　（ビデオを再生する）後悔するなよ!?」

  部員一同「ぎゃあ───!!」

  音崎「すまん、間違えた。これは先生所蔵の洋モノＳＭだった!　本当はこっち。『Ｇスナイパーのゴッドハンド』この男はもっとエグいぞ……」

  藍斗「（赤面して下を向く）先生、やっぱり、先生のライブラリーは私たちにはまだ早いかと……」

  音崎「ウブだのう……。このレベルでその反応じゃな。というわけで他ほかのテーマを考えなさい」



  [image: ]


  


   第三話　淑女のたしなみ



  


   １　肉体の鍛錬と快感

  

  　比較的得意科目であったはずの英語なのに、さっぱりわからなかった。

  　さすがはお嬢様学校でありながら、県内有数の進学校である。びっしりとカリキュラムが組まれ、その授業内容もかなり高度なものだ。

  　この調子じゃあ中間・期末テストが思いやられるな。

  　ぽんは落ち込みながらセク研の部室へと向かうべく、教科書を揃そろえて鞄かばんへとしまった。

  　各部活動において最初の一週間は体験入部期間となっているため、放課後になると新入生たちは、各おの々おの興味のある部活に参加し、どの部活動に入部するかを決めるシステムになっている。

  　しかしながら、セク研はクローズドな部活であり、一般入部は認められていない。

  　当然のごとく、体験入部も基本的に受け付けていないし、いったいどのような活動をしているのか部外の生徒たちは知らない、というまるで秘密結社のような部活である。

  　今年の入部者は二名。ひとりは、中等部上がりの美少女・るり。そしてもう一名は運命の悪いた戯ずらに弄もてあそばれ、なんの因果かザ・庶民のぽんが入部することとなった。

  　この椿ちん事じといってもいい抜ばつ擢てき入部のニュースは瞬またたく間に伝わり、ぽんは入学わずか一週間にして、クラスでは珍獣扱い。

  　大金を積んでの裏口入部だとか、催眠術だとか、いや実は魔法が使えて三人を術にかけて入部を認めさせただとかのトンデモな噂うわさまでもが校内を駆け巡っている。

  　けれども、ぽん自身は、そんなことにはさらさら気がついていない。

  　クラス内で、ちょこっと浮いてる気味なのは、美少女ながらも奇行の目立つるりに付きまとわれているせいだと思い込んでいる。

  「あのね、お兄ちゃんと、メル友のなっちゃんがこれから会うことになったの。るりはメル友に会えると思って期待に胸を膨ふくらませている気の毒なお兄ちゃんの姿を、遠くから見てニヤニヤしたい」

  「それはあんまり趣味がよくないと思うよ、るりちゃん」

  「るり以外の女のコに惹ひかれたりするお兄ちゃんが悪い。これは罰ばつ。だから部活に遅れる。ぽんちゃん先に行ってて」

  　どこで待ち合わせをしたのかはわからないが、一刻も早く兄のいる場所へと向かいたいようで、返事も聞かずに教室を飛び出して行ってしまった。

  「仕方ないな。ひとりで行くか」

  　あまり気乗りはしないが、きちんと顔を出さないとどこまでも追いかけてくる部員たちである。

  　実は、入部二日目にサボってこっそりと自宅へ帰ったところ、どうやって調べたのか、家の前に黒塗ぬりのロールスロイスが止めてあり、中から降りてきたダークスーツ姿の男たちに羽は交がい絞めにされて学校へと連れ戻されたのだった。

  （先週は、パンツの色柄における興奮の度合いとかで、Ｔバックやら褌ふんどしやらを穿はかされて心拍数を測られて、昨日は男性に襲おそわれたら回避するシミュレーションで、那な美み香かさんが「お口で○○して差し上げれば貞操だけは守れますわ」とか言うもんだから、バナナで練習するはめに……今日はどんな活動するんだろう）

  　浮かない気分で、教室を後にしようとするぽんを、永なが井い由ゆ香か＆内うち田ださちえコンビが呼び止めた。

  「ねぇねぇ、ぽんちゃん、藍あい斗と先輩って、チョコレートとか甘いものは好きかしら」

  「さぁ。食べてるところは見たことないけど」

  「困るんだよね。ちゃんとリサーチしてくれないと。セク研にいる存在価値がないじゃんか」

  「そうです。ぽんちゃんはわたしたち一般人とセク研の方々との仲立ちをする大切なメッセンジャーなんですから。いうならば、神とわたしたちとを繋つなぐ御使い、天使と同じ存在なのです」

  　天使って……そんな役割りを担った覚えはないんだけれど。

  「誰だれよ、裏社会を牛ぎゆう耳じるドンの落とし子で、那美香さんのところの財ざい閥ばつの弱みを握って無理やりに入部したとか噂うわさしてたの」

  「嘘うそぉ。藍斗さんが作ったメイド型アンドロイドだって聞いたけど」

  「結局ただのパシリかぁ」

  　いつもそばにいる、るりがいなくなったのをいいことに、遠巻きに眺めていたクラスメイトたちがわらわらと近寄ってきたかと思うと、ぽんを囲む。

  「あ、あの……ええと?」

  　セク研のメンバーほどには迫力がないといえども、やはり十数人の女子に囲まれると、ドギマギとまごついてしまう。

  「ねぇねぇ、藍斗先輩って、円周率を百万桁けた言えるってマジ?」

  「ＮＡＳＡからスカウトが来たとか」

  　とにかく、常人離れしてることは確かですけど。常識外れというか。

  「那美香さんちには、首相が変わるたびに挨あい拶さつに来るらしいけど、そんな話聞いたことある?」

  「道端でアラブの石油王に一目ぼれされてプロポーズされたのを、父上が自分の家よりも貧乏な家に嫁にやるわけにはいかないって断って国際問題に発展しそうになったとか」

  「おっぱいがＨカップだって聞いたけどマジ?」

  「ねぇ、セク研って、実際どのようなご活動をなさっているの?」

  　さすがにそれは言えません。えっちなビデオを見てるだなんて……。

  「あ、いや。わたしも入ったばかりでそんなに詳しいってじゃないんで。とりあえずごめんなさい。部活に遅れちゃうから」

  　皆に断ってなんとか輪を外れると、

  「なーに、あれ、感じ悪くない?」

  　という不満の声が聞こえてきた。

  　でも、多種さまざまなパンティーを穿はいて脈拍を測る部活だなんて言ったら、もっと大変なことになるだろう。

  　憂ゆう鬱うつな気持ちを抱かかえながら、鞄かばんを抱えて渡り廊下を歩いていると、酒焼けしたハスキーボイスに呼び止められた。

  「おう。中なか山やま、今からセク研か」

  　振り返ると白衣のポケットに手を突っ込んで肩を怒いからせながら歩く、音おと崎さき教諭の姿が目に入った。

  「あ、はい」

  　音崎教諭は、廊下（もちろん禁煙!）だというのに、胸ポケットから、ラインストーンでデコられた薄いタバコケースを取り出すと、躊ちゆう躇ちよする様子なくライターで口に咥くわえたタバコに火を点ともす。

  「どうだ、慣れたか?　庶民部員」

  「庶民って言わないでください」

  「庶民だろうが」

  「まぁ、そうなんですけれども」

  　教諭は口から紫煙を吐き出すと、笑えみを崩さぬままぽんの横に並んで歩き始める。

  「セク研はどうだ」

  「うーん、あのぉ、先生に質問なんですが、この学校は純潔とやらに力を入れているわけですよね。なのに、あの活動内容ってありなんでしょうか」

  「活動内容?　……ああ、今のセク研は、藍あい斗との独自の解釈による活動になっているからな」

  「独自?」

  「話が少し長くなるが、よって行くか?」

  　音崎教諭は保健室の扉とびらを指差した。ぽんは少し悩んだあげく、こくりと頷うなずいた。

  　保健室の消毒液の匂においは嫌いではない。

  

  　白く清潔な室内は、薄いカーテン越しに差し込む柔らかい光に満たされている。

  　入ってすぐ右手には薬品棚と不気味な人体模型が置かれ、左側の壁に沿ってそれぞれカーテンで区切られたベッドが三つ。

  　勧められるまま窓際に置かれたデスクの前の丸椅い子すに腰を下ろす。

  　音おと崎さき教諭はしばらく流し台でがちゃがちゃとやっていたかと思うと、ビーカーをふたつ持ってきた。

  　中には透明の液体がなみなみと注がれている。

  「お水ですか?」

  「いや、エチルの水割りだ」

  「それって、お酒じゃ」

  「大丈夫。エチルは酒精と呼ばれるほどだ。けっこういけるぞ」

  「いえ、大丈夫じゃないです。未成年ですから」

  　音崎教諭はぐいとビーカーをあおると呆あきれた声で言う。

  「堅苦しいことを言う庶民だのう」

  「先生、ちょっとしゃべり方がおかしなことになってますよ。もう酔ってますか」

  「酔っているといえば、昨日から酔っている」

  　どうやら二日酔いのようだ。呆れた視線を向けると、音崎教諭が唇くちびるを曲げる。

  「二日酔いじゃないぞ。酔いっぱなしなんだぞ?」

  　まがりなりにも名門高校の教師がこれでいいのだろうか。たぶんよくないんじゃないかなーと思いながらも、酔っ払っているのならばむしろチャンス。この際、セク研の謎なぞについてとことん聞いてみるのもありかと思い直す。

  「で、あの、藍あい斗と先輩独自の解釈ってなんなんでしょうか」

  「あのコは、天才だ」

  　音崎教諭はうっとりと目を細める。

  「それはわかったんですが、どこがどういうふうに天才なんでしょうか。なんでも円周率が百万桁けた言えるとかＮＡＳＡからスカウトが来ているとかＩＱが２００だとか」

  「そういう話ではない。セク研……聖せい・九くの宮みや学園高校理念研究部の設立趣しゆ旨しを知っているか?」

  「ええと、十八歳で最高の処女喪失をすればどうのっていうアレですか」

  「違う。そんなわけないだろう。そんな部活動が公式に許されるわけはない。建前としては、聖・九宮学園高校、つまり聖九高校セクコーの中でも選ばれた一部の生徒たちに、貞てい操そうを守らせるための淑女会がおおもとだ」

  「貞操?」

  「そう。この学校は古くから、政財界著名人はもとより、華族のご令嬢なんかも多く通っている。実じつ相そう寺じなんかも時代が時代ならそうだが、それらが勝手に自由恋愛をしたらどうなると思う?　例えば、ライバル企業のご子息と恋に落ちたら?　街のごろつきに惚ほれてしまったら?

  　若じやく輩はい者ものにとって恋は絶対だ。家を捨てて駆け落ちする者や、一粒種の娘に一緒にさせてくれと泣きつかれ、家名を継ぐものとしての能力など欠片かけらもない者との婚姻を許したあげく、没落した一族もあったという。

  　それでなくても、権力欲しさに手て練れん手て管くだの甘かん言げんを囁ささやいて近寄ってくる不届き者は多いのだ。未熟さゆえに、あっさりと邪よこしまな欲望を持つ不ふ逞ていの輩やからに騙だまされて恋に落ちてしまう者がいないとは言い切れない。

  　一定以上の影響力のある一族の娘が自由恋愛に興じることには、危うくバランスを保っている日本の政財界の勢力分布図がだだ崩れになってしまう可能性をはらんでいる。

  　そこでできたのが聖せい・九くの宮みや学園理念研究部だ。九宮学園の理念を研究、実行するという建前のもと、卒業まで貞てい操そうを守らせるというのが本音の淑しゆく女じよ会。十八歳まで貞操を保たせさえすれば、後は花嫁修業に入り、ろくに世間に触れもしないうちに、許いいな婚ずけと政略結婚を遂げさせるだけだ。これがこの理セ念ク研の設立理由であり、存在意義だ」

  「それって、なんか、ひどい話じゃないですか。恋もしちゃいけないだなんて」

  「そういきるな。今は昔の話だ。といってもつい最近までは建前通りだったんだが。しかしな、それを変えたのは国こく分ぶ藍あい斗とだ」

  「どういうことですか?」

  　音おと崎さき教諭は、ぐいとビーカーの中の液体を飲み干すと、赤茶色の消毒瓶びんの中身をとくとくと注つぎ足す。

  「国分は自みずからの明めい晰せきさをもってセク研の本来の趣旨を感覚で理解した。そして、その理念に則のつとって、新しい解釈をも見み出いだし、１９４６年設立以来、伝統という名のもと脈々と受け継がれてきた旧きゆう染せん汚お俗ぞくのセク研をひとりで変えようとしているのだ。女の幸福を追求する、ということを逆手にとって、地下活動として、本当の幸福を見つけようとしてるんだよ。どうか、協力してやってくれ、庶民部員」

  「協力するもなにも、あれがそんな大したことには見えないんですけど……あれ、音崎先生?」

  　いつの間に酔いつぶれたのか、音崎教諭は机つくえにうつぶせて、すやすやと気持ち良さげな寝息を立てていた。

  

  　部室へと足を踏み入れると、藍斗と那な美み香かがすでに待機していた。

  「ごきげんよ……」

  　聖九高校セクコー伝統の挨あい拶さつ『御ご機き嫌げんよう』を口にしようとして、藍斗らの格好を見たぽんは絶句する。

  「なんなんですか、その格好」

  　藍斗はすらりとした身体からだに、ぴったりと張り付いた水色のレオタード姿。

  　大きく開いた襟えり口ぐちからうっすらと血管の浮き出した淡雪色の谷間を覗のぞかせている。

  　ぎゅっと締まった足首から程よく筋肉のついたふくらはぎ、そして柔らかそうな太ももに至るまで、テカテカと光沢を持ったストッキングに包まれている。股こ間かんは鋭角の逆三角形型にきゅっと切れ上がり、Ｖ字の真ん中にはうっすらと縦線が浮かんでいる。

  　一方で那な美み香かはブルマを身に着けている。が、ただのブルマ姿ではない。そもそも、聖九高校セクコーの運動服は夏ならばハーフパンツとＴシャツ、冬になるとジャージの長ズボンに揃そろいのトップスを着ることとなっている。

  　しかし那美香が身に着けているのは、淡いピンク色。しかも、襟えりと袖そでにピンク色のラインの入った体育着ともに、サイズが２サイズほど小さく、今にもはちきれそうだ。

  「待ちくたびれたわ。ほら、さっさとそこの運動着に着替えて頂ちよう戴だい」

  「運動着に着替えるって……なぜにおふたりともそんな格好なんですか?」

  「そりゃあ、運動するからに決まってるでしょう。さ、早く着替えなさい」

  「運動するなら普通の体育着でもいいのでは」

  「もちろん、理由があるのよ。私のやることに理由がないことなんてないんだから。ほら、早く着替えなさい?」

  　藍あい斗とに差し出された白と赤の布切れを両手で開く。

  　トップスの上半分は白、下半分とプリーツのミニスカートは赤。胸元の切り替え位置と、スカートの裾すそに青と黄色のラインが入っていて、胸にはＳＥＫＵＫＯＵと書かれている。

  「これってチアリーダーの?」

  「ええ。早く着て。運動を始めるわよ」

  「あのぉ。運動でしたら、教室にジャージがあるので取ってきますです」

  「ダメよ。これを着て運動することに意義があるんだから」

  「……わかりました。後、これ、るりさんから預かってきたものです」

  「あら、るりは?」

  「ちょっと用事があるとかで遅れてくるそうです」

  　藍斗には、なにを言っても無駄だと、この三日間でいやというほど知ったぽんは、おとなしくボレロを脱ぐと、ブラウスのボタンに手を掛けた。

  「……って那美香さん、そんなふうにじっと見られていたら、着替えづらいんですけど」

  「あら、申し訳ございません。ついうっかり。どのような筋肉のつき方をされているか気になったもので」

  「筋肉のつき方?」

  「ええ。ぽんさん、こちらを御覧いただいてもよろしいでしょうか」

  　那美香は鞄かばんからスケッチブックを取り出すと、着替えを終えたぽんへと差し出した。

  「なんですか、これ」

  「わたくしのコレクションですわ」

  　中を開くと、そこには肩の上辺りで拳こぶしを突き上げたポーズの、上半身は裸、下半身にはビキニパンツ一枚の男性がデッサンされている。

  　ポーズこそボディビルダー調であるが、筋肉はそこまでついてはいない。逞たくましくはあるが、どちらかといえば、細身の男性だ。

  　ページを進めると、次のページにも、裸男像があった。こちらは、胸を猫背ぎみに曲げて、腰の辺りで両腕の拳を突き合わせているポーズだ。さっきに比べれば、身体からだも逞しく、まるで格闘家のようである。

  「……あれ、この人」

  　義よし経つねの部屋に張ってあるポスターの人に似ている気がする。なんでも、総合格闘技の大会で、優勝経験のあるという格闘家の……。

  「最初は街で声をかけてくる方の中から、目ぼしい方を選んでモデルを頼んでいたんですが、それがなかなか、理想の筋肉の持ち主には出会えず。それで、我が家で月に一度、外部モデルを雇やとってのデッサン会を行うことにしましたの。そのモデルの方なんですが、ぐふふ。この筋肉。切れてる……切れてる切れてる」

  　モデルを雇うにしてもスケールでかッ。驚きながらページを進めると、出るわ出るわ、一時期ワイドショーを騒がせたボクサー、舞台のために身体を鍛きたえたとＴＶで語っていた男優にオリンピックの選手まで、上半身のみ露出している者もいれば、なんとパンツ一丁の者もいる。

  「ああ、大胸筋……」

  　記憶を反はん芻すうするかのようにうっとりと目を細める那な美み香かの横で、藍あい斗とはまったく興味がない様子で、ぽん、と手を打った。

  「ささ、、まずは軽く準備運動を始めます。最初は腕立て伏せからよ。はい!　ロッキー気分で」

  　藍斗に従い、三人で床にうつぶせになり、両手の力だけで、身体を上下させる。

  「いーちー、にー、さーん、よーん」

  　ぽんも号令にあわせて腕立て伏せを始めるが、太もも半分までの丈しかないスカートの裾すそがぴらぴら揺れて、パンティーが見えてしまわないかと気になって運動にならない。

  　そういえばチアリーダーの格好など今までしたことがなかったから気がつかなかったが、これだけの短いスカートだ。普通は、下にアンダースコートを穿はくのではないだろうか。

  　横を見ると、藍斗は苦しげな表情で腕立て伏せを繰り返していた。

  　ストイックな表情で筋トレに励んでいる藍斗には尋たずねづらく、どうせ女子同士だし、ということで、我慢することにする。

  　腕立ての次は腹筋。そして背はい筋きんを伸ばし終えると藍斗が仰あお向むけに寝て言った。

  「では、最後。そのまま足を地面から垂直にあげて……そしてつま先を頭の上に」

  　でんぐり返しの途中で、両足を伸ばしたような体勢のアレをするつもりらしい。

  （生パンでそれは恥ずかしいというか……）

  　最後だというから我が慢まんをしようとも思ったが、さすがに股こ間かん部分を全開にするのはちょっと。ぽんは起き上がると床にぺたりと座り込んで藍あい斗とに尋たずねる。

  「あの、藍斗先輩、スカートの下に穿はくアンスコみたいなものって付属していなかったのでしょうか」

  「あるけど、ないわ」

  「ええと、よく意味が……」

  「あるけど貸さないっていうことです。ぽんは気にしないで言われた通りのことをしていればいいの」

  　さすがにその言い方はないんじゃないかと思う。むっとしたぽんは頬ほおを膨ふくらませる。

  「気になります。なぜこの衣装が必要なのか説明してください。そしてアンスコを貸してくれない理由を教えてください。それまでわたしは部活動をボイコットします」

  　藍斗はいったん上体を起こすと、やれやれといった様子で首を横に振る。じんわりと汗ばんだ肌から玉の汗が飛び、レオタードには汗が滲にじみ出して濃いブルーへと変色している。

  「あのね、そのコスプレを着て運動するのと、ジャージでするの、ぽんはどちらがドキドキする?」
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  「そりゃあ、コスプレですけど……パンツが見えちゃいそうだし」

  「そう。そういうことなのよ。私の計算によると胸の鼓動の速さをＸ、運動量をＹとした場合、コスプレをするのとしないのとの鼓動の差はα／Ｘθの２分の１Ｙ。だからコスプレをすることで運動効率をあげているということです。おわかり?」

  「わかります」

  　……嘘うそです。

  　本当はわからないけれど、ドキドキしたほうがいいから、という理由は今までの経験からなんとなく想像がついた。

  「そしてふたつ目の理由はコレ。今日のメインよ」

  　藍あい斗とは、銀色の光る盤面を取り出したかと思うと、見せびらかすように指先でくるりと回転させた後、再生機材に挿入した。

  　テレビのスイッチを入れると、液晶が明るくなり黄色の背景をバックに、『ハリウッド・セクシースタイル・エクササイズ』というタイトルロゴが現れた。

  「……セクシースタイル・エクササイズ?　なんですか、これ」

  「ハリウッドの女優たちがこぞってやっているという最先端エクササイズよ。性行為のポーズや動きを参考にボディとインナーマッスルを鍛きたえるという画期的な運動方法なの。さまざまなエクササイズやシェイプアップ方法を研究した結果、私はこの体操こそ、我がセク研に最も適していると実感したのよ」

  　そんなの絶対に嘘。ただの藍斗の趣味に違いないと疑って半眼のぽんに、藍斗は薄布に包まれたたわわな果実のような胸を誇らしげにばんと突き出す。

  「あのね、ぽんはエストロゲンって知ってるかしら?　いわゆる女性ホルモンのひとつね。このエストロゲンっていうのはね、魔法のホルモンと言われているの。女性らしい体つきを作るのはもちろん、美肌、美髪にも効くこのエストロゲンをどうやって出すか。ずばりいうと、性行為を行うことが一番適しているといわれているの。けれども、私たちはそういうわけにはいかないでしょう。だから、このセクシースタイル・エクササイズよ!　このＤＶＤの存在を知った時に、私はまるで雷に打たれたかのように、痺しびれが走ったわ」

  　藍斗がリモコンを操作すると再生が始まった。

  　嗚あ呼あ。今日はどんな目に合わされるんだろうか。

  　緊張にごくりと喉のどを鳴らすぽんの目の前で映像が流れ始める。

  　チアリーダーの格好の白人女性が、体育館らしき場所で踊っている。

  「さぁ、ぽんちゃん、同じように踊るのよ。さぁ、Ｓ、Ｅ、Ｋ、Ｕ、Ｋ、Ｅ、Ｎッ!」

  　ポンポンを振りながらＤＶＤの中の女優と同じ動きで左右の拳こぶしを交互に突き出しながら跳ね回る。

  「あら、なかなかいい動きじゃないの」

  「そうですか、藍あい斗とさんもいい動きしてますよ」

  　藍斗もぽんと同じ動きで軽快に踊っている。

  「わたくし、こういうのは、少し苦手ですわ」

  　那な美み香かだけは、動くたびにゆっさゆっさと揺れる大きな胸を邪魔そうに持て余しながら少しずれたタイミングで手足をばたばたと動かしている。

  （よかった。セクシースタイルとかいうから、どんなものかと思ったけど、これなら普通のフィットネスみたいな感じ。あー、ひさしぶりに、身体からだを動かすのって気持ちいいなぁ。なんせ去年一年は受験受験で、運動なんてほとんどしてなかったもんね）

  　じっとりと脇わきの下が汗で湿ってきたのを感じていると、テレビ画面に異変が起きた。

  　準備運動を終えたらしい白人女性は、床に敷かれたマットの上に横たわると、ぐいと腰をあげてゆっくりと円を描くように動かし始めたのだ。

  「……さぁ、みんなちゃんと映像通りにやりなさい?」

  「これ、するんですか?」

  　ぽんは大型液晶テレビの画面上で繰り広げられている光景に目を疑う。

  　そこに映っているのは、セクシーエクササイズというよりはエアセックスではないか。

  「当たり前じゃないのよ。それに、ただするだけじゃだめ。ここからが本番よ。きちんと自分自身で意識するために、今の気分をちゃんと言葉にするの。そのことによって、効果が何倍にも倍増するんだから。はい、スタート」

  　いつもながらに強引な藍斗である。反抗したところで無駄なことはわかっているので、ぽんもしぶしぶ床へと寝転んでエクササイズを始める。

  「ワンツー、ワンツー。さぁ、ふたりとも、言いなさい?　今、どんな体勢をしているのッ?」

  「だから、あの寝転がって腰をぐいぐい突き上げる感じといいますか……」

  　腰を突き上げるたびにスカートがどんどんとめくれ上がっていってしまう。裾すそを下げたくても、手は床についているから不可能だ。

  　それに、向こうから見ればパンツの真ん中の部分も丸見えだ。

  （ふ、ふわぁん。自分からこんなふうに腰を突き上げるなんて、恥ずかしくてなんだかヘンな感じだよおっ）

  　戸と惑まどいつつも腰を突き出し引っ込みしていると、隣で那美香が息を漏もらす。

  「この体勢、おせっくすの体位ですわ。ということは、48種類あるのですわ。あはうんっ」

  「それでっ、ふたりとも身体の変化はっ?」

  「ええと……汗をだいぶかいてきました」

  「ヌレヌレなのね?　ダクダクなのね?」

  「……ちょっと湿ってるくらいというか」

  「わたくしは、ビショビショですわ」

  「ぽんも那な美み香かを見習って、もっと濡ぬらしなさいっ。はいっ、じゃ、ポーズのチェンジッ。ワンツー、ワンツー」

  　藍あい斗とに指示されるままテレビ画面へと目をやる。

  （ええっ、次はこれっ）

  「う、うぐぅっ、こ、このポーズは……」

  「このポーズはなに?　ちゃんと説明をなさい」

  「ええと……四つん這ばいで……腰を突き出したり引っ込めたり」

  「いわゆるおバックですわね」

  　この体勢では、パンツがお尻しり側からがまるで丸見えだ。

  （お尻がスースーする……ホントに汗かいてきちゃうっ）

  「さぁ、ふたりとも身体からだの変化はどうなったの?」

  「ええっと……太ももの中心がジュンってして汗が……」

  「わたくしはちょっと胸の間から汗がたれてしまっていますわ」

  　隣を見れば、那美香のバストは重力のなすがままに、いかにも重そうに下へと垂れ下がり、ぶるんぶるんと迫力満点で揺れている。

  「いいわよ!　ふたりとも、だんだんと水浸しの大洪水になってきたじゃないの。じゃあ。次の動きっ」

  「はぁううっ。これキツっ……藍斗さん、キツいですっ」

  「バカねっ、キツいのがいいんじゃない。さぁ、どんなのがキツいか言いなさい?」

  「こんな……こんなふうにガニ股またで上下に動くの、キツいですっ」

  「お騎乗位!　んふっ。四十八手に置けるお本ほん茶ちや臼うすですわ」

  「はぁっ、今はどんな感じ?」

  「はぁっ、はぁっ、はぁううっ……藍斗先輩、もうダメですぅ。お願いします、あの、もう堪かん忍にんしてくださいっ」

  「ダメよ。まだ許さないわ。我が慢まんしなさい」

  「はぁっ、はぁぅ、はぁぁあっ、も、もうダメぇえええええっ」

  　太ももにビリビリと電流が走ったかのように痙けい攣れんした。

  （ど、どうなってるのわたしの身体……）

  「な、にゃにこれれぇええええ。ひゃ、ひゃらぁあああああああっ」

  　ぽんは勢いよく床に倒れ込むと、ぜぇぜぇと乱れた息を整える。

  　その隣で、那美香が恍こう惚こつの表情を浮かべて天井を見つめている。

  「運動って、気持ちいいですわね……わたくし、ひょっとしてこのトレーニング好きかもしれませんわ」

  「さぁ、運動が終わったら、筋肉痛防止のマッサージよ!　筋肉内に蓄積された乳酸を早く取り除のぞくために血行を良くするの。はい、まずは胸のマッサージから」

  　那な美み香かは自分の胸にゆっくりと手を伸ばしたかと思うと、ぐいと突き出した膨ふくらみをわしッと掴つかむ。いかにも柔らかげな乳房に五本の指がぐいと食い込んでスポンジのように変形した。

  「さぁ、那美香に追いつけ追い越せよ!　ぽんちゃんもっ」

  「は、はい」

  　仕方なく自分のバストを手の平で掴んでみたものの、小さすぎてどう揉もめばいいのかわからない。

  　皆の動作を参考にしようと藍あい斗とに視線を向けると、藍斗は真っ赤な顔でフリーズしている。

  「藍斗さん、なにサボってるんですか」

  「……うるさいわね。いいのよ、私はインストラクターなんだから。そんなことより、ほら、今度は足のマッサージよ!　膝ひざからだんだんと……太ももを通ってお尻しりもね」

  「ええっ。お尻?　そんなところをマッサージするんですかっ?」

  （それじゃマッサージっていうか……まるで、なんていうかその……ごにょごにょみたいではないですか）

  　さすがに戸惑って固まっていると、藍斗が汗でわずかに湿った髪をかき上げながら眉まゆをつり上げる。

  「当たり前でしょ。まぁ、私はしませんけどね」

  「そんなのズルいですっ」

  　言い争うぽんと藍斗の横で、那美香がブルマ越しに指先を股こ間かんへと伸ばす。

  「あはうんっ、なんていうか、こう、おかしな気分になりますわね、このマッサージ」

  「さぁ、ぽんちゃんもさっさと自分で触るのよ」

  「い、イヤですぅうう、それだけは、それだけはご勘弁を」

  　ぽんの本能がそこを触ってはいけないと拒絶している。

  「ダメよ、ほぉら、触りなさいってば」

  「んひぃっ、うくぅ、い、いぁあぁ。そ、それなら藍斗さんもやってくださいってばぁ」

  「なに?　やってくださいって、私に触れって言ってるの?……そこまで言うなら仕方ないわね」

  　藍あい斗とはぽんのスカートをめくり上げると、パンティーの中心部へと指を這はわせてきた。

  「ちょおっ、あふうっ、そ、そういう意味ではなく、んはぁああああっ」

  　あ、だめ、なんだかヘンな気持ちに……まるで、風船が膨らんでいくみたいに、気持ちいいがどんどん大きくなっていって……ああっ、もう破裂しちゃ……。

  「さあ、また上半身に戻るわよ。今度は私が……」

  　藍斗はぽんの上衣の中へとするりと指先を忍び込ませ右胸を揉み上げる。

  「わたくしも、お手伝いしますわ」

  　那な美み香かも近寄ってきたかと思うと上衣の下から手の平を差し込み、左胸を優しくなでる。

  （ええっ、そ、そんな……ナマで……ああっ）

  　運動で温まって火ほ照てった肌に、ひんやりとした手で触られ思わず声をあげてしまう。

  「ううん、硬いおっぱいねぇ。これって揉もんだら柔らかくなったりするのかしら。ほら、ぽん、今どうなってるの。これもエクササイズのうちなのよ。実況なさい?」

  （ど、どうしよう、なんだか気持ちがいいっていうか）

  　神聖なる校内で、ふたりの女の子に両りよう脇わきから挟まれて一方的に胸を揉まれる、という恥ずかしい状況に、なぜだか身体からだが勝手に反応してしまう。

  「あはうっ。おっぱいを両方から揉まれてます……それで」

  　藍あい斗とが耳元で囁ささやいた。吐息が耳じ朶だをくすぐり、思わず身を捩よじる。

  「きゃんっ、ひあぁあああ、んぅーっ」

  「お、調子が出てきたわね。さぁ、もう一声ッ」

  　一度声を出してしまった瞬間、ストッパーが壊れたかのように、今までかろうじて堰せき止めていたものが流れ出してしまう。

  「くぅう、と、とろとろになっちゃうぅ!」

  「どこが?　どこがなのっ?」

  「あの……その……ふにゃっ……わたしの、わたしのっ……大事なところがぁああっ」

  「いいわ!　ぽん!!　ナイス実況っ」

  　声を出すことで、解放されたのか、気持ちよさも増してしまったようだ。

  　ああ。このままされていたら、なんだか大変なことになってしまいそう……。

  　太ももに汗がじんわりと浮いてきた。

  （んはぁっ。どうしよう。なんだか身体がヘン。胸がドキドキして、足の付け根が熱くなって、手先が痺しびれるみたい。こんなふうにされて気持ちよくなっちゃって……どうなっちゃうんだろう）

  　ぽんの不安をよそに、身体を支配する快感がどんどんと大きくなっていく。

  　藍斗の手はぽんの胸をマッサージし続ける。その指先がついに硬くなった先端に触れた。瞬間、ぽんの頭の中は真っ白になった。

  「おっぱ、おっぱい、おっぱいきもちいいいっ」

  　気がつくと、はしたない声をあげて悶もだえてしまっている。

  「あ、藍斗先輩、なんでこんなにお上手なんで……あきゃんっ」

  「そりゃそうよ!　私は人体のなんたるかを知り尽くしてるんだからッ」

  「あひぃんっ、とめっ、んんっ、止めてぇっ」

  （んくぅっ、だめ、このままじゃ……本当にぃっ……）

  　瞼まぶたにチカチカと閃せん光こうが点滅し始めた。底なし沼に足を取られて沈み込んでいくような不安感と、ふわふわと空を飛んでいるような浮遊感とが交互に襲おそってくる。

  （ダメ……ひとりじゃ怖いッ）

  「藍あい斗とさんもぜひご一緒にっ!」

  　藍斗の胸を掴つかむと、ぽんはおっかなびっくり揉もみ始める。

  「ひゃうん!　ちょっとぽん、なにするのッ!」

  「ひとりじゃ、ひとりじゃイヤなんですっ、一緒に、藍斗さんもご一緒にっ」

  「だ、だめよ。私に触らないでちょうだ、あっ、あぐがぁっ」

  　藍斗に比べれば、ぽんのタッチは決して慣れている手つきとは言えないが、それでも藍斗は普段は出さないような呻うめき声をあげて悶もだえている。

  （……ちょっと面白いかも）

  　下乳からぷにぷにと持ち上げるように触れると、

  「きゃんっ、だ、だめぇ」

  　今まで聞いたことのない声でイヤイヤをする。顔を赤らめてぽんを睨にらみつけてくるものの、その視線にいつもの迫力はなく、しかも目が合えば、恥ずかしげについと視線を逸そらす。

  （こんな藍斗先輩、初めて）

  　調子に乗ったぽんは、藍斗にされたように胸の先端をちょこんとブラウス越しに抓つまむ。すると藍あい斗とは身体からだをぶるりと大きく震ふるわせた。
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  「もう、ぽん、あきゃんっ、そんな、ひゆゅんっ」

  　すると、がちゃりノブが回る音が響き、扉とびらが開いた。

  「これはすごい展開。お姉様、これはいったいなんの研究?」

  　新鮮な外の空気とともにるりが部屋の中へと入ってきた。

  「あ、あひゃん、こ、これはエ、エストロゲンを出すための、あひぅっ、エア性行為、ひゃんんっ」

  「エアというよりはそのものずばりの百ゆ合りに見える」

  「ゆ、百合?」

  　聞き返す藍斗に、るりがこくりと頷うなずく。

  「おレズということですわ」

  　那な美み香かがぽんの首筋をれろりと舐なめ上げて言う。

  「ちょっと待って!　それはちょっと……セク研の趣しゆ旨しからは離れているわ」

  　藍斗はぼそりと呟つぶやくと、テレビ画面をちらりと横目で見やり、立ち上がった。

  「……ふー、危ない、危ない。なんだかよくわからない方向へ行くところだったわ。さぁ、軌道修正しましょ」

  （ほえっ、うそぉ、やめちゃうの……ってわたし、今なに考えた?）

  　ぽんは慌あわてて首を横に振ると、湧わきあがった思いを打ち消した。


  


   ２　浴室でのマッサージ

  

  「なんで、わざわざ我が家でシャワーを浴びるんですか」

  「だって、一番近いのがぽんの家なんだもの」

  　いかにも優等生らしく、鞄かばんに入りきらない書物を小こ脇わきに抱かかえながら藍あい斗とがさらりと髪を揺らして言う。

  「キングコブラの宿主はいる?」

  「いると思うけど、本人にそういうことを言うと傷つくので、言わないであげてください」

  「うふふ、わたくし庶民の方のご家庭にお邪魔するのは初めてですので、期待してしまいますわ。なんでも、靴くつを脱いであがるという噂うわさを聞いたのですが、やっぱりそうなんですの」

  「もちろん土足は禁止、略して土禁です」

  　きゃっきゃとはしゃぎながら歩く三人を見つめて、ぽんは小さくため息をついた。

  　汗を掻かいたので、どうしてもぽんの家でシャワーを浴びてから帰りたいと主張する藍斗に押し切られ、セク研の面々を引き連れて帰宅することになってしまったのだ。

  （このメンツを家に連れて帰るって、ものすごーく不安なんだけど）

  　しかし、そうこう言っているうちに、横浜駅から電車で三駅の住宅街にあるこぢんまりとした一軒家の自宅へと到着した。

  「ただいま」

  「お邪魔しまーす」

  　共働きの両親はまだ家に帰ってきていないため、返事はない。

  　義よし経つねはどうやら帰ってきているようだが、迎えに出てくるような殊勝な弟ではない。

  　帰りを歓迎してくれるのは飼い犬のゴンタだけだ。

  　ぽんに拾われた恩を未いまだに忘れていないらしく、家族の中で一番、ぽんに懐なついている。

  　今日もいつも通り、玄関の奥から尻しつ尾ぽを千ち切ぎれんばかりに振りながら駆け寄ってきた。いつものようにぽんに飛びついて顔をべろべろ舐なめまく……ええっ?

  「あら、あらあらあら?」

  　ゴンタはまっしぐらに那な美み香かのもとへと駆け寄ったかと思うと、膝ひざ元もとにひしと寄り添い、ものすごい勢いで腰を振り始めた。

  「コ、コラッ。ゴンタ、離れなさいっ」

  　ぽんは慌あわてて愛犬の愚行をやめさせようとするが、どっこい、ゴンタは口から涎よだれをだらだらと垂らしつつ、必死に腰を動かしている。

  「わたくしでしたら大丈夫ですわ。よくあることですので」

  「那な美み香かちゃんはいつも犬コロに好かれる」

  　るりがゴンタの頭を撫なでながら言う。

  「あ、あの、これ、あの、はうぅっ」

  　顔を真っ赤にした藍あい斗とが無言でゴンタの股こ間かんを指差した。

  「ああっ、どうしたの、ゴンタ」

  　初めての事態に戸惑うぽんをよそに、るりが目をキラキラさせながら、ゴンタの首根っこを掴つかんだかと思うと、ごてんと裏返し、仰あお向むけに寝転がったゴンタの股間を指差して目を丸くする。

  「丸見え。すごい。触っちゃおう」

  「にゅわ───んん♡、わわーん♡」

  　ゴンタは惚ほうけたような顔で尻尾しつぽをぶるんぶるんと振りながら、仰向けのまま体をくねらせる。

  「だ、だめぇっ、触らないでっ。人の家のワンコに性的虐ぎやく待たいはやめてくださいっ」

  　ゴンタの痴ち態たいをこれ以上見ているのはとてもいたたまれない。三人を家の中へと招き入れると、玄関マットに背中をぐりぐりとこすり付けて悶もだえている愛犬を置いて部屋へと急ぐ。

  「へぇ……なんていうかこう、インテリジェンスの欠片かけらもない部屋ね」

  　藍斗が部屋に入るなり、眉まゆをひそめた。さらりとひどいこと言ってませんか?

  「ええ?　部屋?　ここが?　納なん戸どではなくて?」

  　那美香は驚いた表情を浮かべている。この人もそうとうひどいことを言ってます。

  「ちょっと、なにか飲み物を持ってきますけど、紅茶でいいですか」

  「るりはトマトジュースでお願い」

  「トマトジュース……あったかな」

  　三人を部屋に残しておくのは少し不安だったが、それでもなにも出さないわけにもいかない。

  　不安を抱きつつ、少しでも早く戻ろうと小走りで台所へと向かう。

  　冷蔵庫を開けたところ、純粋なトマトジュースは見つからなかったが、トマトベースの野菜ジュースを見つけることはできた。それでお茶を濁すことにして、藍斗と那美香用に紅茶を淹いれる。部室にあったティーセットの茶葉にはとても敵かなわないティーバッグのお茶だけれども、仕方ない。だって我が家は庶民だもの。

  （クッキーもスーパーで買った安いやつしかないけど仕方ないよね。こういう時、やっぱりみんなとの差を感じるなぁ）

  　お盆を片手に自室へと戻る。ドアを開あけようとしたところで、中から楽しげな笑い声が洩もれてきた。

  「お待たせしま……なにしてるんですか」

  「よっ、ねーちゃん。邪魔してるぜ」

  　義よし経つねが三人に囲まれて鼻の下を伸ばしていた。

  「なんであんたがそこにいるのよ」

  「そりゃ、ねーちゃんが友達を連れてきたみたいだからさ、一応弟としては、どんな感じの友達がいるのか気になって覗のぞいてみたわけ。ねーちゃんの中学時代の友達なんてブスか地味かデブばっかだからたいして期待してなかったのに、すげー美人揃ぞろいじゃん。ねーちゃんナイス。オレ、弟でよかった」

  「早く出て行って」

  「怖こええー怖えー。内うち弁べん慶けい怖えー。じゃあ、皆さん、また!」

  　ぽんがぴしゃりと叩たたくと、義経はしぶしぶ立ち上がり、部屋を出ていった。

  「ったく、腹立たしいったらありゃしない」

  　ぶつぶつと文句を繰り返すぽんをよそに、那な美み香かとるりはなんとなく浮き足立った様子だ。

  「あの殿方は、筋肉はあるほうでしょうか」

  「あの人は宿主……あのエイリアン、キングコブラ、東京湾のアナゴの……」

  「もうっ。おふたりとも、人の弟にちょっかい出すのはやめてください」

  　その傍かたわらで藍あい斗とが顔を真っ赤にして黙りこくっている。

  「あれれ、藍斗さん、なんだか顔が赤いですけど、具合でも?」

  「……なんでもないわ」

  　藍斗がぶっきらぼうにそっぽを向いた。

  「そんなこと言っても、ほら、目も潤うるんで息も苦しそうですけど」

  「なんでもないって言ってるじゃないの!」

  　藍斗が眉まゆをしかめて言う。

  「藍斗さんはナマの殿方が昔から苦手なんですの」

  「那美香さん、うるさいわよ」

  「うふふ、藍斗お姉様、照れちゃって可愛かわいい」

  　って、そんな人がえっちなことを研究して、最高の体験……なんてできるんでしょうか。

  

  「ええっ?　これがお風ふ呂ろですの?」

  　浴室へと連れていくと、那美香は驚きの声をあげた。

  「どこかおかしいですか?」

  　白で統一された浴室は、決して広いとはいえないが、きちんと掃そう除じされぴかぴかと輝いている。足をぎりぎり伸ばして入れる程度の浴槽に、洗い場の片隅には小さな棚があって、シャンプーやリンス、ボディソープなどが並べられている。

  「すみません、うちの龍りゆう之の介すけ用の浴室くらいなので驚いてしまって」

  「龍之介?」

  「飼い犬ですわ。チワワです」

  　さすがはお嬢様、我が家の両親が力を合わせて30年ローンで買った家など犬小屋レベルらしい。

  「というわけで、シャワーはそこを捻ひねれば出ますから、ごゆっくりどうぞ」

  　説明を済ませて浴室を後にしようとするぽんのＴシャツの裾すそを、那な美み香かがちょこんと掴つかんで呼び止める。

  「わたくし、ひとりでお風ふ呂ろに入ったことがなく……いつもはメイドがいるものですから」

  「メイド?」

  「はい。体や髪を洗ってもらうのに。それと、あがった後、体を拭ふいてくれる専用の者もおりますし、着衣係に、ドライヤー、ヘアメイクとざっと五人ほどわたくし専属のメイドがおりますわ」

  「それって、那美香さんは自分で身体からだを洗えなければ、服も着られないってこと?」

  「お恥ずかしながら」

  　箱入りにも程がある。これでは、オトナになって通常の社会生活を送るのに困るのではないだろうか。いや、しかし那美香の住む上流社会では、それが常識なのかもしれないとも思い直す。

  「それはひょっとして、わたしに一緒に入れということでしょうか?」

  　那美香は困った顔でこくりと頷うなずくと、まるで幼女のように手をバンザイの姿勢にあげる。

  　どうやら脱がせてくれということらしい。

  （……自分ひとりじゃできないって言うんだから、仕方ないよね）

  　ぽんはため息をつくと、那美香のボレロへと手を伸ばした。

  

  「はぅわーっ、気持ちいいー」

  　バスタブの湯を掬すくい取ると、顔にかけた。入浴剤はお気に入りのシアバター＆ローヤルゼリー。乳白色に濁にごったとろりとしたお湯だ。

  「ええ、気持ちがいいですわね」

  　那美香が伸びをするように両手を突き上げて言う。その通りだが、身動きをとるたびにおっぱいがぷるんぷるんと揺れるものだから目のやり場に困ってしまう。

  　ぽんは照れながら豊満すぎるバストから目を逸そらす。

  　すると、がちゃりと音をたてて浴室の扉とびらが突然開き、身体にタオルを巻きつけた藍あい斗とが顔を出した。

  「おわっ、藍斗さん、なんですかっ?」

  　慌あわててタオルで身体からだを隠すが、お湯に濡ぬれてぺたりと身体に張り付いて、ボディラインは隠しようがない。

  「だって、そもそもシャワーを浴びるためにぽんの家に寄ったのよ?　私も入るのは当たり前でしょう」

  　女同士だとすっかり元気を取り戻した藍あい斗とは、背が高いせいかタオルが小さいのか、裾すそが股また下したぎりぎり。しかも、バストも上胸半分程がはみ出している。ぽんはドギマギしてまた目を逸そらす。

  「う、うちのお風ふ呂ろ狭いですし、順番に入ればいいかと」

  「るりも入る」

  「あのー。この狭いお風呂に四人はちょっと無理があるのでは」

  「大丈夫よ。えーいっ」

  　藍斗が無理くりに湯船に足を踏み入れた。ざぶりと音を立てて湯船に満ちた湯が溢あふれ出る。

  「いやいやいや、ぎゅうぎゅうに……」

  「えーい」

  　湯船の中はまさに芋いも洗あらい。リラックスして足を伸ばせるような余裕はなく、膝ひざを抱かかえての体育座りしかできない。身体のあちらこちらが触れ合っておしくらまんじゅう状態だ。

  「ぐぅ。狭いです」

  「肉だらけ。肉々しくも肉に満ちている」

  「わたくし、なんだか幅を取ってしまっていて申し訳ないですわ」

  「あのね、お風呂の中っていうのはね、浮力によって体重が９分の１程度になるの。ということは、普段、体重を支えている筋肉や関節からその負担も９分の1になるってことよ。身体からだの負担を軽減するとどうなるか知ってる?　心も解放されるのよ。さぁ、みんなちゃんと肩まで浸つかるのよ」

  　それぞれ騒がしく好き勝手なことを言い合っているが、たっぷりしたお湯に体を浸ひたらせるのは気持ちいいし、修学旅行やお泊り会のようで楽しい。

  「みんなでお風呂、新鮮。初めてだけど悪くない」

  　いつも仏ぶつ頂ちよう面づらのるりも珍しく快活な様子だ。

  「わたくしも初めての経験です。いつもメイドと一緒に入っているといっても、あくまでもメイドは服を着たまま、わたくしの身体を洗う手伝いをしてくれるだけですので……」

  「本当に那美香の家って過保護よね。身体を洗うのまで、メイドに……身体?　洗う?　ひらめいたわ。今、私の頭の中でシナプスが……繋つながったッ!!」

  　藍斗がいきなり立ち上がった。

  　カタチのいいバストがぷるり、と揺れて水滴が浴槽に零こぼれ落ちる。そしてその下の……。

  「きゃわっ」

  　淡い繁しげみが突然目の前に曝さらけ出され、ぽんは慌あわてて顔を逸そらす。

  　藍あい斗とは興奮して我われを忘れた様子で、タオルで身体からだを隠しもせずに洗い場へと足を踏み出した。

  　洗い場で仁王立ちした藍斗は、ぽんの頬ほおをぐいと右手で掴つかみ上げて言う。

  「さぁ、ぽんも早くあがって頂ちよう戴だい」

  「あの、もう少し温まりたいんですけど」

  「ダメ、今すぐ!　可及的速すみやかに行動ッ!」

  （いやな予感しかしないんですけど……）

  　迫力に押されてしぶしぶ洗い場へと移動すると、藍斗はシャワーを手に取ってぽんへと向け、蛇口を捻ひねった。勢いよく湯が噴出し、ぽんの全身に襲おそいかかる。

  「わわわ、なにするんですか」

  「マッサージよ!　水力マッサージ」

  「せっかく楽しく湯船で温まっていたのに、なんでいきなり」

  「那な美み香かがヒントをくれたのよ。那美香の話で私はある理論を思い出したの」

  「は?」

  「母胎回帰本能感知のセロトニン放出理論よ。いい?　お風ふ呂ろに入ると、人はリラックスするの。あれは体内が温まって、赤ちゃんが胎内にいた時のぬくもりと安あん堵ど感を母胎回帰本能が感知してセロトニンが放出されることによって湧わき起こる『快』という感覚のせい。このセロトニンがポイントなのよ。あのね、女性のセロトニン量は一か月周期で増減するの。排卵前後にセロトニン量が一番多い、ということは女性ホルモンが、セロトニン受容体の発現を促進してるということ。ならば逆もしかり。セロトニンが出れば、女性ホルモンもなんらかのカタチで刺激されるんじゃないかと仮定されるわけ」

  「もっと噛かみ砕いて欲しいんですが」

  「だから、噛み砕けば、お風呂で胸部を刺激すれば、効率的に大きくなるということよ」

  　藍斗はぽんを洗い場の椅い子すに腰掛けさせると、シャワーの水圧を強めた。ヘッドの目盛を調節すると、まるでホースのように一本にまとまって水が噴出してくる。

  「あうっ、あ、そんな……」

  　激しい勢いで放出される水の塊かたまりがぽんのかすかな膨ふくらみに降り注ぐ。断続的かつリズミカルな刺激に、肌が赤く染まっていく。

  　息苦しさを感じるのは立ちのぼる湯煙のせいだけではない。胸の奥が激しく動どう悸きする。いつの間にか、乳房の先端に血が集まり、ぴんと立ち上がり少し痛みが伝わってくる。

  　──だめ。なんだか最近感じやすくなってるし～っ。

  「あっ、あっ、あっ。ダメ、やめてくださいっ」

  「ダメよ、大きくなりたいんでしょう。ほら、那美香の胸周りを見てみなさい。あれがメイドにお風ふ呂ろ場で毎日毎晩、刺激され続けた末の完成形よ。憧あこがれるでしょ?　なりたいでしょ?　追いつけ追い越せ引き離せ」

  「はふぅう。のぼせそうですわぁ」

  　我関せずといった様子で湯船に浸つかって鼻歌を歌っている那な美み香かが身体からだを起こす。すると浮力によって上半分が水面にぷかぷかと浮かび蕩たゆたっていたバストの全ぜん貌ぼうが明らかになった。

  「び、びっぐさいず」

  　サイズで言うならばメロンクラスだ。しかも、高級マスクメロン乳。

  　そりゃあ、憧れる。女子として憧れないわけはない。けれど、もともとの体格からして那美香とは違うのだ。いまさら風呂場でおっぱいを揉もまれたからといって、追いつくことはおろか、追い越そうだなんて、それは無茶な気もする。

  「ほら、明日のためのワンツーよ。ワンツー、ワンツー!」

  　藍斗は手にボディソープを取ると、潤滑油代わりにぽんの胸に塗ぬりつけ、ゆっくりとマッサージを始める。

  「痛ッ」

  　成長期のぽんの胸は、硬くコリコリとしていて直じかに触られるとたまに痛む。

  「大丈夫、すぐに気持ちよくなるから」

  「気持ちよくなる?」
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  「そうよ。マッサージって気持ちいいものでしょ?」

  　藍あい斗とが丁てい寧ねいな手つきで、円を描くように下から上へと揉もみしだく。

  「……あっ」

  　どうしたことだろう。ブラジャーが擦こすれただけでも痛みを覚えることもあるバストなのに、藍斗の手で弄いじられることには心地よさを感じる。這はいずりまわるようにしてバスト全体を弄っていた指先は、わずかな乳肉に食い込み、甘美な快感にぶるりと背筋が震ふるえる。もっと気持ちよくして欲しいと思っている自分がいる。

  　なんだかおかしなスイッチが入っちゃったみたい……。

  「うちのメイドはこの辺りをよく洗っていますわ」

  　那な美み香かが乳首に手を伸ばした。ピンク色の乳輪の中心部はわずかにへこんでいる。

  「あ、そこはっ」

  「あら、ぽんさんのお乳首、なんだかわたくしのと形状が少し違うような」

  「うう。あんまり見ないでください……じつはわたし、陥かん没ぼつしちゃってるんです」

  　ああ、バレてしまった。恥ずかしさのあまり泣きそうになりながらもじもじと体を揺らしていると、藍斗が顎あごに手を当てて眉まゆ根ねに皺しわを寄せた。

  「陥没……それはまた興味深い現象ね」

  「内側に入ってるってことはこれも内臓?」

  「あの、そんなふうにみんなで見つめないでください」

  　そんなふうにじっと見られると、なんだか胸の中心が熱くなって……。

  「あら、なんだか変化が」

  　那美香がぐいと乳輪に触れる手に力を入れた。すると、小さなクレーターの真ん中が、まるで可か憐れんな野の薔ば薇らの蕾つぼみのように、徐々に膨ふくらんだかと思うと、マッチの先ほどの乳首がぴょこりと顔を出した。

  「勃たった!」

  「勃ちましたわ!」

  「人体の神秘」

  「いやああああんっ」

  　は、恥ずかしいっ。ぽんは涙目で首をいやいやと横に振る。

  　自分で勃たせる分にはいいけれども、人に強制的に勃たせられるのは、羞しゆう恥ちがともなう。それも相手は女の子だ。

  　るりがわずが３センチほどの距離まで顔先を近づけてじっと見つめる。湿った吐息が吹きかかり、普段は仕舞われているために、どこよりも敏感な突端がふるふると震ふるえる。

  「あの、そんなに近寄らないでください……」

  「不思議な作りね。こっちも出してみていいわよね」

  　藍あい斗とはもう片方の乳輪に触れると、指先でこちょこちょとくすぐる。ボディソープが泡立ち、ふかふかのシャボンが優しく乳輪を刺激する。

  「やーん……って、那な美み香かさんは、なにをしてるんですか?」

  　気がつけば、那美香はぽんの背中にぴたりと自分の胸を寄せて体を上下に摩こすり上げていた。

  　弾力のある乳房がぐにゅっとつぶれるのが背中越しに感じ取れる。

  「いえ。我が家流のバスタイムが育乳に役立つということでしたので、いつもメイドがわたくしにしてくれていることを」

  　ボディソープのぬるぬるに覆おおわれた柔らかいおっぱいがむっちりとぽんの背中を這はい回る。

  　背中に押し付けられている柔らかな肉の中に、こりこりとした尖とんがりを感じることができる。

  「ちょっと、こんなことっ。那美香さんちのメイドさん、大丈夫ですか……あはんっ」

  　な、なにコレもどかしいような、それでいて、またあそこがジンジンと。背中を触られてるのに、アソコが変ってなんで……?

  「わー、こっちも勃たったわ。なるほど、ひょっとしたら……ひらめいたわ」

  　突とつ如じよ、藍あい斗とが絶叫した。

  「わかった、私、わかってしまったわ!　エストロゲンの数式です。ぽん、ありがとう!　貴あな女たのおかげでひとつの理論が完成しそうよ。はっ!　そうと決まったらこんなことしてられないわ。先に上がるわね。ぽんの部屋に先に戻って演算してるから、皆ゆっくり入っていて頂ちよう戴だい」

  　藍斗は手桶ておけで掬すくった湯で身体からだを洗い流したかと思うと、そそくさと浴室を出て行った。

  （ま、また、寸止め?　いや、寸止めでいいんだけど。これ以上のことをされても困るし。でもっ）

  「ぎゃ、ぎゃあああああああああっ」

  　間を空あけることなく、空間をつんざくような悲鳴が響く。

  「ど、どうしたんですかっ」

  　慌あわててぽんが駆けつけると、そこには脱衣所の隅へと追い詰められたような体勢で、自みずからの手で身体を覆い隠してガクガクと震ふるえている藍斗と、鼻血を出して倒れている義よし経つねの姿があった。

  　義経の足元には、皆のパンティーを咥くわえたゴンタが尻尾しつぽを振り振り、蹲うずくまっている。

  「藍斗さん、なにがあったんです?　義経のヤツになにかされたりとか」

  「う、ううん……私がここに来た時には、すでにそういった体勢だったわ」

  （こいつめ……後でこってり絞ってやるんだから）

  　半笑いの表情を浮かべて気絶している義経を睨にらみつけると、まだまるで肉食獣に出会った小こ兎うさぎのように、小刻みに震えている藍斗の肩にバスタオルをかけた。

  　すると藍斗がぎゅっと手を握り返してきた。よほど不安だったらしい。

  「今、そこのゴミを片付けますから」

  　ぽんが立ち上がろうとしても、いやいやと首を振ってさらに強く手を握り締めるだけだ。

  　落ち着くまではこうしているほかないと諦あきらめて藍あい斗との傍かたわらでしゃがみ込んでいると、るりと那な美み香かが浴室内から顔を覗のぞかせた。

  「藍斗お姉様、だいじょ……血だ」

  　るりが全裸のまま、左右にふらりふらりと揺れながら近寄ってくる。

  「血、新鮮な……今まさに噴出したてのヘモグロビン」

  　ああっ。

  　止める間もなく、るりは義よし経つねの顔に自分の顔を近づけると、ピンク色の舌を義経の鼻先へと伸ばした。

  「はうぁ、なんだか温かくて、ぬるぬるした……はうぁっ」

  　義経が、ゆっくりと目を開いたかと思うと、自分の上に跨またがった全裸のるりの存在に気がついて目を見開いた。

  「んくぅ、ちゅぱぁっ、はぁ……おいちぃ……」

  　顔中の血を舐なめとったるりは、満足げに口元を拭ぬぐう。

  「……お、おっぱいが……いっパイ……」

  　義経が呟つぶやいたかと思うと再び気絶してしまった。
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  　この隙すきにと、まだ青ざめた顔の藍あい斗とを抱き起こす。

  「藍斗さん、大丈夫ですか」

  「ええ、ちょっと、驚いてしまっただけよ……でも、もう大丈夫。先に部屋に戻ってるわね」

  　ふらふらと足どりのおぼつかない藍斗を廊下へと送り出したところで、今度は浴室からぽんを呼ぶ声が聞こえた。

  「あのーぽんさん……わたくしもそろそろ逆の上ぼせそうなんですが」

  「出てきたらいいじゃないですか」

  「どうやってでしょうか」

  　浴室のドアを開くと、　那な美み香かは、洗い場で立ち尽くしていた。

  「どうしました、那美香さん」

  「いえ。タオルを」

  「……ああ」

  　そういえばこのお嬢様はひとりで風ふ呂ろに入ったことはないのだった。

  　ぽんははぁ、と大きくため息をつくと、那美香に渡すためのタオルを取りに脱衣所へと向かった。

  

  「ぽんちゃん、携帯鳴ってたわよ」

  　部屋に戻ると、藍斗は勝手にぽんのパソコンを立ち上げて、なにやらものすごいスピードでキーボードを操作していた。

  「藍斗さん、もう大丈夫ですか?　本当に義よし経つねのバカがすみません。言って聞かせておきますから」

  「ええ?　私が男性と鉢合わせになったくらいで狼ろう狽ばいしたりするわけないでしょう。あれはただの貧血よ」

  　藍斗はモニタを見つめたままつんとした口調で言った。

  「ふぅう。冷たくて美お味いしいですわねぇ」

  　那美香は濡ぬれ髪を緩ゆるく三つ編みに結ゆわいた状態で、ベッドに腰掛けてソフトクリームを舐なめており、るりはまた兄の行動でも監視しているのか、無言で携帯電話を弄いじくっている。

  「誰だれからですかね」

  　携帯を鳴らすのなんて、家族か中学時代の友人くらいのものだ……ひょっとして先生だったりして。わずかな期待を込めてメールの着信を確かめると、そこに表示されたのは、町まち田だ拓たくという名前。

  　先生だ。

  　ぽんは瞬間的に上昇した血圧と鼓動とを、必死に抑えてメール画面を開く。

  『久しぶり』というタイトルに続いて本文があった。

  『ぽんちゃんへ　すっかりご無沙汰ぶさたしてしまっていて、ごめん。カリキュラムの選択や就職活動で結構忙しかったんだ。それで、前に約束していた遊園地なんだけど、明後日の土曜日はどうかな。この日だったら一日時間が取れるから。それでは』

  「はわぁああああ、デ、デート。ついにデート、憧あこがれのデートぉっ」

  　身体からだ中の力が抜けて、ぺたりと椅い子すへと座り込む。

  「デート?」

  　藍あい斗と、那な美み香か、るりとが口を合わせて繰り返す。

  「そうなんです、か、彼氏にデートに誘われてしまいっ」

  　興奮のあまり声が裏返ってしまった。藍斗は少し戸惑った顔をしている。

  「ぽんってホントに彼氏いたの?　……脳内彼氏かと思ってた」

  「いますよ、失礼な」

  「どちらへおデートですか。香ホン港コン?　フィジー?　それともラスベガスかしら」

  「いえ、国内です」

  「意外。早熟、青い性、身の程知らず」

  「うるさいですよ、るりさん、黙っててください」

  　ぽんはうっとりと顎あごの下で手を組みながら土曜日のめくるめく時間を想像し、目を細める。

  「……ひょっとして、セク研って、デートも禁止とか、じゃないですよね」

  「もちろん禁止じゃないわよ。性行為は禁止だけどね。だって、十八歳で思いを遂げるのに、前準備が必要でしょ。それのひとつには、彼氏を作るっていうのもあるもの。私の作ったカリキュラムによると、ぽんがこの段階で彼氏がいるっていうのは、正直いってちょっと巻きの展開だけど、いるものはいるのだから仕方ないわよね。それに、いるならいるで実験の幅も広がるし」

  （別れろとか言われるかと思ってたけど……よかった。けれども、実験の幅が広がるとか言われると、それはそれで、ちょっといやな感じというか）

  　複雑な心境のぽんに、藍斗が首を傾かしげる。

  「ところで、デートはいつなの」

  「明後日あさつてですけど」

  「なるほどね、じゃあ、明日の活動は決定ね」

  　藍斗は力強くパソコンをエンターボタンを押すとにこりと笑って言った。

  「明日のセク研の活動は、ぽんちゃんのデートのリハーサルよ」

  　リ、リハーサル……?　なにそれ。


  


   セク研議事録③　４月11日

  

  ぽん「はぁあ、遊園地……楽しみですぅ」

  藍あい斗と「遊園地ねぇ。高いとか速いとかそういう乗り物に乗ってなにが楽しいのか、私にはさっぱりわからないけど」

  るり「るりはお化け屋敷は嫌いじゃない。でも本物の廃はい墟きよとか廃病院のほうがスリルがある」

  那な美み香か「遊園地も、じゅうぶんにスリルありますわよ、昔はよく、トイレに行った際に鞄かばんに詰め込まれて……」

  るり「さらわれて内臓を抜かれて海外に売られる」

  ぽん「それって都市伝説じゃなかったんですか。こわっ」

  藍斗「だいたい、遊園地なんて所詮は子供騙だましよね。なにが楽しわけ」

  ぽん「ええっ、楽しいですよ?　メリーゴーラウンドで甘い気分に浸ひたって、ジェットコースターで絶叫して、観覧車でキスするんです。その時、ちょうど花火があがってどーんって……ああっ、憧あこがれます」

  るり「お兄ちゃんのビデオによると観覧車はよくあるえっちシチュエーション」

  那美香「揺れませんの?」

  るり「それがきっとスリリング。あと、外から見えそうで見えない、でもたまに見られるというのもそれはそれでいいらしい」

  藍斗「そういえば、つり橋効果っていうのがあったわね。それに、暗くら闇やみ理論っていうのも……」

  ぽん「つり橋?　暗闇?　なんですか、それ」

  那美香「確か、一緒に揺れる橋を渡り、緊張感を共有した男女は恋愛感情に発展しやすいっていう理論でしたっけ」

  ぽん「そういえば聞いたことあります」

  藍斗「そう、暗闇理論は、１９７３年、アメリカの心理学者、ケネス・Ｊ・ガーゲンの実験で証明されたものね。暗いと相手の表情がわかりづらいから、お互いの心のガードが緩ゆるんで無防備な状態になるの。それは『自己開示』と呼ばれるもので、ようするに、自分の恥ずかしいことをカミングアウトすることができるのよ。そうして生まれた親密感が、恋に発展する……試してみる価値はあるかもね、ぽん。うふふ」

  ぽん「また実験台はわたしですかっ。イヤですっ。普通にデートさせてください」

  るり「観覧車のえっちは緊張感がある。それを試せばいい」

  藍斗「性行為はダメよ」

  那美香「じゃあ、おふぇ……」

  ぽん「それもダメです────っ」
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   第四話　少女の恋



  


   １　女子トイレでの背徳

  

  「右の乳首がいいのかい?　それとも左?」

  「あはぁうっ。どっちもよくって……そんなの決められないです」

  　放課後。授業を終えてセク研の部室へと行く前に立ち寄った女子トイレの個室で、ぽんは耳を疑った。

  （ええっ?　乳首?　今、乳首って言ったよね。なんでトイレで乳首?　……いや、聞き間違いかな）

  　セク研の部室ならまだしも、ここは普通の校舎内だ。乳首なんていう単語が出てくるはずがない。いや、本来は、セク研の部室でだって、本来は乳首だとかいう言葉はあんまりふさわしくないのだけど、その辺りは正直、少し慣れてきた。

  （いや、慣れちゃいけません。あの人たち、おかしいんだから……藍あい斗と先輩にしても那な美み香かさんにしてもるりさんにしても悪い人じゃないけど）

  　今日だって、わざわざぽんのデートがうまくいくようにとリハーサルまでしてくれるというのだ。

  （本当は実験じゃないか、と少し訝いぶかしんでないこともないんだけど……でもそれは今回だけは許してもらおう。だって、初めてのデートだもん。いつもむちゃくちゃでわたしの言うことなんてまったく聞いてくれない藍斗先輩だけど、誠心誠意頼めばきっとわかってくれるはず）

  　ドアを開あけて個室から出ようとしたところで、妙な水音が耳へと飛び込んできた。

  「ぴちゅっ、ちゅぱっ、ちゅっ、ちゅぷっ」

  　なんの音かと耳を澄ますと、今度は抑えた喘あえぎ声も聞こえてくる。

  「んぅッ─────。ふッ。はぁ─────ッ」

  （ええっ、い、いったいこのトイレでなにが行われているの……どうしよう。ここから出づらいかも）

  　仕方なく蓋ふたを閉じた便座に座り込んで、息を潜ひそめていると、すすり泣くような声と囁ささやきき声とが同時に聞こえてきた。

  「ンッ。はぁあんっ。もっと……もっと吸ってぇ」

  「れちゅっ、れろっ……こうやって舌先でレロレロされるのと、ぷちゅっ、くちゅっ……こうやって吸われるの、どっちがいいの」

  「あくぅっ、どっちも……どっちも好きですぅううッ」

  「優柔不断なコにはお仕置きだよ」

  「あ、そ、そ、そこは……だ、だめです。あひゃあぁあっ、あぎぃいいっ」

  （な、なにこれ……なんかすごいことになってきちゃってるけど……ひょっとしてレズとかそういう?）

  　女子校にはよくあることだと噂うわさでは聞いていたけれど、まさかトイレでこんな場面に出くわしてしまうだなんて驚きだ。しかし冷静に考えてみたら、藍あい斗と先輩もかなりレズっぽいし。

  （いや、むしろ、セク研って、藍斗先輩を中心にしたハーレムと説明されればすっきりくるような。ということはわたしもいつかは、そういう目に合わされちゃうってこともあったり。いやいやいや、それはさすがに困ります。けど……乳首を触られたことはあるけど、舐なめられたことは……いったいどんなんだろう……）

  　ぽんは制服の上からそっと自分の微かすかな膨ふくらみの先端を指先でなぞる。

  　くすぐったいような、それでいて甘い快感に、突起がみるみる内側から盛り上がるとブラジャーに擦こすれる。

  （ひゃっ、ひゃっ、ひゃあぁん、勃たっちゃったぁ。こんな……学校のトイレなのにぃ）

  　自みずからの身体からだの変化に戸惑い、慌あわてて手をどかした。しかし、外からはまだ悩ましい声が聞こえてくる。

  「おや、お仕置きなのに、こんなに喜んでちゃ、お仕置きにならないじゃないか」

  「らってぇ……らってぇっ、き、きもちがいいんれすもんっ」

  　じゅん。

  （ああっ。これ、こないだと同じ感じ。なんだかアソコが熱くなってちょっとなにかが。あわわわッ。ど、どうしよう）

  　触って確かめたい気もするけれど、なんとなく背徳感を覚える。

  （アソコって触っちゃいけないところっていうイメージが……でも触りたい。ってわたし、なに考えてるの?　でも、触っても……いいかな。だってここ、トイレだし）

  　トイレならば、パンツを下ろして当然の場所であって、ティッシュで拭ぬぐうという行為もなんら不自然はないし……逡しゆん巡じゆんを繰り返していると、ガタリとドアが激しくきしむ音と同時に叫び声が響いた。

  「あゃぁあああああっ、い、い、いいいいいっ──────」

  （ほわぁあっ、す、すごい叫び声。ちょっと、声大きすぎっていうか……これじゃ、トイレの外まで響いちゃってるんじゃ）

  　しかし、すさまじい叫び声のおかげで、なんだかおかしな気分は吹っ飛んだ。まだドキドキと鼓動を打つ心臓を鎮しずめつつ、あまりトイレの中ではしたくない深呼吸を繰り返して息を鎮める。

  （ああ、怖かった……女子校ってやっぱりああいう趣味の人がいるんだ。それも日常的にトイレで出くわすだなんて、超驚きです）

  　まだショックから立ち直れないまま、トイレの個室の蓋ふたを閉めた便座に腰掛ける。

  （今日の活動はデートのリハーサルだし、早くセク研に行かないといけないのはわかっているけど……おかしな気分は消えたとは言え、なんだかアソコがジンジンとして……これを冷まさないと、セク研活動中に自分でも歯止めをかけられる自信がありません）

  　いっそのこと、ウオシュレットで水でも掛けたら……いや、むしろ悪化しかねないと思い直していると、扉とびらが開く音がして二人の声が近くなった。

  「はぁ、最高でした。やっぱりアレは女のコ同士につきます」

  「ボクもそう思うよ」

  「あのウブそうなコも、私たちが楽しくアレしようと思ってたのに、まさかセク研に持ってかれるとはね」

  「ボクは確信している。あの三人は絶対──」

  　どくん。

  　ぽんの心臓が高鳴った。

  「それにしても悔しいです。わたしが入部を断られたっていうのに、中なか山やまさんは入部が認められるだなんてッ」

  　入部を断られた人がいるとは知らなかった。

  　それなら、代わりに……と一週間前のぽんなら思っていただろうけど、今は違う。

  　最初はセク研のメンバーのアクの強さに驚いたものの、順応したというのか、慣れたというのか。一緒にいると楽しいのは事実なのだ。

  （それにしても、外にいるのはいったい誰だれだろう）

  　確かめたいけれども、ドア越しに外の様子をうかがうのが精一杯だ。

  　ぽんが個室の中にいるとは露つゆ知らず、個室の外では話が続いていく。

  「でも、ボクは思うに、物珍しいだけじゃないかな。ほら、藍あい斗とさんも、那な美み香かさんも、るり姫も特別な人たちだろ?　そういう人たちの集団だと、ああいうふうに庶民的な感じがむしろ面白いんだよ。それに、ボクが想像するに、どうせ、あんなのモルモットだと思うよ」

  「モルモット?」

  「そう、モルモット。実験台だよ。藍斗さんって、噂うわさによると史上最年少で博士号を狙ねらって論文を書いているらしいんだけど、その実験のモルモットに、那美香さんや、るりさんを使うわけにはいかないだろ?　だから仕方なく、あのコを入部させたんだよ」

  　実験モルモット。

  　脳天を殴なぐられたような衝撃的を受けた。

  　まさか、でも……そういえば。

  　入部の日に、藍斗が言っていた言葉が頭の中に蘇よみがえってくる。

  　──『ずばり言うと、処女で発情中。これぞ、私の求めていた被験者よ!』

  （ひょっとして、友達になったと思っていたのは、わたしだけだったりして……まさか。でも、ありえないとも言い切れない。だってやっぱり周りから見て差がありすぎるっていうか）

  　落胆の気持ちを隠せないまま、投げやりな気持ちで個室の扉とびらを開く。

  　噂うわさ話に興じていたのは永なが井い由ゆ香かと内うち田ださちえだった。

  　鏡に映ったぽんの姿に気がついて、ぎょっとした顔で振り返る。

  「手を洗わせていただいてよろしいでしょうか」

  「あ、あうん」

  「ど、どうぞ」

  　無表情で歩み寄るぽんに、ふたりは気まずげな表情を浮かべたかと思うと、顔を見合わせて慌あわてた様子で逃げ去って行った。

  　あのふたりだけじゃなくって、きっとクラス全員……いや、むしろこの学園の生徒全員そう思っているんだろうなぁ。

  　ぽんは諦あきらめに似た気持ちでため息をついた。

  　不本意にも目頭がじゅっと熱くなり涙がこぼれそうになる。

  　鏡に映る自分はやっぱりチビで痩やせっぽち。どう見てもガキくさいし、成績がいいわけでもない。

  　これじゃあ、不釣合いって言われるのも当たり前……だよね。

  「あら、ぽんさん、明日はおデートだというのに、暗い顔してどうなさったの」

  　振り返ると、背後の個室から那な美み香かが出てきたところだった。

  （うわ。なんでこのタイミング……ということは、さっきの話、那美香さんにも聞かれてたよね）

  　慌てて目め尻じりを拭ぬぐうと、唇くちびるを噛かみ締めて蛇口の栓を捻ひねる。

  　聞こえていたのかいないのか、ポーカーフェイスを保ったまま那美香がぽんの隣に立ち、鞄かばんからブラシを取り出すと髪の毛を梳すき始めた。

  「今日の遊園地、楽しみですわね。わたくし、お恥ずかしいことに、ご友人と遊園地に行くの、初めてなんですのよ。それに、ご友人の家に遊びに行ったのも昨日が初めてで、ああいうふうにお風ふ呂ろに入ったのも初めて……ぽんさんがいらっしゃって以来、初めて尽くしでとても刺激的です」

  「那美香さん、あの、わたし……」

  　言いよどむぽんに、那美香はふわんと笑えみを浮かべる。

  「しもじもの者には言わせておけばいいのですわ」

  　那美香はぽんの腕を掴つかむとぐいと力を入れた。

  　ふわんとしたおっぱいが肘ひじに当たる。

  「さ、部室へ急ぎましょう。藍あい斗とさんもるりさんもお待ちかねですわ」

  （待っていてくれているのは、わたし?　それともモルモット?）

  　いつになく強引な那な美み香かに引きずられるようにぽんはトイレを後にした。

  

  「あー、もう遅いわよ。ぽんも那美香も。待ちくたびれたわ。はい、早くこれに着替えて」

  　部室へ到着すると、藍あい斗とがバニーガールの衣装を、ぽんへと差し出した。

  「今日はこれを着て、遊園地へ出かけるのよ」

  「なんのためですか?」

  　聞いても無駄だと思いながらも一応尋たずねると、いつものように藍斗はいらっとした顔つきでぽんへと指を突きつける。

  「恥ずかしがるため」

  「恥ずかしがるため?」

  （そりゃあ、これを着て街を練り歩くのは恥ずかしすぎです……）

  「あの、なんでわたしだけ?」

  「リハーサルだからよ」

  　藍斗は綺き麗れいに折り畳まれたバニーの衣装の表面を撫なでながら満足げに微笑ほほえむ。

  「いや、わたしでも当日、こんな格好で臨のぞむ予定はありませんけど」

  「当たり前よ。デートにバニールックで行く人間がいるわけないじゃない」

  「デートじゃなくてもバニールックで街を歩く人なんていないと思います」

  「だってね、これは仕方ない話なのよ。デート、というのはドキドキするでしょう」

  「そりゃあ、しますけど」

  「じゃあ、私たちと遊園地に行ったらどうかしら。ドキドキする?」

  「もちろんしません」

  「じゃあ、バニールックで遊園地はどう?」

  「そりゃあ、ドキドキしますけど」

  　藍斗はぽんに向かって人差し指を突き出すと得意げに言い放つ。

  「ほらね、そういうことよ。同じ心拍数・同じ体温・同じ血圧で、当日に近い心理状態じゃないと、リハーサルにならないじゃないですか」

  「そんなアホな」

  「アホじゃないわよ。とにかく着替える」

  　このままではバニーガールで遊園地を闊かつ歩ぽするバカなコになってしまう!

  （しかし、なんだろう、この雰囲気。ちょっと落ち着くというか。いつも通りの展開に、妙に安心感を覚えるというか……やっぱりわたし、このセク研に馴な染じんでますよね）

  　さっきまでのいろいろで湧わき起こったアンニュイなど、藍斗のいつもの勢いで吹き飛んでしまったようだ。

  「わかりました、着替えます!」

  「いいわ!　今日のぽんちゃんはノリがグーよ!」

  「藍あい斗とさんはいつもながらに言葉選びのセンスが最悪です」

  「うるさいわね、さっさと着替えなさい」

  　ぽんはバニースーツを手に隣の部屋へと向かった。

  

  「……あの、藍斗さん、申し訳ないんですけど、やっぱりこれ、無理でした」

  　ぽんは一度は身に着けたバニースーツを、藍斗へとおずおずと差し出しながら首を横に振る。

  「なんでよ。さっきまであんなにノリノリだったのに」

  「だって胸がブカブカなんです」

  　着てみたものの、胸ちらとかのレベルではなく、上から見るとおっぱいの全ぜん貌ぼうが把握できるほどに丸見えの状態で、とてもじゃないが、着て歩ける代しろ物ものではない。

  「いいじゃないのよ、見せて歩けば心拍数も激アップ!」

  「だっておっぱい丸出しですよ?　あんなのを着て歩いていたら痴ち女じよと間違えられちゃいます」

  「胸部なんて露出しなくとも、子供らがわいわいと集まる憩いこいの地にバニーガール姿で現れるだなんて、じゅうぶんに痴女よ」
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  「じゃあ、なんで着させようとするんですか」

  「科学の発展のためには、犠牲は付き物なのよ」

  「わたしは生いけ贄にえになるつもりはありません」

  「生贄じゃないわ。実験台よ。さぁ、おっぱい丸出しバニーになりなさいっ」

  「無理ですっ!　あの、ドキドキさえすればいいんですよね?」

  「そうよ。なんならスクール水着でもＳＭの女王様でも全裸でも可よ。バニールックはあくまでも、私がぽんに似合いそうだなーと思って選んだだけだから」

  「どれも露出度が高すぎます。もっと、こう、なんていうかぱっと見はフツーでいて、けれども本人だけがドキドキするような……」

  「全裸にコート」

  「却下です」

  「全裸にボディペインティング」

  「ありえません」

  「仕方ないわね。よし、わかったわ。それじゃあ、パンティーを脱いでいただくのはどうかしらね。これなら文句なしにぱっと見はフツーでいて、けれども本人だけがドキドキでしょう?」

  「なるほど、確かにノーパンだったらぱっと見はフツーでいて、けれども本人だけがドキドキ……ええっ」

  　はたと正気に戻った時はすでに遅し。足元にはるりが跪ひざまずいていた。

  「粘ねん膜まく、粘膜は露出した内臓、中身、体の内側」

  「いや、るりさん、やめてくださいっ」

  「粘ねん液えき、分ぶん泌ぴつ液えき、ヌルヌルあるいはネバネバ」

  「してませんっ、粘液なんて出てませんからっ……ああーっ」

  　必死にスカートの裾すそを押さえて抵抗するものの、那な美み香かが加勢してぽんの両手を頭の上に掴つかみ上げた。

  　裾がばさりとめくり上げられたかと思うと、素早く腰辺りに手が掛けられる。

  「いやぁああああんっ」

  　急に下半身が心もとなく、風通しがよくなった。

  　下げられたパンティーがくるぶしの辺りに溜たまっている。

  「ドキドキする?」

  　るりが上目遣いで尋たずねる。

  「め、めちゃくちゃドキドキするんで、あの、早くスカートを下げてください」

  「合点」

  　スカートを被かぶせられると、少しは落ち着いた気分が戻ってきた。

  （スカート丈たけ、長めでよかった）

  　それでも、制服の下はノーパンというアブノーマルな格好に動どう悸きが治まる様子はない。

  （これでお出かけだなんて……耐えられるでしょうか）

  　不安な予感に囚とらわれているぽんをよそに、藍あい斗とは時計をちらりと見やると、勢いよく立ち上がった。

  「さぁ、じゃあ、出かけるわよ。早くしないと、遊園地が閉まっちゃう」

  

  　平日の夕方である。当然のごとく、遊園地のゲート前はがら空あきだった。

  　ぱらぱらと帰る人たちがまばらにいこそすれ、今から入園しようという物好きは、ぽんたち一行だけだ。

  「平日は５時半まで……ということは後一時間ちょっとしか遊べませんね。今から入るのはもったいなくないですか」

  　ぽんは、遊園地のエントランスの前で閉園時間を示す看板を見て呟つぶやいた。

  （本当はお小遣いも厳しいんだけど……まぁ仕方ないよね。今月は節約だなぁ）

  　そんなことを考えていると、

  「大丈夫ですわ。なんなら延長させますので」

  　那な美み香かがなんでもないことのようにさらっと言ってのける。

  （今、延長させるって言ってたけど……聞き間違いかな?）

  　財さい布ふを出そうとまごまごしているぽんを尻しり目めに、那美香を先頭にして、皆当たり前のような顔でチケット売り場を素通りし、まっすぐにゲートへと向かって行く。

  「御ご機き嫌げんよう」

  　上品な挨あい拶さつを投げつつも素知らぬ顔で通り過ぎようとする那美香に、ゲートの従業員がぎょっとした顔で呼び止める。

  「あの、チケットは?」

  「チケット?　そんなものはございませんが」

  「あの、チケット売り場で買っていただけないと、ご入場は……」

  　困った顔の従業員と、悠然とした笑えみを浮かべている那美香のもとに、制服を身に着けた警備員が二人、慌あわてふためいた様子で駆け寄ってくると那美香の足元に跪ひざまずいた。

  「那美香お嬢様っ。お久しゅうございます」

  「あら、田た中なかさんと岡おか本もとさん。お久しぶりですわね。お変わりはなくて?」

  「はい、那美香お嬢様のおかげで、無事に働かせていただいておりますっ!」

  　二人は、まるで古い童話に出てくる騎士のように、地べたに片かた膝ひざついたまま那美香に敬礼している。

  「ひょっとして、ここって那美香さんの関係とか?」

  「ほら、那な美み香かがこないだ言ってたじゃない。子供の頃ころ、遊園地でよく誘ゆう拐かいされたって。あんまりしょっちゅう誘拐されるっていうんで、心配した那美香のお父様が、セキュリティーが超厳重な自前の遊園地を造ったのよ」

  　藍あい斗とは伸びをしながら、さして興味もなさそうな様子だ。

  「はぁ……」

  　なるほど。それならチケットも必要なければ、営業時間が関係ないのも納得だ。

  「ごめんなさい、わたくし、久しぶりの従業員たちとの積もる話がございますので、ちょっと裏の事務所に行ってきますわ」

  　那美香が申し訳なさそうに言う。

  「わかったわ。じゃあ話が終わったら適当に携帯でも鳴らして頂ちよう戴だい」

  　藍斗が手をひらひらと振ると、那美香は両脇に警備員を従え、ゲートの横にある事務所へと消えて行った。

  「さぁて。三人で、さっさとリハるわよ。どこから回る?」

  「お化け屋敷」

  　すかさずるりが提案する。

  「ごめんなさい、わたし、怖いもの超ダメなんです」

  「大丈夫、お化け屋敷の幽霊なんて全部偽もの。フェイク。人形」

  　るりはぽんのスカートを掴つかむとぐいぐいと引っ張る。

  　ああっ。パンティーを穿はいていないというのに。

  　必死に押さえながらも、ぽんはひたすら首を横に振る。

  「いや、るりさん、ごめんなさい、わたしはご遠慮させてくださいっー」

  「じゃあ、るりはひとりで入る。ばいばい」

  　よほどお化け屋敷に入りたかったのか、るりはくるっと踵きびすを返すとお化け屋敷へと駆け去って行った。

  　日が長くなってきたとはいえ、すでに夕暮れのムードが漂い始めた遊園地で、藍斗とふたり、ぽつりと取り残されてしまった。

  「……ふたりになっちゃいましたが、藍斗先輩。どうしましょうか。なにから乗りますか」

  「ぽんちゃんに任せるわ」

  「藍斗先輩、乗れないアトラクションとかないですよね」

  「そんなの、わかんないわよ」

  　予想外の答えに絶句する。

  「……わからないってどうしてですか」

  「だって、遊園地に来たの、初めてだもの」

  「ええっ。冗談はやめてくださいよ、藍斗先輩。そんないまどき、遊園地が初めてって」

  「本当よ。父が教育には遊園地なんて必要ないって方針だったし……それに、私自身も、正直いって、まったく興味がなかったし」

  「先輩、可か哀わい想そうですね」

  「こんな子供騙だましで大喜びできるぽんのほうが可哀想だわ」

  「……いいです。藍あい斗と先輩。今日は遊園地の魅力をた～っぷりと教えちゃいます」

  　ぽんは藍斗の手を取ると、走り出した。

  

  　まずは、回転ブランコ。空中に吊つり下げられたブランコが軸を中心に高速で回転するアレだ。

  「ひゃっほ──────い!!」

  「ぎゃああっ、ま、回る回る回るっ、世界が回ってる────」

  「違いますよ、藍斗先輩、回ってるのは先輩ですー」

  「ぎゃああっ、速すぎる自転っ─────っ」

  　上機嫌で叫び声をあげるぽんの隣で、藍斗は顔面を蒼そう白はくにして必死に持ち手にしがみついている。

  「はぁあ。なんなの、アレ。ミキサーの中のオレンジじゃあるまいし、なんでぐるぐる回転されないといけないのよ」

  　回転ブランコから降りた藍斗は、花壇の柵さくにしがみつきながら、肩で息を整えている。

  「そういうアトラクションですから」

  「ありえないわ。なにが楽しいのかさっぱりわからない」

  「あ、次はアレ行きましょう。アレ」

  　ぽんは、くねくねと敷地内の外縁に沿って上空に這はわされた線路を指差して言う。

  「なによ、あれ」

  「ジェットコースター」

  「じぇっとこーすたー?　噴流するソリ……いやな予感がするんだけど」

  「遊園地の花形ですっ!　これに乗らずして遊園地に行ったとは言えません!」

  　はしゃいで溌はつ剌らつとした笑えみを浮かべるぽんに、藍斗は頬ほおを赤く染めてぼそりと呟つぶやいた。

  「……まぁ、ぽんが乗りたいっていうんなら付き合うわよ」

  

  「きゃ──────っ!　きゃっほ────、うひゃあああああっ」

  「いや────っ、降ろしてぇー、今すぐここで降ろして───、でないと、死ぬ、死ぬ、死ぬ、じぬぅう────」

  「先輩、両手あげたらもっとスリリングですよ───」

  「無理─っ、ブレーキを───っっっっ。ストップコースター、ノーモアコースターっ!」

  

  「信じられない。こんなの絶対にないわ」

  　藍あい斗とは地上に足をつけた瞬間、足をふらりとよろつかせた。

  　ジェットコースターは少し刺激が強すぎたようだ。

  「藍斗先輩、大丈夫ですか?」

  「う、うん……ちょっと侮あなどっていたわ。遊園地というものを。なんというか結構ハードコアな遊び場なのね。さ、次はなにに乗る?　なんでも来いよ」

  　ぼそりと呟つぶやく藍斗だが、顔色は悪いし、足はふらついている。

  　ちょっと悪いことしちゃったかな。

  　確かにここの遊園地の絶叫マシーンは激しいと、遊園地マニアの間では有名だ。

  　乗り慣れているぽんにとってはたいしたことはなくても、初めての藍斗が驚いてしまうのも無理はないかもしれない。

  （それにしても、弱ってる藍斗先輩って、ちょっとカワイイっていうか……。それに無理してわたしのデートのリハーサルにつきあってくれてるし。ありがたいな）

  「先輩、なにか冷たい飲み物でも買ってくるので、ちょっとそこのベンチに座って待っていてください」

  　青い顔をしたまま、藍斗がこくりと頷うなずいたのを見てぽんは売店へと走った。

  　ゆっくりと夕暮れに沈みはじめた遊園地は、だいぶ人影もまばらだ。

  　メリーゴーラウンドの電飾が輝き、観覧車乗り場には、最後をロマンチックに締めようとする恋人たちで列ができている。

  　明日はデートかぁ。

  　自然と笑えみが込み上げてくる顔を意識して引き締めると、売店を覗のぞく。

  　お水でいいかな、それともジュースのがいいかな。

  　よく紅茶を飲んでいることに思い当たり、ペットボトルに入ったアイスティーを一本買うと、売店の外へ出た。

  （次はティーカップに乗って……いやいや、もう少しゆっくりしたもののほうがいいかな。だとしたら、やっぱり観覧車かなぁ）

  　憧あこがれの観覧車。

  　明日は、これに先生と乗れるんだ。

  　この季節は残念なことに花火はやっていないけれども、それでも、日暮れ後に観覧車の中から見る街の光はキラキラと綺き麗れいなことだろう。

  　ぽんは色とりどりのゴンドラを見ながらふと思う。

  　キス……してみたいな。

  　その先のことは、まだ正直わからない。

  　興味がないわけじゃないし、いつかは……とも思っている。ただ、その相手が先生でいいかは、まだわからない。

  　けれど、キスには興味がある。

  　そして、先生とキスをしてみたい。

  　そうしたら、もっと先生のことを好きになってもっと知りたいと思って、そのもっとがどんどん溜たまっていって、そして、いつの日か、先生とそれ以上のこともしたい、と思うのかもしれないな。

  　ゆっくりと回る観覧車を見つめながらそんなことを考えていると、肩をちょんちょんと叩たたかれた。

  　振り返ると、藍あい斗とがいた。

  「遅いから心配してきちゃったわよ」

  「あ……ごめんなさい、ちょっと観覧車に見とれちゃって」

  　ぽんの潤うるんだ瞳ひとみと惚ほうけたような表情に、藍斗が少し驚いた様子で首を傾かしげると、ぽんの胸に手を当てた。

  「この目の潤うるみ、そして体温の上昇率に鼓こ動どう。ぽん、貴女あなた、発情マックスね。すごいわ、すごい。おそらく今のドーパミン放出度はかなりの数値よ。リハーサルでこんなふうになるだなんて、本番が楽しみだわ」

  「……もしかして、藍斗先輩、明日のデート、尾行したりとかするつもりですか?」

  「もちろんだけど」

  「お願いです、それはやめてください」

  「なんで?　だってまたとない実験のチャンスよ」

  「お願いです。初めてのデートはふたりっきりで過ごしたいんです」

  　ぽんは胸に置かれた藍斗の手をぎゅっと握り締めて言う。

  　藍斗はため息をつくと肩をすくめた。

  「……仕方ないわね。まぁ、いいわ。今回は見逃してあげる」

  「ありがとうございます、藍斗先輩」

  「いいけど、がんばって成功させるのよ、デート。さあ、次はどれに乗る?」

  　観覧車をもう一度見上げると、ポップコーンのいい匂においが漂ってきた。

  「……藍斗先輩、もういいですよ」

  「ええっ、よくないわよ」

  「ううん、もういいんです。藍斗先輩がわたしのことを思ってくれている気持ち、十分に伝わりましたから。ね、先輩。もう乗り物はやめて、そう、ポップコーン食べませんか？　わたしのあだなの由来ってポップコーンが好きだから、ぽんっていうんです」

  「わたし、実は食べたことないの」

  　藍斗が照れくさそうにいう。

  （藍あい斗と先輩って遊園地も初めてだっていうし、意外と世間知らずというか……。だから、暴走しがちなだけなのかも）

  　気まずげな顔でぽりぽりと鼻の頭を掻かいている藍斗に、ぽんはにこりと微笑ほほえむと言った。

  「ポップコーン、美お味いしいですよ。それに、藍斗先輩が楽しめるようなアトラクションもいろいろあります。だから、思いっきり楽しみましょう！」

  

  「はぁ……」

  　セク研の面々と帰途につきながらも、ぽんは、明日のことばかりが気になっていて、ほとんど上の空だ。

  　──キス。

  　先生と明日、そういうことになったら──。

  「ぽんさん、なんだか元気ありませんわね」

  　那な美み香かが心配そうに首を傾かしげる。

  「どうしちゃったのよ。ぽんらしくなくて調子くるうわ」

  　藍斗が困ったように唇くちびるを噛かんだ。

  「元気がない時は……ええと、焼肉、生肉、レバ刺し、ユッケ……」

  　元気のないぽんを心配して、皆が家まで送ってくれることになったのだが、それでもやはり緊張はほぐれない。

  「元気がないんじゃないんですよ。明日のことを思うと、緊張しちゃって」

  　爪つま先さきでこつんと石を蹴け飛とばすと、ころころと転がって電信柱にぶつかって止まる。

  「あれー、ねーちゃんだぁ」

  　電柱の影から義よし経つねとゴンタが顔を出した。

  「おおっ、しかもねーちゃんの友達も!　どうもこの間は、なんだか失礼なことを……あれは実は、ゴンタのヤツ、下着を盗むのが趣味で。たまたま通りかかったら脱衣所でなんかしてやがるんで、捕まえに入っただけで、決して覗のぞいたりとかそういうつもりでは……」

  　嘘うそつけ。

  　しらけた目つきのぽんをよそに、必死に名誉挽回しようと言い訳をしている義経の足元では、ゴンタが息をハァハァと荒らげている。

  　またもや那美香のフェロモンにやられているのだろう。

  「あ、あの、るりさん、それと、もしよかったら、ボクとメル友になって……」

  「義経、調子に乗るんじゃないのっ」

  　ぽんが怒り交じりで諌いさめた瞬間、ゴンタがぐいっとリードを強く引いた。

  「あお───ん」

  「おおっ?　こらっ。ゴンタっ」

  　急を突かれた義よし経つねが思わずリードを放すと、ゴンタが自由になった体で突進してきた。

  「あおん、あおん、あおーんんっ♡」

  　半開きの口から唾だ液えきをたらたらと垂らすという、駄犬にまっことふさわしい姿のゴンタは飼い主として恥ずかしいこと極きわまりない。

  「ゴンタ、ストップ、ステイ、ノーッ」

  「わおおおおんんっ」

  「こらっ、ゴンタ、なにするの。きゃあっ」

  　どうせ那な美み香かのところへ一直線に駆け寄るだろうという卑屈な予測に反して、ぽんのほうへと一直線に向かってきたかと思うと、思い切りジャンプして、ぽんの腰の下辺りにぼすん、と体当たりを繰り返す。

  「ダメっ、ゴンタ。なにするのってば」

  　雑種といえども、中型サイズだ。思い切りぶつかられるとよろけてしまう。

  「痛たたたたっ」

  　その場で二、三歩後ずさりしたあげくに、地面にぺたりとしりもちをつくと、ゴンタがすかさずスカートの中へ顔を突っ込んできた。

  「ああっ、こら、やめなさいってば、ゴンタ……あはんっ」

  　こないだの那美香で味を占めたのか、ゴンタがべろべろとざらざらの舌で太ももを舐なめてくる。必死に股またを閉じて、中心部だけは死守するが、執しつ拗ように舐められているうちに、だんだんと膝ひざが開いてきてしまう。

  「……ねーちゃん?」

  「ああっ、ダメ、義経、見ちゃダメ。あくっ。あくんんっ、あは、あはんっ、だ、誰だれか助けてぇえええ」

  「犬、離れる。離れないと鍋なべにするぞ」

  　るりがぐいぐいと尻尾しつぽを引っ張るが、興奮したゴンタはぽんのもとから離れる様子はない。

  「こういう時は北風と太陽の寓ぐう話わを思い出すのですわ」

  　那美香がバッグの中からバナナを取り出すとゆっくりと皮を剥むく。

  　根元まで綺き麗れいに剥き終えると、先端を咥くわえて小さく噛かみ千ち切ぎる。

  「ゴンタさん、おバナナは嫌いかしら?」

  「わうっ?」

  　ゴンタが慌あわてた様子でスカートから飛び出した。勢いでスカートがめくれ上がる。

  　やはり食欲にはなにも敵かなわないらしい。

  　今度は那美香へと向かい、勢いよく突撃するゴンタを見ながらぽんが首を傾かしげる。

  「なんだったんですかね」

  　ぽんに懐なついているとはいえども、こんな狼ろう藉ぜきは働いたことのない犬だったのに。

  「……ぽん、見えてる、見えてる、見えちゃってる」

  　藍あい斗とが慌あわてた様子で耳打ちする。

  「見えてる?　なにがですか」

  　そういえば、義よし経つねの視線も、なにやらぽんのあらぬ部分に釘くぎ付づけされている。

  　ぱ……じゃなくって。

  　パンティーを穿はかずにいたことにようやく思い当たったぽんは慌てて膝ひざを閉じると、スカートの裾すそを下げて露あらわな部分を隠す。

  「ねーちゃんって……ヘンタイ?」

  　義経がぼそりと呟つぶやいた。

  　──いやーっ。


  


   ２　本番と喪失

  

  　待ち合わせの場所に三十分も前に着いてしまった。

  　那な美み香かから貰もらったフリーパスを手に先生を待っていると、挙動がおかしなふたり組の男の姿が目に入った。

  （……あれって、昨日の那美香さんのところの従業員の人たち?）

  　制服ではなく私服姿だが、やっぱりそうだ。

  　なにしてるんだろ。

  　首を傾かしげていると、先生が小走りでやってきた。

  「ごめん、ぽんちゃん、待たせちゃって」

  「あ、先生」

  　ぽんは30センチほど上に位置する先生の顔を見上げる。

  　こうやってきちんと話すのは、一か月ほどぶりだろうか。受験前は週に二回ほど会っていたため、余計に久しぶりに感じる。

  　今日はアメカジっぽいキャップにジーンズを身に着け、それにグレーのパーカーを羽織っている。

  「じゃあ、行こうか、なにから乗る?」

  「うーん、じゃあメリー……じゃなくってジェットコースター」

  　藍あい斗との言っていたつり橋理論とやらをふと思い出して言い直す。

  「よし、じゃあ、ジェットコースターに乗ろう」

  （ドキドキして、私のコトもっと好きになってくれたらいいな）

  　ぽんは弾はずむ胸を抑おさえて、先生と一緒にゲートへと向かった。

  

  　絶対に、尾行されてる。

  （藍斗先輩のバカ。あれだけふたりっきりでデートさせてくれるように頼んだのに……やっぱりわたしのデートの成功よりも自分の実験を選ぶんだ）

  　ジェットコースターの天てつ辺ぺん。まさに今から落下するという瞬間に止まってしまったジェットコースターの中で、ぽんは呟つぶやいた。

  「つり橋理論とやらを試したいのはわかったけど……なんでこんなことを」

  「つり橋?」

  「いえいえいえ、こっちの話なので」

  　コースターはかれこれ五分以上も停止している。

  　後ろの席の子供たちは泣き始めたし、乗客の大半がこれはやばい、という顔になってきている。

  「ねぇ、先生、ドキドキしますか?」

  「この状況でしないわけはないよね」

  　そう応こたえる先生の表情も硬い。

  「わたしも超～ドキドキします」

  　その瞬間、がたん、と音がして、コースターが急降下する。

  「きゃああああああああっ、い、いきなりすぎるぅううううう」

  　このタイミングで動き始めるということは、やっぱり藍あい斗とたちの仕し業わざだ。

  　おそらくのところ、どこかで盗聴していて、つり橋効果のキーワード『ドキドキ』が実証できたことに満足してコースターの運転を再開させたのだろう。

  　いったいなにをたくらんでいるんだろう……できれば放ほうっておいて欲しいんだけど。

  

  （藍斗先輩、ヒドすぎです）

  　ティーカップに乗れば途中でコントロールが効かなくなり超高速で回り続け、ゴーカートに乗ればブレーキが壊れて猛スピードでスピン。

  　いくらドキドキさせるといっても、程度があるというか、このままではデートを台無しにされてしまう。

  　それに背後の男たち。ぽんは、下へ手た糞くそな尾行を続けている二人組の男たちに神経を集中させる。

  　なんとか撒まく方法はないものかと悩んでいると、小さな建物が目に入った。

  「先生、次はあれに入りたいです」

  「ミラーハウスか、懐かしいなぁ」

  「ね、懐かしいですよね。さ、行きましょう!」

  　先生の腕をぎゅっと掴つかむと、鏡の館へと向かった。

  　ミラーハウスは鏡張りの巨大迷路だ。

  　エントランスを抜けて中へ一歩足を踏み入れると、眩まばゆい世界が広がっていた。

  「うわぁ。自分がいっぱい」

  　どっちを向いても、腕を組んだ先生とぽんが映っている。

  　こうして冷静に見ると、やはりカップルには到底見えない。

  　五歳の年の差があるのだから仕方がないにしても、外見的にはまるでオトナと子供。

  　身長差があるせいか、遠目に見ると父親と小学生の娘のようにさえ見える。

  （なんだかへこむなぁ…………ダメダメダメ。今日はデートを楽しむんだから）

  　首をぶるぶると振ると、鏡に映った何十人ものぽんが同じように首を振った。

  「なんだか、小さい頃ころは思わなかったですけど、大人になってから入ると、ミラーハウスって怖いですよね」

  「確かに、ちょっと不気味だね」

  「痛っ!」

  　角かと思って曲がったところ、曲面になった鏡にしたたかに鼻先をぶつけてしまった。

  「ぽんちゃん、大丈夫?」

  「だ、大丈夫です、痛たたたたた」

  　目から火花が飛ぶ思いでさすっていると、ふいに電灯が消えた。

  「ええっ」

  　な、なにこれ……停電?

  「ぽんちゃん、大丈夫?」

  「はい、先生、大丈夫ですっ」

  「停電かなぁ。まぁ、すぐにつくと思うから、とりあえず、じっとしてよう」

  「……はい」

  （なんでこんなこと……今日は見逃してくれるって言ったのに。友達だって思ってたのに、信じたわたしがバカだった。せっかくのデートなのに、みんなバカっ。やっぱりわたしなんて、実験台なんだ）

  　目頭がじゅわっと熱くなったかと思うと、涙がじんわりと溢あふれてきた。

  「ぐすっ、ぐすぐすっ」

  　耐えきれずに嗚お咽えつをあげる。

  「ぽんちゃん?　大丈夫。すぐにきっと照明、つくから」

  　先生が肩を優しく抱きしめてくる。

  「……先生」

  　抱きつき返そうとして、ふと正気に戻った。

  　この場所も、絶対に盗撮とか盗聴とかされてる。

  　さっきだってそうだった。藍あい斗とにキーワード『ドキドキしている』を言った瞬間に、コースターは動き始めたではないか。ということは、きっと今もそう。

  　なにかキーワードがわかれば、きっと照明もつく。

  　それってなに?　さっぱりわからない。

  　ええと、辺りは真っ暗。暗くら闇やみ……どこかで聞いた理論。

  　そうだ、暗闇理論だ。

  　ええと、自己開示がどうとか。

  　……恥ずかしいこと。そう、恥ずかしいことを言えば、きっと。

  「あの、先生、聞いてもらえますか」

  「どうしたの?」

  「あのですね、先生にだけは言いますけど、実はわたし、わたし……おっぱいが小さいのが悩みで……先生はやっぱり、大きいほうが……?　あは、あはははは」

  　精神崩壊です、精神錯乱です。でも妙にすっきりします。これが自己開示?　あはは。

  「どうしたの、ぽんちゃん」

  「いえ、いいんです、あは、あはははは……これでいいでしょ、電気つけなさいよっ!」

  　声を張り上げた瞬間に照明が点灯した。

  　暗くら闇やみに慣れていた目が、急激に強い光に晒さらされて一瞬世界が真っ白になる。

  （やっぱり、藍あい斗と先輩たち、どっかから観察してたんだ……あれだけデートを尾行しないでって頼んだのに。わたしなんて友達じゃなくって、モルモットだったんだ。ヒドい。ヒドすぎるよ。みんな。友達だって思ってたのにッ）

  　ぽんは涙を拭ぬぐうと、これ以上、流れ出さないように唇くちびるをぐっと噛かみ締める。

  「先生、急いでっ。ここから出ようっ」

  　先生の手を取ると、エントランスへと向かって走った。

  　一度通ってきた道のせいか、あまり苦労せずに入り口へと戻ることができた。

  　入り口で待ち構えているかと思った昨日の警備員たちは、出口へと回っているらしくいなかった。藍斗たちの姿もどこにも見当たらない。

  （どこ?　どこから見て、わたしのこと、せせら笑ってるの?）

  　ぽんは辺りをきょろきょろと見回す。観覧車のゴンドラに、迷子管理事務所、『バナナ坊主』こと、バナナに手足がついているこの遊園地オリジナルの奇妙なマスコットキャラクター。

  　必死に目を凝らすが、藍斗たちらしき人影はどこにもない。

  （でも、この園内にいる限り、絶対、藍斗先輩たちの監視下にいるはず。盗聴器とか盗撮カメラとか……）

  「先生、ついてきてくださいっ」

  「ええっ、どうしたの?　ついて行くってどこにっ?」

  　先生は驚きの表情を浮かべつつも、走り出すぽんを慌あわてて追いかける。

  　ぽんは、そのまま遊園地の中を駆け抜けるとゲートへと向かってひたすらに走った。

  　猛スピードで園内を駆けるぽんにぽかんと見とれた園児が、手に持っていた風船を手放す。

  「ふーせん、ぼくのふーせんが飛んでいっちゃったぁあ」

  　しかし、駆け抜けるぽんの目には、そんな景色は映っていない。

  （わたしはモルモットじゃない……モルモットになんかならないッ。モルモットなんて、真まっ平ぴらなんだからっ!!）

  　もう少しで出口だ。

  　あっけに取られた顔の従業員を横目に遊園地の外へと飛び出す。

  　そのまま、道順など特に考えずに、ひたすらに走る。

  　セク研から逃げるために、ただ遠くへ。

  

  「先生、すみません、なんだかいっぱい走らせちゃって」

  　ぽんは膝ひざに手をつくと、身体からだをくの字に折って呼吸を整えながら、隣にいる先生に声をかけた。

  「オレはいいけど、なにかあったの?」

  「いえ、別に……ちょっと友達に裏切られただけです」

  　ぽんは今にも溢あふれ出しそうな涙を、必死に食い止めながら辺りを見回す。

  　どれくらい走ったのだろうか。気がつくと、この辺りでは有名な繁華街だった。

  　しかし繁華街といっても、表通りではなく一本奥に入った裏通りだ。

  　それほど広くない道路の両側に、居酒屋やスナック、それに、なんだかわからないけれども怪しげなネオンのお店が軒のきを連ねている。

  　道端にいるのは、なにやら怪しげな客引きや、いかにも水商売らしい女の人たち、それに、これから飲みに行くのか、浮き足立った足取りの男の人たちばかりだ。

  　藍あい斗とたちらしき姿はない。

  （めちゃくちゃに走ってきたんだもん、そりゃあ、そうだよね……よかった、ようやく撒まけた）

  　ぽんはひとつ深呼吸すると、背筋をぴんと伸ばして、先生に向き直った。

  「先生、わたしたち、やっとふたりになれましたね」

  「ええ?　さっきからずっとふたりだったじゃない」

  「いえ、違ったんで……」

  　最後まで言い終わる間もなく、ポケットの中で携帯電話が震ふるえた。取り出して確かめると、『国こく分ぶ藍斗』と表示されている。

  　ひょっとしてこの携帯電話にも、なにか細工され、ＧＰＳ機能かなにかがついているのかも。

  　ぽんはそのまま電源を切ると、通りをきょろきょろと見回した。

  　先生との憧あこがれのデートをこれ以上邪魔されるのは真まっ平ぴらだ。

  　どこかふたりっきりになれるところ……。

  　あ。そこなら。

  　ビルの入り口の看板が目についた。

  　休憩３５００円から、宿泊７０００円から、と書かれている。

  （あそこって、確かエッチなことをするところですよね……あそこなら）

  　ぽんは震えながら考える。怖いからなのか、怒りからなのかはもう自分でもわからない。

  （もう、どうでもいいんです!!　セク研なんて、今日で辞やめてやるんです）

  　処女じゃなくなれば、部員でいる意味はなくなる。

  （どうせこのままじゃ、セク研に引きずりまわされて、ひどい目に合うばっかり。かといって、いくらやめさせてくれと懇こん願がんをしても、きっと無理だろう。それならば、いっそ、エッチをしてしまえばいいんだ……もう、あんな人たち、友達じゃないし）

  　ぽんは『空室』の青いランプを見つめると奥歯をぐっと噛かみ締めた。

  　こんなの、不本意だけど。けど……こうするしかない。

  「あの、先生……お願いがあるんです、わたしの処女をもらってください」

  「ええっ、ぽんちゃん、なにを言っているんだい?」

  「いいんです。もう決めたんです。捨てたいんです。もうさっさと。18歳とかドーパミンとか公式とか実験とかモルモットとか、もうどうでもいいんです!!　友達だと思ってたのに、裏切られるのとか、真まっ平ぴらなんですっ！！！！！！」

  　ぽんの絶叫が通りに響き渡った。

  　もう、頭の中が真っ白でわけがわからない。

  「ねっ、先生、あそこ入りましょう」

  「ちょっと、ちょっと待ってくれよ、ぽんちゃん」

  「大丈夫です、怖くないですから。あ、責任取って結婚してくれとか言いませんからご安心ください」

  「いや、そういうんじゃなくって……」

  　ホテルの前で押し問答を繰り返すぽんと先生とに、道行く大人たちは口をぽかんと開あけてあっけに取られた様子だ。

  「ちょっと待った───────っ」

  　その間を掻かき分けて、黒髪の美少女が右手をかざして疾走してくる。その少し後に続いて駆けてくるのは那な美み香かとるりだ。

  「ダメよッ。ぽん、早まるのはやめなさいっ」

  　藍あい斗との姿を認めると、ぽんはうんざりとした気持ちで肩をすくめる。

  「やめてください、藍斗先輩、もういいんです」

  「よくないわよ!　なんでそういう勝手なことするの?」

  　だいぶ走ったのか、はぁはぁと息を吐き吸いするのに合わせて黒いニットに包まれた胸は大きく脈打ち、頬ほおが赤く染まっている。

  　ぽんはぷいと顔を背そむけると、抑えた声で言う。

  「勝手なのは先輩たちじゃないですか。人のデートをめちゃくちゃにしてっ。わたしはモルモットじゃないんです」

  「モルモット、ネズミ。実験台、薬漬け」

  　るりがきょとんとした顔つきで口を挟んだ。

  「そう、るりさんの言う通り、わたしなんてただの実験台じゃないですか。那な美み香か先輩だって聞いたでしょ?　トイレで噂うわさされてたの」

  「そんなことはないですわよ、ぽんさん。わたくしたちは大切な友人だと思ってますわ」

  　那美香が困ったように首を傾かしげて言った。

  　だったら、なんで裏切ったんですか、という言葉が喉のど元もとまで出かかったが、もうなにを話しても無駄だと思って飲み下す。

  （どうせ、最初からモルモットとして入部させられたわけだし、仲良くなったなったと思っていたのはわたしだけの錯覚だったんだ）

  「もういいんです、好きにさせてくださいっ。わたしは、先生と、先生と今日、エッチして、セク研を辞やめるんです。ねぇ、エッチしたら辞めさせてくれますよね?　処女じゃないわたしなんて、なんの価値もありませんものね。わたしはこの人と幸せになりますから」

  　まくし立てるぽんを、藍あい斗とがじっと見据えて言う。

  「……なに勘違いしてるの、ぽん。いいわ、いいわよ。ぽんが本当にその人相手に喪失がしたいなら、それでもいい。けれど、それでいいの?　本当にその人はぽんの運命の相手なの?」

  「だからいいんです。もうセク研にはコリゴリなんですっ!」

  「なんでコリゴリなのよっ。今日だって、ぽんのデートを成功させようと思って、一生懸命ッ」

  「一生懸命なんですか?　尾行ですか?　やめてくださいってあれだけ言ったのに?　まぁそうですよね。モルモットのわたしの言うことなんてなにひとつ聞く必要ありませんよね」

  「だからっ、モルモットモルモットってうるさいっ!」

  「モルモットがモルモットって言ってなにが悪いんですかッ。モルモットはモルモットらしく先生と初体験をさっさと済ませて、ネズミらしく子沢山家庭を作るチュウッ」

  「あの……ちょっとキミたちいいかな」

  　言い争う藍斗とぽんの間に、先生がおずおずといった様子で割って入った。

  「あのさ……ちょっと勘違いされてるみたいなんだけど、別に僕はぽんちゃんと、そういうことするつもりはぜんぜんないんだけど。そもそも付き合っても、ない……よね?」

  　はい?

  「あの、先生、なにをおっしゃってるんでしょう……か」

  「だから、ぽんちゃんと僕とはただの家庭教師と教え子という話を」

  「ええっ?　嘘うそっ。だって、先生。受験の合格を伝えに言った時に告白したら、ＯＫしてくれたじゃないですか」

  「いや。言ってないけど」

  「嘘っ。だって、『付き合ってくれ』って言ったら『いいよ』って」

  「それは、合格のご褒ほう美びに遊園地に付き合ってくれ、と言われたからいいよ、って意味だったんだけど」

  　──はぁっ?

  「ひょっとして、わたしの勘違い?」

  　先生がこくりと頷うなずく。

  「ごめん、正直、ぽんちゃんのことは、可愛かわいい妹としか見えないっていうか……」

  　嘘うそっ。そんなことって。

  「あは……あはは、あはははは」

  　ショックのあまりに笑いが込み上げてきた。

  　ぽんはくるりと振り返ると、困った顔のセク研の面々に向かって泣き笑いの顔を向ける。

  「あはは、そういうことだったみたいですよ。とんだ勘違い女でしたー。かっこわるー。でも、もういいです。あはは。彼氏もおらず、友達もっ……ぐすっ、なんで、なんでこんなふうになっちゃうの」

  　藍あい斗とがぽんに駆け寄ると肩に手を置いて優しく抱き寄せる。

  「なに言ってんの。私たちがいるじゃない。ぽん。貴女あなたはモルモットなんかじゃ──」

  　その時、頭上で爆発音が響く。

  　条件反射で見上げると、マンションやビルの隙間からネオンの映る薄うす闇やみ色いろの空に光る打ち上げ花火が目に入った。

  　夜空を飾ったかと思うと、一瞬で消え、また夜空に花を咲かせたかと思うと一瞬にして散ってしまう。

  　そのひとつひとつの花を続けて読むとＬ……Ｏ……Ｖ……Ｅ?

  「ラブ?」

  「花火。燃える。炎上……らぶ!」

  　るりが空を見上げて嬉うれしそうに言う。

  「やっぱり周りが明るいと、あんまりキレイじゃないわねぇ。本当は園内、真っ暗にして観覧車の中でロマンチックに見せてあげたかったんだけど……でもまぁ、間に合ってよかったわ。携帯も繋つながらないし、冷や冷やしたんだから」

  　藍斗は、照れくさそうに鼻の頭をぽりぽりと掻かいている。

  「これ、先輩たちが……」

  「ええ。わたくしたちは、誰になにを言われようと友達です。それを証明したかったのですわ。三人で相談しまして、わたくしたちにできること、それは今日ぽんさんの夢を叶えて差し上げることじゃないか、ということになりまして……打ち上げ花火をうちの従業員、総出で用意させたんですが、なにぶん不慣れなもので。営業中に何度も停電を起こす始末で申し訳なかったですわ」

  「友達の恋にはできる限り協力するのが友情ってものでしょ」

  「……友情?　せ、先輩……」

  　放心して立ち尽くしているぽんに、藍あい斗とが顔を近づけたかと思うと、唇くちびるに素早く自分の唇を重ねる。

  「ね。したかったんでしょ?　観覧車の中で、花火を見ながらのキス。ちょっとシチュエーションは変わっちゃったけど、これで勘弁して頂ちよう戴だい」

  　──今の……キス?　それってわたしのファーストキス……えええええっ!?

  「ぎ、ぎゃああああっ、初めてだったのにぃいいい!　返してください、わたしのバージンキスっ！！！！！」

  「もう無理よ。しちゃったものは返せないわ!」

  　藍斗が顔を赤くしてぽんの肩を抱だいている。

  「な、なんでしちゃうんですかーっ」

  「だって、なんだか昨日の遊園地から、ずっとドキドキして……、ガマンできなかったんだもの……ちゅぱっ」

  　藍斗がもう一度ぽんの唇に自分の唇を合わせるとにこり、と笑って言った。

  　胸がドキドキって……それって、つり橋効果じゃ?

  　自分が掛かってどうするんですか……。

  「ミイラとりがミイラ」




  [image: ]


  「あら、友情を超えてしまったのですわね」

  　のん気なるりと那な美み香かとは対象的に、戸惑ってフリーズしているぽんを胸に抱きよせて藍あい斗とが言う。

  「大好きよ。ぽん」

  　神様、やっぱり大変な部活に入ってしまったようです。

  　アーメン。

  　うわ言のように祈りの言葉を呟つぶやくぽんの視界を、大輪の花火が彩いろどった。

  

  



  
    了
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   あとがき

  

  　高校の女子更衣室で、バナナを使って同級生とおふぇ○○○講座をしたのもかれこれ十数年前のこと。

  　その経験が、このようなかたちで小説として一冊の本になるだなんて、まことに感慨深い思いです。いつか子供ができたら自慢します。

  　嘘うそです。いえ、嘘ではありません。本当に自慢します。

  

  　その甲斐あって、

  　それから幾年かが経ち、アレをアレした今、神の領域に達しました。と胸を張りたいところなのですが、残念なことに、十七歳で成長は止まってしまったらしく、今のあたしのスペックはというと「思ったよりも……」「期待外れ」「雑」などと言われてしまいそうなレベルです。

  　というわけで、もしもリアルにセク研があったら入部したい次第。

  

  　さて、本書を書くにあたり、ハリウッドセクシートレーニングならぬセックスダイエットのアイディアを快こころよくパクらせてくれたパワーのすごい漫画家のドルショック竹たけ下した先生、いつもネタの相談にのってくれるアダルトビデオ監督の二に村むらヒトシ氏、どうもありがとう。その両者との淫語トークの憩いこいの場・東中野バー・バレンタインにも感謝です。セク研が発足した際には部室にします。

  

  　もちろん、ものすごくかわいいイラストで、この本の世界をマイルドかつステキなものにして頂いた相こも音ねうしお先生。最高です。愛しちゃってもいいですか。

  　そして、いつも励ましてくれる担当編集の星野さんありがとう。声がでかい上に話す内容がアレなので、打合せ中のロイヤルホストではさぞやお恥ずかしい思いをしていることと思います。羞しゆう恥ちプレイだと思ってこれからも耐えてください。

  

  　最後になってしまいましたが、この恥ずかしいタイトルの本を手にとってレジへと運んでくれた貴方様にも感謝です。

  　「思ったよりも下手くそ」「期待外れ」「超雑」とか言わないでいただけると幸いです。

  



  
    大泉りか
  



  大泉りか

  Rika Ohizumi

  

  お見合いパーティーに取材で潜入。趣味・魚釣り、好きな映画『ビッグ・フィッシュ』と書いたら「魚が大好きなんですね」と幾人にも突っ込まれ「違ーう」と叫んだ肉好き女子。ビッグフィッシュは超いい映画ですよ？
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